
37

ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
と
明
治
中
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

│
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
に
お
け
る
反
教
権
主
義
に
つ
い
て

山　
　

梨　
　
　

淳

は
じ
め
に

　

明
治
日
本
で
多
数
の
諷
刺
画
を
製
作
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ビ
ゴ
ー
（G

eorges Ferdinand B
igot, 1860–1927

）
が
フ
ラ

ン
ス
帰
国
後
に
描
い
た
作
品
に
、
二
十
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
の
首
相
エ
ミ
ー

ル
・
コ
ン
ブ
（É

m
ile C

om
bes

）
を
対
象
に
し
た
も
の
が
あ
る
（
図
１
（
1
））。
カ
ト

リ
ッ
ク
の
修
道
士
や
修
道
女
の
追
い
立
て
ら
れ
た
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

共
和
政
政
府
の
政
教
分
離
政
策
と
し
て
、
コ
ン
ブ
が
一
九
〇
四
年
に
カ
ト
リ
ッ

ク
修
道
会
系
の
私
立
学
校
の
閉
鎖
と
い
う
強
硬
的
な
措
置
を
実
施
し
た
こ
と
を

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
作
中
、
コ
ン
ブ
（
左
側
手
前
）
は
カ
ト
リ

ッ
ク
の
僧
服
（
ス
ー
タ
ン
）
を
着
用
し
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

「
獅
子
身
中
の
虫
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
あ
る
通
り
、
彼
が
神
学
校
で
学

ん
で
一
時
は
聖
職
者
を
志
し
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
後
に
教
会
か
ら
離
れ
て

反
教
権
的
な
立
場
に
立
つ
政
治
家
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
2
）。

　

こ
の
諷
刺
画
は
、
ビ
ゴ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
の
共
和
政
政
府
に
よ
る
世
俗
化
政
策

に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
彼
が
す
で
に
明
治
時
代

の
日
本
に
滞
在
中
、
同
国
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
や
修
道
士
を
諷
刺
の
対
象

に
し
て
い
た
作
品
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
般
に
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
研
究
者
の
間
で
も
ビ
ゴ
ー
の
反
教
権
的
諷
刺
画

は
関
心
を
集
め
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
の
エ
レ
ー
ヌ
・

コ
ル
ヌ
ヴ
ァ
ン
が
そ
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
（
3
）。
本

論
は
、
明
治
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
ビ
ゴ
ー
の
反
教
権
的
諷
刺
画
の
考
察
が
、
ビ

ゴ
ー
そ
の
人
の
理
解
に
お
い
て
も
、
彼
の
属
し
て
い
た
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会

の
動
向
の
把
握
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
研
究
に
お
い
て
も
、

重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
製
作
動
機
、
内

容
、
受
容
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン

弾
圧
後
に
成
立
し
た
第

三
共
和
政
下
の
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
を
攻
撃
す
る
諷
刺

画
が
盛
ん
に
製
作
さ
れ

て
い
た
が
、
ビ
ゴ
ー
の

諷
刺
画
は
、
本
国
か
ら

遠
く
離
れ
た
日
本
の
フ

ラ
ン
ス
人
社
会
で
も
、

共
和
主
義
者
に
よ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
へ
の
批
判
が

同
時
代
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で

批
判
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
に
お
い
て
、
反
教

権
主
義
の
立
場
に
立
つ
有
力
な
共
和
派
政
治
家
で
あ
っ
た
レ
オ
ン
・
ガ
ン
ベ
ッ

タ
（L

éon G
am

betta

）
は
「
反
教
権
主
義
は
、
輸
出
項
目
で
は
な
い
」
と
い
う

著
名
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
共
和
派
政
治
家
や
外
交

関
係
者
は
、
本
国
内
の
政
教
関
係
の
緊
張
を
別
に
し
て
、
国
外
で
は
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
と
協
力
関
係
を
取
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
在
日
公
使

館
も
、
日
本
で
活
動
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
会
や
修
道
会
と
協
調
的
な
関
係
を

結
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
共
和
派
政
治
家
の
意
向
と
は
別
に
、

国
外
の
フ
ラ
ン
ス
人
共
同
体
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
反
感
が
存
在

し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
に
お
け
る
フ

ラ
ン
ス
人
共
同
体
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
関
係
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
そ
れ
と

は
異
な
っ
た
多
様
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
（
4
）。

日
本
で
は
、
十
九
世
紀
末
の
在
日

フ
ラ
ン
ス
人
の
反
教
権
的
批
判
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
を
重
用
す
る
フ
ラ
ン

ス
公
使
館
に
も
及
ん
で
い
た
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
反
教
権
主
義
は
日
仏
関
係
史
や
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
史
の
分
野
で
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
末
、
新
聞
や
諷
刺
雑
誌
を
通
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た
彼
ら
の
活
動
は
、
公
使
館
や
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
な
ど
当
時
の
様
々
な
人
々

を
巻
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
の
歴
史
上
、
看
過
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
本
論
は
、
各
種
資
料

あ
る
。
も
っ
と
も
、
ビ
ゴ
ー
は
明
治
期
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
中
で
最
初
に
同

国
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
を
攻
撃
し
た
人
物
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
す

で
に
彼
の
来
日
前
、
横
浜
外
国
人
居
留
地
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
は
宣
教
師
に
対

し
て
活
発
に
批
判
を
行
っ
て
い
た
。
ビ
ゴ
ー
の
反
教
権
的
諷
刺
画
も
、
彼
個
人

の
意
見
の
表
明
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
存
在
し
て
い

た
反
聖
職
者
感
情
を
代
弁
す
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

十
九
世
紀
末
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
全
て
が
、
同
国
人
の
宣
教
師
に
対
し
て
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を
用
い
て
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
反
教
権
主
義
的
動
向
を
具
体
的
に
明
ら
か
に

し
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
活
動
を
そ
の
動
き
の
中
で
捉
え
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

本
論
は
、
第
一
章
で
、
一
八
八
〇
年
前
後
、
横
浜
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
に
よ

り
同
国
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
へ
の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、

こ
の
時
期
、
フ
ラ
ン
ス
人
共
同
体
の
中
の
反
教
権
的
感
情
が
表
面
化
し
て
い
た

こ
と
を
論
じ
る
。
第
二
章
で
は
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
雑
誌
『
ト
バ
エ
』
に
掲
載
さ

れ
た
マ
リ
ア
会
の
諷
刺
画
を
取
り
上
げ
、
そ
の
作
品
が
攻
撃
対
象
で
あ
っ
た
マ

リ
ア
会
を
は
じ
め
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第

三
章
で
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
植
民
地
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
で
、
フ
ラ
ン
ス
駐
日

公
使
館
と
外
交
通
訳
官
を
務
め
て
い
た
フ
ェ
リ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
を
批

判
す
る
通
信
文
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
続
け
て
こ
の
攻
撃
と
連
動

す
る
形
で
発
表
さ
れ
た
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
雑
誌
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
に
お
け
る
反
教

権
的
諷
刺
画
を
考
察
す
る
。

一
、
一
八
八
〇
年
前
後
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
に
お
け
る
反
教
権
主
義

　

江
戸
幕
府
に
よ
る
禁
教
政
策
に
よ
っ
て
途
絶
え
た
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ

ク
宣
教
は
、
幕
末
に
来
日
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
（L

a S
ociété des M

issions 

É
trangères de Paris

）
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
会
は
、
十

七
世
紀
中
葉
、
パ
リ
で
設
立
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
国
語
と
す
る
男
子
の
在

俗
司
祭
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
宣
教
会
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
に
長
崎
浦
上
の

カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
に
対
す
る
弾
圧
が
終
わ
り
を
告
げ
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
宣
教
師
は
日
本
各
地
で
布
教
を
開
始
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
、
慈
善
や
教
育

事
業
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
男
女
の
修
道
会
を
日
本
に
呼

び
寄
せ
、
男
子
の
修
道
会
で
は
マ
リ
ア
会
が
一
八
八
七
年
末
に
来
日
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
系
聖
職
者
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の
独
占
状
況
は
、

二
十
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
々
か
ら
ド
ミ
ニ
コ
会
や
イ
エ
ズ
ス
会
な

ど
が
来
日
し
て
活
動
を
開
始
す
る
時
期
ま
で
続
い
た
た
め
に
、
近
代
日
本
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
大
変
フ
ラ
ン
ス
色
の
強
い
も
の
と
な
っ
た
（
5
）。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
司
牧
や
宣
教
の
傍
ら
、
各
地
の
教
会
や
学

校
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
を
行
う
こ
と
も
あ
り
（
6
）、

日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文

化
の
普
及
者
と
し
て
の
一
面
を
も
っ
て
い
た
（
7
）。

彼
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る

と
同
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

も
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
（
8
）、

こ
の
二
重
性
の
た
め
、
反
聖
職
者
感
情
を
も
つ

フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
の
愛
国
心
が
欠
如
し
た
人
間
と
し

て
反
感
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

確
認
で
き
る
限
り
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
か
ら
反
教
権
主
義
批
判
が
カ
ト

リ
ッ
ク
宣
教
師
に
向
け
ら
れ
た
最
初
の
例
は
、
一
八
七
九
年
六
月
に
創
刊
さ
れ

た
横
浜
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
『
ク
ー
リ
エ
・
ド
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
』L

e C
ourrier 

du Japon

（『
日
本
通
信
』。
以
下
、
本
章
で
は
『
ク
ー
リ
エ
』
と
略
）
で
展
開
さ
れ

た
宣
教
師
批
判
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
一
八
七
〇
年
に
創

刊
さ
れ
た
日
本
初
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
『
エ
コ
ー
・
ド
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
』L’

E
cho du Japon

（『
日
本
の
声
』。
以
下
、
本
章
で
は
『
エ
コ
ー
』
と
略
）
の
編
集
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部
か
ら
独
立
し
て
刊
行
さ
れ
た
新
聞
で
あ
る
。『
ク
ー
リ
エ
』
を
創
設
し
た
オ

ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ア
ル
マ
ン
（A

ugust H
arm

and

）
が
『
エ
コ
ー
』
の
編
集
方
針

に
大
き
な
不
満
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
分
裂
の
経
緯
か
ら

し
て
、
両
紙
は
当
初
か
ら
対
立
関
係
に
あ
り
、
紙
面
上
で
常
に
相
手
を
攻
撃
し

あ
っ
て
い
た
。
一
八
八
〇
年
当
時
、
横
浜
の
フ
ラ
ン
ス
人
在
住
者
は
約
百
名
ほ

ど
で
あ
り
、
澤
護
氏
は
、
両
紙
の
発
行
部
数
は
そ
れ
ぞ
れ
百
部
に
も
み
た
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
9
）。

両
紙
の
間
の
中
傷
・
誹
謗
の
合
戦
は

同
時
代
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ

マ
ン
（C

harles W
irgm

an

）
の
『
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ン
チ
』T

he Japan P
unch

で

も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
（
10
）。

当
時
、
日
本
に
旅
行
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
も
横

浜
の
ホ
テ
ル
で
こ
れ
ら
の
新
聞
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
旅

行
記
で
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
（
11
）。

　
『
ク
ー
リ
エ
』
は
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
紙
面
内
容
を
精
細
に

調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
エ
コ
ー
』
が
折
に
ふ
れ
て
『
ク
ー
リ
エ
』

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
言
及
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
の
で
、
同
紙
の
主
張
の

お
お
よ
そ
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
以
下
、『
エ
コ
ー
』
や
各
種
の

同
時
代
資
料
を
用
い
て
、『
ク
ー
リ
エ
』
の
反
教
権
的
主
張
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
て
い
こ
う
。

　
『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
創
刊
し
て
間
も
な
い
時
期
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
に

対
す
る
批
判
を
開
始
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
七
九
年
十
二
月
、
北
日
本
代
牧

区
の
副
代
牧
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ミ
ド
ン
（F

élix M
idon

）
は
、『
ク
ー
リ
エ
』
の
編

集
部
に
抗
議
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
、
ミ
ド
ン
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
宣
教
師
に
対
す
る
同
紙
の
度
々
の
非
難
に
対
し
て
長
ら
く
放
置
し
て
き
た

が
、
も
は
や
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
抗
議
に
踏
み
切
っ
た
と
断

っ
て
い
る
。
こ
の
ミ
ド
ン
の
書
簡
に
よ
る
と
、『
ク
ー
リ
エ
』
の
批
判
は
、
パ

リ
外
国
宣
教
会
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
の
愛
国
心
の
欠
如
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、

彼
ら
宣
教
師
に
対
し
て
、「
聖
職
者
で
あ
る
こ
と
を
少
し
抑
え
て
、
よ
り
以
上

に
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
」
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
宣
教
師
が
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
に
熱
心
に
従
事
し
な
い
こ
と

を
遺
憾
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
ミ
ド
ン
は
、『
ク
ー
リ
エ
』
の
編
集
部
が
宣
教

師
の
使
命
を
誤
解
し
て
、
語
学
教
育
に
十
分
従
事
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
批
判

す
る
こ
と
を
不
当
と
し
、
同
紙
が
愛
国
者
と
し
て
の
資
格
を
独
占
す
る
こ
と
に

異
議
を
唱
え
て
い
る
（
12
）。

　
『
エ
コ
ー
』
が
、
こ
の
ミ
ド
ン
の
『
ク
ー
リ
エ
』
に
対
す
る
反
論
を
是
と
し

て
い
た
こ
と
は
、
同
紙
に
彼
の
抗
議
の
書
簡
を
転
載
し
て
、
好
意
的
な
コ
メ
ン

ト
を
付
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、『
エ
コ
ー
』
に
は
、

こ
の
ミ
ド
ン
の
主
張
に
賛
意
を
示
し
、
普
仏
戦
争
後
、
同
宣
教
会
の
ジ
ャ
ン
＝

マ
リ
・
マ
ラ
ン
（
13
）（Jean-M

arie M
arin

）
と
マ
ル
ク
・
マ
リ
・
ド
・
ロ
（
14
）（M

arc M
arie 

de R
otz

）
の
両
神
父
が
祖
国
の
敗
北
に
涙
を
流
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
、
彼
ら

が
愛
国
者
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
15
）。『
エ
コ
ー
』

の
経
営
者
は
、
創
業
初
期
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
好
意
的
で
あ
り
（
16
）、
同
社
か

ら
は
、
一
八
七
四
年
に
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
日
本
語
入
門
書
が
刊
行
さ
れ
（
17
）、
一
八
八



41

ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

〇
年
に
は
マ
ラ
ン
の
北
日
本
旅
行
記
（
18
）、

一
八
八
一
年
と
翌
年
に
朝
鮮
の
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
執
筆
し
た
仏
韓
辞
典
と
文
法
書
（
19
）な

ど
宣
教
師
の
様
々
な

仏
文
の
著
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
『
ク
ー
リ
エ
』
が
宣
教
師
に
対
す
る
批
判
を
試
み
た
理
由
の
一
つ
は
、『
エ
コ

ー
』
と
差
別
化
を
は
か
る
た
め
、
同
紙
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
寄
り
の
姿
勢
と
は

異
な
っ
た
編
集
方
針
を
打
ち
出
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
好
意
的
な
『
エ
コ
ー
』
の
姿
勢
そ
れ

自
体
を
非
難
す
る
こ
と
も
あ
り
、
東
京
の
大
火
に
よ
る
被
災
者
の
救
援
の
た
め
、

エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
が
寄
付
金
を
募
っ
た
広
告
を
『
エ
コ
ー
』
に
掲
載
し
た
時
、

こ
れ
を
揶
揄
す
る
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
20
）。

こ
の
よ
う
な

『
ク
ー
リ
エ
』
の
対
応
を
考
え
る
と
、
同
紙
が
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
に
対
し
て

フ
ラ
ン
ス
語
教
育
へ
の
一
層
の
従
事
を
求
め
た
の
も
、
宣
教
師
に
対
し
て
好
意

的
な
立
場
か
ら
行
わ
れ
た
提
言
と
い
う
よ
り
も
、
彼
ら
を
非
愛
国
者
と
し
て
読

者
に
印
象
づ
け
る
底
意
が
あ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　
『
ク
ー
リ
エ
』
の
宣
教
師
批
判
が
高
潮
し
た
の
は
、
一
八
八
〇
年
八
月
、
マ

ラ
ン
神
父
が
横
浜
の
教
会
の
説
教
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
非
難
す
る
発
言
を
行
っ

た
と
い
う
理
由
で
、
彼
を
批
判
す
る
一
連
の
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
を
実
施
し
た
時
で

あ
る
（
21
）。
こ
の
時
、『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
マ
ラ
ン
を
横
浜
か
ら
放
逐
す
る
た
め
に
、

読
者
に
そ
の
旨
を
記
し
た
請
願
書
を
横
浜
の
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
に
提
出
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
た
。
一
方
、『
エ
コ
ー
』
は
、
マ
ラ
ン
を
非
愛
国
者
と
決
め

つ
け
る
『
ク
ー
リ
エ
』
の
論
調
に
対
し
て
、
マ
ラ
ン
を
擁
護
し
、
そ
の
批
判
が

根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
22
）。

フ
ラ
ン
ス
の
横
浜
領
事
ジ

ュ
ー
ル
・
ジ
ュ
ス
ラ
ン
（Jules Jouslain

）
は
、
両
者
の
争
い
の
過
熱
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
人
共
同
体
が
分
裂
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
（
23
）。

宣
教
会
の
マ
ラ
ン

の
上
長
ら
は
、
彼
の
無
辜
を
信
じ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
横
浜
の
教
会
の
司
祭

職
か
ら
彼
を
外
し
て
転
任
さ
せ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
24
）。

こ
の
「
マ
ラ
ン

事
件L’affaire M

arin

」
と
呼
ば
れ
る
騒
動
の
翌
年
、
マ
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に

帰
国
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
『
ク
ー
リ
エ
』
に
よ
る
一
連
の
攻
撃
と
は
無

縁
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
が
同
国
人
か
ら

新
聞
紙
上
で
盛
ん
に
批
判
を
受
け
た
こ
と
は
、
約
四
十
年
後
、
宣
教
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
た
在
日
宣
教
師
の
手
に
な
る
記
事
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
事
件

が
、
日
本
の
教
会
で
先
達
の
神
父
が
理
不
尽
な
非
難
を
浴
び
た
出
来
事
と
し
て

長
ら
く
記
憶
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
（
25
）。

　
『
エ
コ
ー
』
と
『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
宣
教
師
に
対
す
る
評
価
を
含
め
て
様
々

な
面
に
亘
っ
て
対
立
し
て
い
た
が
、
当
時
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
共
同
体
の
規
模

が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
面
構
成
は

限
ら
れ
た
読
者
層
の
反
応
を
強
く
意
識
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
両

紙
の
論
調
に
は
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
の
内
部
に
存
在
し
て
い
た
構
成
員
の

政
治
・
社
会
観
の
対
立
関
係
が
相
当
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
一
八
八
〇
年
代
初
頭
、
横
浜
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
の
副
領
事
を
務
め
て

い
た
ル
イ
・
バ
ス
テ
ィ
ー
ド
（L

ouis B
astide

）
は
、『
エ
コ
ー
』
の
共
同
経
営
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者
の
一
人
で
あ
っ
た
ス
テ
フ
ァ
ン
ヌ
・
サ
ラ
ベ
ル
（S

téphane S
arabelle

）
と
懇

意
に
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
両
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
の
特
徴
を
評
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
共
和
派
の
立
場
に
立
つ
新
聞
で
あ
る
が
、『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
に
傾
斜
し
す
ぎ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
26
）。
こ
の
彼
の
評
価
は
、
敷
衍

し
て
み
れ
ば
、『
エ
コ
ー
』
が
保
守
的
な
穏
健
共
和
派
の
立
場
を
代
表
し
た
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
発
紙
の
『
ク
ー
リ
エ
』
が
『
エ
コ
ー
』
に
対
し
て
急

進
的
共
和
主
義
の
立
場
か
ら
主
張
を
行
い
、
同
様
の
政
治
思
想
を
も
つ
在
日
フ

ラ
ン
ス
人
の
支
持
を
調
達
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

た
だ
、
当
時
の
横
浜
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、『
エ
コ
ー
』
派
と
『
ク
ー
リ

エ
』
派
の
間
で
二
極
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
両
者
の
誹
謗
合
戦

に
嫌
悪
を
感
じ
て
い
た
も
の
も
存
在
し
て
い
た
。
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
は
、『
エ

コ
ー
』
へ
の
投
書
で
、
両
紙
の
対
立
を
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
遺
憾
に
思
う
と
書

い
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
投
書
者
が
自
身
の
中
立
性
を
表
明
す
る

に
あ
た
っ
て
、「
自
分
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
（jésuite

）
で
も
、
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル

（com
m

unard

）
で
も
な
い
」
と
そ
の
独
立
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
（
27
）。

こ
の
文
章
に
お
い
て
、「
イ
エ
ズ
ス
会
士
」
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
好

意
的
な
『
エ
コ
ー
』
と
そ
の
支
持
者
を
指
し
、「
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
」
が
教
会
に

対
し
て
反
感
を
も
っ
て
い
た
『
ク
ー
リ
エ
』
と
そ
の
読
者
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
後
に
み
る
よ
う
に
（
第
三
章
）、
ビ
ゴ
ー
は
、『
ル
・
ポ

タ
ン
』
の
諷
刺
画
で
、「
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
」
を
登
場
さ
せ
、
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
宣
教
師
を
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
」
に
見
立
て
て
両
者
を
対
立
さ
せ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
用
例
は
、
当
時
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
で
、「
イ
エ
ズ
ス
会
士
」

と
「
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
親
教
会
派
と
反
教
会
派
を
意
味
す
る
符

牒
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
」

の
語
が
人
物
類
型
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、
当
時
の
在
日
フ
ラ
ン
ス

人
社
会
に
お
い
て
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
記
憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
よ
う
（
28
）。

　
『
ク
ー
リ
エ
』
は
、
一
八
八
二
年
、
創
刊
か
ら
約
三
年
の
後
に
廃
刊
と
な
り
、

反
教
権
主
義
的
主
張
の
発
表
媒
体
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
新
聞

の
廃
刊
に
よ
っ
て
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
の
間
の
反
聖
職
者
感
情
が
消
え
去
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
次
章
で
、『
ク
ー
リ
エ
』
の
廃
刊
し
た
時
期
に
来
日
し
た

ビ
ゴ
ー
が
、
一
八
八
八
年
、
彼
の
代
表
的
な
諷
刺
雑
誌
『
ト
バ
エ
』
で
行
っ
た

カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
に
対
す
る
批
判
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、『
ト
バ
エ
』
の
諷
刺
画
と
マ
リ
ア
会

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
熱
の
高
ま
り
を
通
し
て
日
本
に
関
心
を

抱
い
た
ビ
ゴ
ー
が
、
日
本
絵
画
を
学
ぶ
た
め
に
来
日
し
た
の
は
、
一
八
八
二
年
、

彼
が
二
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
当
初
の
予
定
に
反
し
て
、
彼
の
日
本
滞
在
は
長

期
化
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
間
に
、
彼
が
東
京
と
横
浜
に
在
住
す
る
過
去
の

『
ク
ー
リ
エ
』
支
持
層
と
も
親
し
く
な
る
機
会
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。

　

ビ
ゴ
ー
の
祖
父
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ
の
ピ
エ
ー
ル
＝
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ベ
ラ
ン
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ジ
ェ
（P

ierre-Jean de B
éranger

）
と
友
人
で
あ
っ
た
が
（
29
）、

こ
の
名
高
い
共
和
派

の
民
衆
詩
人
は
、
そ
の
作
品
で
イ
エ
ズ
ス
会
を
攻
撃
し
、
反
教
権
的
な
主
張
を

謳
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
（
30
）。

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
時
代
、
十
歳
前
後
の
子
供
で
あ

っ
た
ビ
ゴ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
に
交
わ
っ
て
、
彼
ら
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た

と
い
わ
れ
る
が
（
31
）、

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
考
え
て
、
ビ
ゴ
ー
の
生
家
は
恐
ら
く
共

和
主
義
者
の
家
系
で
あ
り
、
彼
は
幼
時
か
ら
反
教
権
的
感
情
を
養
っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

確
認
出
来
る
限
り
、
ビ
ゴ
ー
が
行
っ
た
最
初
の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
に
対
す

る
批
判
は
、『
ト
バ
エT

ôbaé

』
第
二
期
、
第
四
一
号
（
一
八
八
八
年
十
月
十
五

日
）
に
掲
載
さ
れ
た
マ
リ
ア
会L

a S
ociété de M

arie
の
修
道
士
を
標
的
に
し

た
二
枚
の
諷
刺
画
で
あ
る
（
32
）。
マ
リ
ア
会
は
、
一
八
一
七
年
に
ボ
ル
ド
ー
で
設
立

さ
れ
た
教
育
系
修
道
会
で
あ
る
が
、
同
会
は
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育

事
業
の
発
展
の
必
要
性
を
認
め
て
い
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
依
頼
に
応
え
て
会

員
の
派
遣
を
決
定
し
、
最
初
に
一
八
八
七
年
末
か
ら
翌
年
初
頭
に
か
け
て
五
名

の
修
道
士
（
フ
ラ
ン
ス
人
四
名
、
ア
メ
リ
カ
人
一
名
）
が
日
本
に
到
着
し
た
（
33
）。
こ

の
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
が
発
行
さ
れ
た
時
期
は
、
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
が
来
日
し

て
一
年
に
も
満
た
な
い
同
会
の
活
動
の
草
創
期
に
あ
た
り
、
東
京
に
設
立
さ
れ

た
暁
星
学
校
が
日
本
政
府
の
認
可
を
受
け
て
ま
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
（
34
）。

　

な
お
、
ビ
ゴ
ー
は
、『
ト
バ
エ
』
と
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
両
者
で
、
マ
リ
ア

会
を
取
り
上
げ
る
際
、
常
に
「
マ
リ
ス
トM

ariste

」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

L
a S

ociété de M
arie

と
い
う
名
前
を
も
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
に
は
、
上
記

の
ボ
ル
ド
ー
で
設
立
さ
れ
た
も
の
と
は
別
に
、
一
八
一
六
年
に
リ
ヨ
ン
に
設
立

さ
れ
た
男
子
修
道
会
（
日
本
で
は
「
マ
リ
ス
ト
会
」
と
呼
ば
れ
、
一
九
五
一
年
に

来
日
し
た
）
が
存
在
す
る
。
一
般
に
は
こ
の
同
名
の
両
修
道
会
を
区
別
す
る
た

め
、
マ
リ
ス
ト
会
の
修
道
士
に
は
「
マ
リ
ス
トM

ariste

」
の
語
が
、
マ
リ
ア

会
の
修
道
士
に
は
「
マ
リ
ア
ニ
ス
トM

arianiste

」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
に
対
し
て
も
、「
マ
リ
ス
トM

ariste

」
の
語
が
使

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
厳
密
に
二
つ
の
語
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
を
指
し
て
「
マ
リ
ス
トM

ariste

」
と
呼
ぶ

用
例
は
当
時
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
（
35
）、

ま
た
、
教
会
関
係
者
の
間
で
も
両
修
道
会

が
時
に
混
同
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ビ
ゴ
ー
が
諷
刺
的
意
図

と
は
無
縁
に
、
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
を
指
し
て
、「
マ
リ
ス
トM

ariste

」
の

語
を
用
い
て
い
た
と
考
え
て
も
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
両
修
道
会
の

混
同
を
さ
け
る
た
め
に
、
ビ
ゴ
ー
が
「
マ
リ
ス
トM

ariste

」
の
語
を
使
用
し

て
い
た
と
き
で
も
、
我
々
は
「
マ
リ
ア
会
」
を
批
判
し
た
も
の
と
考
え
て
訳
し

て
い
く
。

　
『
ト
バ
エ
』
に
掲
載
さ
れ
た
マ
リ
ア
会
の
諷
刺
画
の
一
枚
目
は
、「
現
代
日
本

（
カ
ラ
ス
）」“L

e Japon m
oderne

（L
es C

orbeaux

）”

及
び
「
マ
リ
ア
会
主
義
の

到
来
」“A

rrivage du M
arism

e ”

と
い
う
題
を
も
つ
画
で
あ
る
（
36
）（

図
２
）。
一
群

の
カ
ラ
ス
と
と
も
に
、
十
字
架
を
持
っ
た
聖
職
者
た
ち
が
日
本
に
飛
ん
で
く
る

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
に
「
カ
ラ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
マ
リ
ア
会

の
修
道
士
は
カ
ラ
ス
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ラ
ス
は
、
そ
の
黒
色
の
容
姿
が
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黒
衣
の
僧
服
を
連
想
さ
せ
、
鳴
き
声
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
十
字
架
「C

roix

（
ク

ロ
ワ
）」
の
発
音
に
近
似
し
て
い
る
の
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
を
寓
意
す

る
動
物
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
諷
刺
作
品
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
（
37
）。

ま
た
、
こ

の
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
で
は
、
マ
リ
ア
会
士
が
太
陽
の
「
光
」（L

um
ière

＝
啓

蒙
）
を
遮
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、「
進
歩
」
を

阻
害
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
反
動
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
反
教
権
的
諷
刺

画
で
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
38
）。

　

マ
リ
ア
会
に
対
す
る
二
枚
目
の
諷
刺
画
は
、「
日
本
の
マ
リ
ア
会
士
（
ア
リ

ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
に
て
）」（
図
３
）
と
い
う
題
の
画
で
あ
る
。
作
中
で
は
、

マ
リ
ア
会
士
が
彼
ら
の
学
校
で
日
本
の
男
女
の
子
供
た
ち
を
前
に
教
え
て
い
る
。

現
実
の
暁
星
学
校
は
男
子
校
で
あ
り
、
当
時
は
ま
だ
夜
間
部
に
語
学
を
学
び
に

く
る
生
徒
の
方
が
多
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
諷
刺
画
で
は
日
本

人
の
男
女
の
子
供
が
教
室
で
学
ん
で
い
る
。
こ
の
子
供
た
ち
が
善
良
な
幼
子
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
マ
リ
ア
会
修
道
士
の
悪
辣
さ
と
対
比
さ
せ
よ
う
と
す
る

意
図
が
ビ
ゴ
ー
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
日
本
語
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
下
記
の
通

り
で
あ
る
。
後
者
は
、
日
本
人
協
力
者
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

　

E
cole Française　

│ Ici on enseigne l’A
llem

and et l’A
nglais.

　

E
t l’alliance française qui se réjouissait déjà

　

il ne m
anque plus que d’accorder une subvention et cela sera 

com
plet.

　

Il ne faut pas désespérer. (C
e que les allem

ands et les anglais doivent 

rire)

　
「
フ
ラ
ン
ス
学
校　

…
…
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
語
と
英
語
を
教
え
る
。

　

そ
れ
で
喜
ん
で
い
る
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
も
い
い
面
の
皮
だ
。

あ
と
は
助
成
金
を
交
付
す
る
ば
か
り
、
そ
う
な
れ
ば
言
う
こ
と
な
し
だ

（
全
く
情
け
な
い
）。
だ
が
絶
望
し
て
は
な
ら
な
い
（
ド
イ
ツ
人
や
イ
ギ
リ
ス

人
が
ど
ん
な
に
笑
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
）」（
芳
賀
徹
他
編
『
ビ
ゴ
ー
素
描
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
：
明
治
の
世
相
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
八
七
頁
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の
訳
文
に
よ
る
）

　

日
本
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

　
「
甲　

子
供
等
が
み
ん
な
独
逸
や
英
吉
利
ば
か
り
稽
古
す
る
や
う
に
成

あ
た
ら
堂
し
よ　

ほ
ん
と
に
そ
を
な
り
や
す
ま
な
い
祢
へ

　

乙　

ど
こ
え

　

甲　

マ
リ
ス
ト
商
会
え
さ
」

　

こ
の
諷
刺
画
の
主
題
に
関
し
て
、
清
水
勲
氏
は
、「
フ
ラ
ン
ス
語
の
凋
落
、

ド
イ
ツ
語
・
英
語
の
隆
盛
の
象
徴
的
様
相
を
描
く
」
と
解
説
し
て
い
る
（
39
）。

ビ
ゴ

ー
が
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
現
状
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
危
機
感

を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
清
水
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
諷
刺
画
の
解
釈

と
し
て
は
、
日
本
の
外
国
語
教
育
に
関
す
る
「
象
徴
的
様
相
」
を
描
い
た
作
品

と
み
る
よ
り
も
、
マ
リ
ア
会
の
教
育
事
業
に
向
け
て
直
接
的
な
批
判
を
試
み
た

作
品
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
英
語
や
ド
イ
ツ
語
を
教
え
る
よ
う
な
フ

ラ
ン
ス
系
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
の
学
校
に
、
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
が

補
助
金
を
与
え
る
の
は
馬
鹿
げ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
ビ
ゴ
ー
の
主
張
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
は
、
一
八
八
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
語
と
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
普
及
を
目
的
に
し
て
パ
リ
で
創
設
さ
れ
た

団
体
で
あ
る
（
40
）。
同
団
体
の
会
報
に
よ
る
と
、
ビ
ゴ
ー
は
一
八
八
六
年
に
日
本
支

部
に
加
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
ビ
ゴ
ー
が
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語

教
育
の
発
展
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
41
）。
彼
は
、
一
八

八
五
年
と
八
六
年
に
中
江
兆
民
が
主
宰
し
た
仏
学
塾
で
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
を
務

め
て
お
り
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
現
状
に
関
心
を
寄
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
ま
た
彼
の
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

の
入
会
に
は
、
日
本
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
愛

国
心
的
動
機
と
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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た
だ
、
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
は
、
非
宗
教
的
な
組
織
で
あ
っ
た
が
、

海
外
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
や
修
道
女
た
ち
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
教
育

を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
日
本
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
く
、
同
会
の
会
報
で

は
、
マ
リ
ア
会
や
女
子
修
道
会
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
活
動
を
評
価
す
る
記
事
が

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
42
）。

ま
た
、
マ
リ
ア
会
の
初
代
日
本
管
区
長
で
暁
星
学
校

の
初
代
校
長
に
な
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
（A

lphonse H
einrich

）
は
、

す
で
に
来
日
前
、
日
本
支
部
の
委
員
に
な
る
こ
と
を
推
薦
さ
れ
て
い
た
（
43
）。

ビ
ゴ

ー
は
、
会
員
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
が
カ
ト
リ
ッ

ク
修
道
会
に
好
意
的
な
姿
勢
を
取
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
裏
切
ら
れ
た
気
持
ち

に
な
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　
『
ト
バ
エ
』
に
掲
載
さ
れ
た
マ
リ
ア
会
に
対
す
る
諷
刺
画
は
、
刊
行
時
、
諷

刺
の
対
象
と
な
っ
た
同
会
の
注
意
を
引
い
て
い
た
。
一
八
八
八
年
十
一
月
三
日
、

ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
、
マ
リ
ア
会
本
部
に
宛
て
た
手
紙
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
（
44
）。　

「
東
京
に
住
む
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
諷
刺
画
家
が
、
我
々
の
こ
と
を
諷
刺

画
に
描
き
ま
し
た
。
こ
の
人
物
は
、
革
命
派
（un rouge

）
で
、
愛
国
者

│
彼
な
り
の
流
儀
に
で
は
あ
り
ま
す
が

│
で
す
。（
中
略
）
も
し
、

こ
の
雑
誌
が
手
に
入
り
ま
し
た
ら
、
あ
な
た
の
も
と
に
送
り
ま
し
ょ
う
。

フ
ラ
ン
ス
公
使
は
、
外
国
人
公
使
の
方
々
や
皇
帝
（em

pereur

）
に
い
た

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
真
面
目
で
尊
敬
す
べ
き
人
物
に
ま
で
攻
撃
を
加
え
る

こ
の
諷
刺
画
家
に
対
し
て
大
変
ご
立
腹
で
す
。
も
し
彼
が
こ
れ
以
上
フ
ラ

ン
ス
や
フ
ラ
ン
ス
人
の
事
業
に
対
し
て
攻
撃
を
続
け
る
な
ら
、
す
ぐ
さ
ま

次
の
フ
ラ
ン
ス
本
国
行
き
の
船
に
放
り
込
ま
れ
て
送
還
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
彼
は
、
我
々
を
諷
刺
画
に
採
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
貢

献
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
、
我
々
を
日
本
の
大
臣
や
諸

外
国
の
公
使
達
と
同
じ
陣
営
に
含
め
て
く
れ
た
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
は
、

ば
か
に
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
は
、
日
本
人
の
間
に
フ
ラ
ン

ス
語
の
学
校
で
ド
イ
ツ
語
や
英
語
も
学
べ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
初
な
か
な
か
よ
く
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と

で
し
た
」

　

こ
の
文
面
か
ら
、
へ
ン
リ
ッ
ク
が
同
国
人
か
ら
の
思
い
が
け
な
い
諷
刺
攻
撃

に
反
発
を
覚
え
な
が
ら
も
、
作
者
を
札
付
き
の
人
物
と
み
な
し
て
、
彼
の
諷
刺

画
を
受
け
流
そ
う
と
す
る
態
度
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
手
紙
の
送
付
時
、
彼
は

諷
刺
画
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
内
容
を
詳
し
く
描
写

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
作
品
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
（
図
２
）
に
関
し
て
、
彼
は
、
帽
子
を
被
っ
た
マ
リ

ア
会
士
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
誤
っ
た
説
明
を
行
っ
て
い
た
り
、
表
題
に
関

し
て
「
カ
ラ
ス
の
侵
攻invasion des corbeaux

」
と
間
違
え
て
紹
介
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
細
部
の
誤
り
は
、
手
紙
の
落
ち
着
い
た

筆
致
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
絵
を
見
た
と
き
に
彼
が
心
穏
や
か
で
は
い
ら
れ
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な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
へ
ン
リ
ッ
ク
の
手
紙
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
駐
日
公
使
ジ
ョ
セ

フ
・
ア
ダ
ム
・
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
（Joseph A

dam
 S

ienkiew
icz

）
が
、
ビ
ゴ

ー
の
諷
刺
活
動
に
対
し
て
不
快
感
を
覚
え
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
シ
ェ

ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
大
変
好
意
的
で
あ
り
（
45
）、

マ
リ
ア
会
の

来
日
に
対
し
て
も
積
極
的
に
協
力
し
、
同
会
の
教
育
活
動
が
日
本
で
フ
ラ
ン
ス

語
や
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
普
及
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ

た
（
46
）。

恐
ら
く
、
彼
自
身
も
、『
ト
バ
エ
』
で
し
ば
し
ば
諷
刺
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
心
中
、
ビ
ゴ
ー
の
存
在
を
不
愉
快
に
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
47
）。

な
お
、
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
一
八
九
一
年
九
月
に
書
か
れ
た
本
省
宛
の
外

交
報
告
で
、
暁
星
学
校
に
対
す
る
偏
見
に
満
ち
た
敵
意
か
ら
、
同
校
に
お
い
て

ド
イ
ツ
語
が
フ
ラ
ン
ス
語
と
同
等
の
地
位
で
教
え
ら
れ
て
い
る
と
非
難
す
る
も

の
が
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
時
、
彼
は
ビ
ゴ
ー
の
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
48
）。

　

こ
の
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
は
、
刊
行
後
も
教
会
関
係
者
の
間
で
忘
れ
去
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
暁
星
学
校
の
設
立
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え
た
一
九
〇
八
年
、

フ
ラ
ン
ス
在
住
の
二
人
の
教
会
人
が
日
本
に
お
け
る
マ
リ
ア
会
の
教
育
活
動
の

成
果
に
祝
意
を
表
す
る
な
か
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
に
言
及
し
て
い
る
の
が
確
認

で
き
る
。
一
つ
は
、
マ
リ
ア
会
の
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ボ
ン
（P

ierre L
ebon

）
が
パ

リ
の
日
仏
協
会
（S

ociété franco-japonaise de Paris

）
で
行
っ
た
講
演
で
あ
り
（
49
）、

も
う
一
方
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
員
の
ピ
エ
ー
ル
・
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
（P

ierre 

C
om

pagnon

）
が
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
報
』A

nnales des M
issions E

trangères 

de Paris

に
発
表
し
た
論
考
で
あ
る
（
50
）。

そ
れ
ぞ
れ
日
本
に
お
け
る
マ
リ
ア
会
の

教
育
事
業
の
発
展
を
来
日
当
初
に
遡
っ
て
論
じ
る
な
か
、
同
会
の
活
動
初
期
に

お
け
る
思
わ
ぬ
妨
害
者
と
し
て
ビ
ゴ
ー
に
触
れ
て
い
る
。
と
も
に
同
年
に
発
表

さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
両
者
が
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
に
関
し
て
述
べ
た
内
容
は

異
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
方
が
他
方
を
そ
の
ま
ま
参
考
に
し
た
も
の
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
二
人
が
マ
リ
ア
会
の
活
動
に
関
し
て
論
じ
た
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
て
ビ
ゴ
ー
の
作
品
に
言
及
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ル
ボ
ン
も
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
も
と
も
に
ビ
ゴ
ー
の
名
前
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
日

本
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
諷
刺
画
家
と
い
う
表
現
に
留
め
て
い
る
が
、
そ
の
扱
い

に
彼
ら
の
ビ
ゴ
ー
へ
の
蔑
視
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
ビ
ゴ
ー

の
諷
刺
画
の
発
表
か
ら
二
十
年
の
歳
月
を
経
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
二
人
と
も

諷
刺
画
に
関
し
て
正
確
さ
を
欠
い
た
紹
介
を
し
て
い
る
。
ル
ボ
ン
は
、
ヘ
ン
リ

ッ
ク
と
同
様
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
（
図
３
）
を
通
し
て
、
日
本
人
は
暁
星
学
校

が
フ
ラ
ン
ス
語
の
み
を
教
え
る
学
校
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
皮
肉
交
じ
り
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
も
う
一
枚
の
諷
刺
画
（
図
２
）
の

説
明
に
お
い
て
、
表
題
を
「
マ
リ
ア
会
主
義
の
侵
入

0

0

（Invasion

）」（
傍
点
、
引

用
者
）
と
誤
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
の
方
は
、
諷
刺
画

の
掲
載
紙
の
名
前
を
誤
っ
て
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
と
紹
介
し
て
い
る
。
後
述
（
第

三
章
）
す
る
よ
う
に
、
こ
の
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教

師
フ
ェ
リ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
に
対
す
る
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
が
掲
載
さ
れ
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た
雑
誌
で
あ
り
、
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
は
、
恐
ら
く
こ
の
雑
誌
の
印
象
が
強
か
っ
た

た
め
、
ビ
ゴ
ー
の
マ
リ
ア
会
に
対
す
る
諷
刺
画
に
言
及
す
る
際
、
こ
の
雑
誌
の

名
を
挙
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
マ
リ
ア
会
に
対
す
る
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
は
、
さ
ら
に
刊
行
後
、
半
世
紀

を
過
ぎ
た
時
期
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
日
仏
協
会
会

報
』
の
編
集
者
で
あ
っ
た
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
（É

douard 

C
lavery

）
は
、
一
九
四
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
極
東
問
題
に
関
す
る
彼
の
著
作
で
、

作
家
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
（C

laude Farrere

）
の
来
日
と
暁
星
学
校
へ
の

訪
問
に
触
れ
、
そ
の
箇
所
で
ビ
ゴ
ー
の
同
校
に
対
す
る
諷
刺
画
を
紹
介
し
て
い

る
。
彼
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
や
ル
ボ
ン
と
同
様
に
、
ビ
ゴ
ー
の
作
品
（
図
３
）
が
、

そ
の
意
に
反
し
て
、
暁
星
学
校
の
語
学
教
育
の
宣
伝
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
て
い
る
（
51
）。

た
だ
、
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
も
こ
の
諷
刺
画
に
関
し
て
正
確
な

紹
介
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
作
中
に
「E

nglish spoken, m
an spricht deutsh

（
当

校
で
は
）
英
語
、
ド
イ
ツ
語
を
話
し
ま
す
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
と
い
う
よ
う

に
、
誤
っ
て
説
明
し
て
い
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
編
集
者
と
し
て
『
日
仏
協
会
会
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
過

去
の
ル
ボ
ン
の
論
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
が
、
彼
は
ま
た
日
本

の
版
画
に
深
い
関
心
を
も
つ
人
物
で
あ
っ
た
の
で
（
52
）、

ビ
ゴ
ー
の
作
品
を
過
去
に

直
接
観
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
教
会
関
係
者
た
ち
が
、
ビ
ゴ
ー
に
言

及
す
る
時
、
彼
の
実
名
を
伏
せ
て
い
た
の
に
対
し
、
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
ビ
ゴ
ー

の
名
前
を
挙
げ
て
お
り
、
彼
を
才
能
あ
る
画
家
と
書
い
て
い
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
ご
と
く
、
マ
リ
ア
会
に
対
す
る
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
は
、
暁
星

学
校
の
草
創
期
の
一
挿
話
と
し
て
、
一
部
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
で
後
々
に
至
る

ま
で
記
憶
に
残
り
続
け
て
い
た
。
作
品
の
言
及
に
お
い
て
細
か
い
誤
り
が
認
め

ら
れ
る
の
は
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
記
憶
が
変
容
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、

ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
忠
実
に
読
み
手
に
伝
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
活
字
上
の
諷
刺
な
ら
こ
の
よ
う
に
長
期
に
亘

っ
て
記
憶
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

視
覚
的
手
段
を
用
い
た
彼
の
諷
刺
は
、
読
み
手
に
強
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

お
い
て
、
十
分
成
功
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
事
実
は
彼
の
諷
刺
画
が
読
み
手
に
対
し
て
説
得
力
を
も
ち

え
て
い
た
か
ど
う
か
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
ビ
ゴ
ー
の
批
判
は
マ
リ
ア
会
の

教
育
活
動
が
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
に
反
し
て
い
る
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観

点
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
暁
星
学
校
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
が
戦
前
の
日
本
で

フ
ラ
ン
ス
文
化
の
普
及
に
果
た
し
た
功
績
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は

的
は
ず
れ
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
た
だ
、
ビ
ゴ
ー
が
マ
リ
ア

会
の
教
育
事
業
が
始
ま
っ
た
当
初
に
批
判
を
加
え
て
い
た
こ
と
は
、
同
校
の
教

育
が
も
た
ら
し
た
実
際
の
成
果
を
確
認
す
る
以
前
に
、
彼
が
諷
刺
を
実
行
し
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
諷
刺
画
の
製
作
は
、
マ
リ
ア
会
の
来

日
を
機
に
、
彼
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
旧
来
の
反
感
を
呼
び
起
こ
さ
れ
た
結

果
、
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
ビ
ゴ
ー
の

反
教
権
的
批
判
は
こ
の
一
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
約
四
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
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ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

『
ル
・
ポ
タ
ン
』
に
お
い
て
さ
ら
に
強
烈
な
形
で
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
批
判

　
『
ク
ー
リ
エ
・
ド
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
』
で
行
わ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
批
判

か
ら
約
十
年
後
の
一
八
九
〇
年
代
初
頭
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
フ
ラ
ン
ス
語
新

聞
の
紙
上
に
は
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
を
批
判
す
る
匿
名
の
通
信
文
が
頻

繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
で
主
要
な
批
判
対
象
に
な
っ
た
の
が
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
フ
ェ
リ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
（F

élix E
vrard, 1844–

1919

）
で
あ
る
。
ビ
ゴ
ー
は
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
新
聞
に
よ
る
こ
れ
ら
の
批

判
記
事
と
連
動
す
る
形
で
、
一
八
九
二
年
の
初
夏
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
彼
の

諷
刺
雑
誌
『
ル
・
ポ
タ
ン
（
53
）』
に
お
い
て
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
標
的
と
す
る
諷
刺
画

の
連
作
を
発
表
し
て
い
る
。

　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
一
部
か
ら
敵
視
さ
れ
た
の
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
神
父
で
あ
り
な
が
ら
、
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が

可
能
な
通
訳
と
い
う
職
務
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
、
彼
ら
の
疑
惑
を
招
い
た
た

め
で
あ
る
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
は
、
そ
の
優
れ
た
現
地
語
の
知
識

を
生
か
し
て
、
極
東
の
フ
ラ
ン
ス
外
交
に
関
わ
っ
た
人
物
が
い
る
が
、
幕
末
の

フ
ラ
ン
ス
の
対
日
外
交
に
深
く
関
わ
っ
た
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ=

エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
（E

ugène-E
m

m
anuel M

erm
et-C

achon

）
も
そ
の
一

人
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
は
、『
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
ン
チ
（
54
）』
で
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
を
諷
刺
の
対
象
に
し
て
い
る
が
、
諷
刺

画
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
当
時
、
彼
は
す
で
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
を
退
会
し
て
宣

教
事
業
か
ら
離
れ
て
お
り
、
ワ
ー
グ
マ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
外
交
団
の
一
員
と

し
て
の
彼
に
関
心
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル

に
対
す
る
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
は
、
そ
の
対
象
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
関
係
者
で
あ

る
こ
と
と
切
り
離
し
え
な
か
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
先
ず
、
一
八
九
〇
年
代
初
頭
、
横
浜
の
反
教
権
主
義
者
の
憎
悪

の
対
象
に
な
っ
た
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
、
仏
領
イ
ン

ド
シ
ナ
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』

Indépendance Tonkinoise

（『
ト
ン
キ
ン
の
自
立
』）
と
『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ

ォ
ン
』C

ourrier d’H
aiphong

（『
ハ
イ
フ
ォ
ン
通
信
』）
に
掲
載
さ
れ
た
通
信
文

に
よ
る
エ
ヴ
ラ
ー
ル
批
判
を
取
り
上
げ
る
。
続
い
て
、
反
教
権
主
義
者
の
活
動

に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
対
応
を
取
り
上
げ
、
最
後
に
『
ル
・
ポ
タ
ン
』

の
諷
刺
画
の
考
察
を
試
み
る
。

１　

フ
ェ
リ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
近
代
日
本

　

フ
ェ
リ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
一
八
六
七
年
、
幕
末
の
動
乱
期
に
来
日
し

た
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
の
一
人
で
あ
る
（
図
４
）。
一
八
四
四
年
、
フ
ラ
ン
ス

の
メ
ッ
ス
司
教
区
内
の
ラ
・
マ
ク
ス
に
生
ま
れ
、
一
八
六
四
年
に
パ
リ
外
国
宣

教
会
に
入
会
し
た
。
現
在
で
は
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
彼
を
扱
っ
た

伝
記
類
も
存
在
し
な
い
が
（
55
）、
も
し
一
般
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
と
し
た

ら
、
原
敬
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
青
年
時
代
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
た
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め
に
学
僕
と
し
て
仕
え
た
神
父
と
し
て
で
あ
ろ
う
（
56
）。

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
制
時
代

に
活
動
を
開
始
し
た
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
一
九
一
九
年
に
横
浜
で
没
す
る
ま
で
、

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
に
生
涯
を
捧
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
教
会
で
は
周
囲

の
信
望
を
集
め
た
有
能
な
神
父
で
あ
り
、
一
九
〇
八
年
に
、
東
京
大
司
教
区
の

副
司
教
と
い
う
要
職
に
就
い
て
い
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
声
』
は
、
一
九
四
一
年
十
一
月
（
第
七
八
九
号
）
に
、

「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ル
師
の
追
憶
」
と
い
う
小
特
集
を
組
ん
で
い
る
が
、

こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
信
者
の
回
想
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
き
わ
め
て
質
素
な

生
活
を
送
り
、
自
己
を
厳
し
く
律
す
る
高
徳
の
神
父
の
像
で
あ
る
。
パ
リ
外
国

宣
教
会
本
部
の
神
学
校
で
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
同
窓
で
あ
っ
た
エ
メ
・
ヴ
ィ
リ
オ

ン
（A

im
é V

illion

）
神
父
は
、
そ
の
自
伝
で
、
自
分
が
精
神
的
な
苦
境
に
陥
っ

て
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
こ
と
を
考
え
た
時
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
親
身
に
な
っ
て
励
ま

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
帰
国
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
（
57
）。
管

見
の
限
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
関
連
文
献
で
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
批
判
的
に
言

及
し
て
い
る
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
（
58
）。

　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
人
物
像
を
知
る
参
考
に
、
教
会
関
係
者
以
外
に
よ
る
証
言
を

二
つ
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
一
八
七
四
年
、
新
潟
ま
で
の
旅
行
中
に
エ
ヴ
ラ
ー

ル
と
同
道
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ
ダ
ル
（Jean V

idal

）
は
、
彼

を
日
本
語
能
力
に
富
ん
だ
「
気
品
の
あ
る
神
父
」
で
、「
超
人
的
な
仕
事
」
を

こ
な
す
人
物
で
あ
る
と
賞
賛
し
て
い
る
（
59
）。

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
カ
ト
リ
ッ

ク
宣
教
師
と
交
際
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
医
師
の
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル

ツ
（E

rw
in von B

älz

）
は
、
日
記
（
一
九
〇
四
年
一
月
十
八
日
）
で
、
エ
ヴ
ラ
ー

ル
に
関
し
て
、「
彼
が
事
実
、
い
か
に
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
か

を
見
る
と
、
個
人
と
し
て
は
自
分
も
好
感
が
持
て
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
か
れ

が
自
己
の
使
命
に
身
を
捧
げ
る
忘
我
的
態
度
に
は
、
全
く
の
感
嘆
の
ほ
か
は
な

い
」
と
評
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（
60
）。

ヴ
ィ
ダ
ル
か
ら
は
日
本
語
に
堪
能
で
、
知

力
と
実
行
力
を
兼
ね
備
え
た
人
物
と
し
て
評
価
を
受
け
て
い
る
エ
ヴ
ラ
ー
ル
で

あ
る
が
、
こ
の
ベ
ル
ツ
の
評
言
か
ら
は
、
傍
か
ら
彼
が
強
引
な
性
格
の
人
物
に

み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
在
日
外
国
人
の
中
で
知
識
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
人

物
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
と
も
親
し
く
、
バ
シ
ル
・

ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（B

asil H
all C

ham
berlain

）
は
、『
日
本
事
物
誌
』

T
hings Japanese

（
初
版
、
一
八
九
〇
年
）
の
序
文
で
、「
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
」
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の
項
目
の
原
稿
を
引
き
受
け
た
彼
に
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
（
61
）。

ま
た
、
ア
ー
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ウ
（E

rnest M
ason S

atow

）
は
、
在
日
英
国
公
使
時
代
（
一
八
九
五
│

一
九
〇
〇
年
）、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
親
交
が
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
に

関
し
て
彼
に
度
々
助
言
を
仰
い
で
い
る
（
62
）。

　

ま
た
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
時
事
・
社
会
問
題
に
通
じ
た
外
国
人
と
し
て
（
63
）、

日

本
の
新
聞
社
な
ど
か
ら
、
折
に
触
れ
て
意
見
や
感
想
（
内
地
雑
居
問
題（64
）や

韓
国

併
合
、
教
皇
庁
に
関
わ
る
外
交
問
題（65
）、

明
治
天
皇
の
崩
御（66
）な

ど
）
を
求
め
ら
れ
て

い
た
。
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
出
版
物
と
し
て
は
、
横
浜
の
「
エ
コ
ー
・
ド
ュ
・
ジ
ャ

ポ
ン
」
社
か
ら
、
日
本
語
学
習
の
手
引
き
書
を
出
版
し
て
い
る
ほ
か
（
67
）、

明
治
時

代
の
欧
文
絵
本
の
「
ち
り
め
ん
本
」
で
、
昔
話
『
桃
太
郎
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳

を
担
当
し
て
い
る
（
68
）。

　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
人
間
関
係
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
は
、
彼

が
、
一
八
七
五
年
か
ら
一
八
九
三
年
ま
で
、
司
牧
活
動
の
か
た
わ
ら
に
在
日
フ

ラ
ン
ス
公
使
館
で
通
訳
官
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
エ
ヴ
ラ
ー
ル

が
公
使
館
で
重
用
さ
れ
た
の
は
、
彼
の
日
本
語
能
力
が
他
の
通
訳
官
に
比
べ
て

抜
き
ん
で
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
の
人
格
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
（
69
）。

シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
公
使
や
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
代

理
公
使
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
長
年
に
亘
る
真
摯
な
働
き
に
報
い
る
た
め
、
レ
ジ

オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
授
与
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
た
（
70
）。

　

し
か
し
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
個
人
は
、
公
使
館
の
通
訳
業
務
を
好
ん
で
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
仕
事
が
彼
か
ら
司
牧
に
費
や
す
時
間
を
大
幅
に
奪
う
こ

と
に
な
っ
た
が
た
め
で
あ
り
（
71
）、

神
父
と
親
し
か
っ
た
信
者
の
回
想
に
よ
る
と
、

後
年
、
彼
は
、「
日
本
に
来
て
か
ら
、
二
十
年
を
無
駄
に
し
た
」
こ
と
を
語
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
72
）。

通
訳
官
と
し
て
の
出
仕
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
日
本
の
法

律
に
精
通
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
彼
に
各
界
の
有
力
者
と
の
人
脈
を
作

る
機
会
を
与
え
る
な
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
様
々
な
益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
が
（
73
）、

宣
教
会
に
と
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
補
助
業
務
に
エ
ヴ

ラ
ー
ル
を
と
ら
れ
る
よ
り
も
、
彼
を
直
接
教
会
の
た
め
に
貢
献
さ
せ
る
ほ
う
が

は
る
か
に
望
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
ピ
エ
ー

ル
・
マ
リ
・
オ
ズ
ー
フ
（P

ierre M
arie O

souf

）
東
京
大
司
教
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を

司
祭
職
に
専
念
さ
せ
る
た
め
に
公
使
館
の
職
務
か
ら
外
す
こ
と
を
彼
に
度
々
懇

願
し
て
い
る
こ
と
を
一
八
九
一
年
七
月
の
外
交
書
簡
で
報
告
し
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル

が
余
人
に
代
え
難
い
人
材
で
あ
る
だ
け
に
大
司
教
の
非
協
力
的
な
対
応
を
遺
憾

と
し
て
い
る
（
74
）。
こ
の
点
を
み
れ
ば
、
当
時
の
反
教
権
主
義
者
が
批
判
し
た
の
と

は
別
の
意
味
で
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
や
オ
ズ
ー
フ
に
は
「
愛
国
心
」
が
欠
け
て
い
た

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
75
）。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
内
部
事
情
は
、
当
時
、
一
般
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人

の
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
な
ら
ず
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
反
教
権
主
義
者
か
ら
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
力
を
伸
張
さ
せ
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
居
座
り
続

け
て
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
を
損
な
う
元
凶
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
節
で
、

在
日
の
反
教
権
主
義
者
が
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
を
通
し
て
、

エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
公
使
館
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
批
判
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
見
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る
こ
と
に
し
よ
う
。

２　

一
八
九
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
反
教
権
主
義

　

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
ハ
ノ
イ
で
刊
行
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
『
ア
ン
デ
パ

ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
に
は
、「
Ｘ
」
と
い
う
署
名
の
あ
る
匿
名
の

通
信
文
「
日
本
か
ら
の
手
紙
」（L

ettre du Japon

）
が
約
三
十
数
通
、
一
八
九

一
年
九
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
間
、
不
定
期
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
触
れ
た
も
の
が
十
五
点
ほ
ど
存
在
し
、
そ
の
大
部
分
が

フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
通
訳
で
あ
る
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
76
）。

こ
れ
ら
の
通
信
文
は
、
通
訳
官
に
す
ぎ
な
い
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
実
質
的
に
フ
ラ
ン

ス
の
外
交
官
を
支
配
し
て
い
る
状
態
を
批
判
し
、
在
日
公
使
館
が
フ
ラ
ン
ス
の

国
益
に
反
す
る
行
動
を
取
っ
て
い
る
事
態
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
在
日
公
使
館
は
、
休
暇
中
で
本
国
に
帰
国
し
て
い
た
シ

ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
公
使
に
代
わ
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン

シ
ー
（V

ictor C
ollin de P

lancy, 1853–1924

図
５
）
が
代
理
公
使
（
一
八
九
一
年

十
一
月
│
一
八
九
三
年
二
月
）
と
し
て
赴
任
中
の
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
の
父
親

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、『
地
獄
の
辞
典
』
な
ど
の
著

作
で
知
ら
れ
る
著
述
家
で
あ
り
、
一
八
四
一
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
後
、

多
く
の
護
教
的
な
著
作
を
執
筆
し
た
人
物
で
あ
る
（
77
）。
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ

ー
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
経
営
す
る
パ
リ
の
聖
母
マ
リ
ア
の
無
原
罪
学
園
（E

cole 

de l’Im
m

aculée conception

）
で
学
ん
で
い
る
の
も
、
そ
の
家
庭
環
境
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
（
こ
の
学
校
の
通
称
は
、
同
校
の
所
在
地
で
あ
る
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル

V
augirard

」
で
あ
る（78
））。

同
校
を
卒
業
後
、
彼
は
パ
リ
の
東
洋
語
学
校
（É

cole 

spéciale des L
angues orientales

）
に
入
学
し
て
中
国
語
を
学
び
、
一
八
七
七
年

に
卒
業
後
、
外
務
省
に
通
訳
官
と
し
て
入
省
し
た
。
当
初
、
北
京
や
上
海
で
外

交
業
務
に
従
事
し
、
一
八
八
七
年
、
初
代
の
フ
ラ
ン
ス
領
事
と
し
て
朝
鮮
に
赴

任
し
て
い
る
。
彼
が
、
同
地
で
、
危
難
に
あ
っ
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師

に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
極
東
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に

対
す
る
好
意
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
（
79
）。

　

日
本
に
赴
任
中
、
日
本
語
や
日
本
の
諸
事
情
に
十
分
通
じ
な
い
彼
は
、
通
訳

官
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
、
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
助
力
に
負
う
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
（
80
）。

彼
が
、
反
教
権
主
義
者
か
ら
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
影
響
下
に
あ
る
人
物

と
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
も
、
一
つ
に
は
、
彼
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
頼

り
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
人
物
と
し
て
周
囲
か
ら
み
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー

ズ
』
に
掲
載
さ
れ
た
在
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
対
す
る
批
判
を
問
題
視
し
て
、

一
八
九
二
年
一
月
二
十
七
日
、
八
月
二
十
二
日
、
八
月
二
十
五
日
の
三
度
に
亘

っ
て
、
外
交
報
告
書
を
本
国
の
外
務
大
臣
に
送
っ
て
い
る
（
81
）。

彼
は
、「
日
本
か

ら
の
手
紙
」
の
匿
名
の
筆
者
を
横
浜
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
医
師
で
あ

る
ミ
シ
ョ
ー
博
士
（
ポ
ー
ル
・
ミ
シ
ョ
ーPaul M

ichaut

）
と
報
告
し
て
い
る
が
、

こ
の
推
定
を
わ
れ
わ
れ
も
正
し
い
と
考
え
る
（
82
）。
ミ
シ
ョ
ー
は
、
現
在
の
ジ
ャ
ポ
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ニ
ス
ム
研
究
に
お
い
て
、
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
（E

dm
ond de 

G
oncourt

）
に
北
斎
に
関
す
る
伝
記
的
情
報
を
提
供
し
、『
北
斎
・
十
八
世
紀
の

日
本
美
術
』H

okousaï : l’art japonais au X
V

IIIe siècle

（
一
八
九
六
年
）
の

成
立
に
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
（
83
）、

こ
の
人
物
に
関
し
て
は
、

依
然
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
（
84
）。

現
在
、
明
ら
か
に
し
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
彼

は
、
一
八
六
〇
年
に
パ
リ
で
生
ま
れ
、
パ
リ
大
学
の
医
学
部
で
学
ん
だ
後
、
パ

リ
の
病
院
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
務
め
な
が
ら
、
一
八
九
〇
年
に
男
性
の
神
経
症
に

関
す
る
研
究
で
精
神
医
学
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
（
85
）。

そ
の
後
、
彼
は
、
イ
ン

ド
シ
ナ
植
民
地
に
赴
い
て
、
同
地
に
い
く
ら
か
滞
在
し
た
後
、
来
日
し
た
ら
し

い
。

　

ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『
北
斎
』
の
序
文
に
、
彼
に
送
ら
れ
た
ミ
シ
ョ
ー
の
手
紙

を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
手
紙
で
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
日
本
美

物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
通
信

文
で
は
、
日
本
の
政
治
や
、
日
本
人
の
国
民
性
、
音
楽
、
美
術
ま
で
幅
広
い
題

材
を
論
じ
て
い
る
（
87
）。

ま
た
、
同
時
期
に
ハ
イ
フ
ォ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
『
ク
ー
リ

エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』
紙
に
も
、「V

accarim
asen

（
わ
か
り
ま
せ
ん
）」
と
い
う
筆

名
（
88
）で

日
本
関
連
の
通
信
文
を
送
り
、
日
本
の
古
典
演
劇
や
ア
イ
ヌ
民
族
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
（
89
）。

　

ミ
シ
ョ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
後
、
折
に
ふ
れ
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
家
を
訪

問
し
て
い
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
日
記
』（
一
八
九
六
年
六
月
三
日
）
に
よ
る

と
、
そ
の
時
に
ビ
ゴ
ー
の
こ
と
を
話
題
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
（
90
）。

ミ
シ

ョ
ー
は
、
ビ
ゴ
ー
と
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
両
者
の
共
有
す
る
日
本
芸
術
へ

の
関
心
が
、
二
人
の
間
の
交
友
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。
日
本
語
に
あ
ま
り
通
じ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ミ
シ
ョ
ー
は
、
ビ

ゴ
ー
か
ら
日
本
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ミ
シ
ョ
ー
が
滞
日
中
に
通
信
文
を
送
っ
た
『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ

ノ
ワ
ー
ズ
』
と
『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
シ
ナ
植
民

地
の
代
表
的
な
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
で
あ
っ
た
が
、
両
紙
は
と
も
に
フ
リ
ー
メ
ー

ソ
ン
の
会
員
が
出
版
に
関
わ
っ
て
お
り
、
反
教
権
的
な
主
張
が
盛
ん
に
展
開
さ

れ
て
い
た
（
91
）。
彼
は
、
来
日
前
に
イ
ン
ド
シ
ナ
植
民
地
に
滞
在
し
た
間
、
こ
れ
ら

の
新
聞
の
経
営
者
と
知
り
合
う
機
会
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
（
92
）。

　

ミ
シ
ョ
ー
の
匿
名
通
信
文
「
日
本
か
ら
の
手
紙
」
で
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
対
す
る

術
を
紹
介
し
た
著
作

『
芸
術
家
の
家
』L

a 

m
aison d’un artiste

か
ら
受
け
た
感
動
が

日
本
を
訪
問
し
た
い

と
い
う
憧
れ
を
抱
か

せ
た
と
語
っ
て
い
る
（
86
）。

ミ
シ
ョ
ー
は
、
相
当

知
的
関
心
の
広
い
人
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批
判
が
口
火
を
切
ら
れ
た
の
は
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』

の
一
八
九
一
年
十
二
月
十
二
日
号
で
あ
る
。
横
浜
に
一
時
滞
在
し
て
い
た
仏
領

イ
ン
ド
シ
ナ
の
フ
ラ
ン
ス
人
ら
が
、
十
一
月
十
日
に
行
わ
れ
る
日
本
政
府
主
催

の
観
菊
会
に
招
待
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
参
加

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
対
応
に
抗
議
を
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
の
事
態
に
関
し
て
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、
教
会
の
ミ
サ
に
出
席
し
な
い
フ
ラ

ン
ス
人
達
を
冷
遇
す
る
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
意
向
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
参
加
が
妨
げ

ら
れ
た
の
だ
と
考
え
て
批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
在
住
の
通
信
員
で
あ

っ
た
彼
は
、
そ
の
立
場
を
利
用
し
て
、
日
本
国
外
の
多
数
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
、

在
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
陥
っ
て
い
る
嘆
か
わ
し
い
現
状
を
知
ら
し
め
よ
う
と

い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
以
降
、
一
八
九
二
年
七
月
頃
ま
で
、
ミ
シ
ョ
ー
に
よ
る
エ
ヴ
ラ
ー
ル
と

フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
対
す
る
批
判
は
継
続
し
て
い
く
が
、
彼
の
主
張
の
動
機
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
に
お
け
る
影
響
力
が
英
独
と
比
較
し
て
目
に
見
え
て
減

退
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
使
館
が
何
ら
打
開
策
を
講
じ
な
い
ま
ま

で
い
る
と
い
う
彼
の
愛
国
心
か
ら
来
た
危
機
感
と
、
公
使
館
が
居
留
地
の
在
日

フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
て
十
分
な
保
護
を
し
て
い
な
い
と
い
う
不
満
の
二
点
が
関

わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は
、
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の

低
下
に
も
、
公
使
館
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
す
る
冷
や
や
か
な
応
対
に
も
、

通
訳
官
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
み
て
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
直
接
尋
ね
た
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ミ
シ
ョ
ー

は
、
公
使
館
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
長
年
に
及
ぶ
雇
用
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
、

彼
の
日
本
語
能
力
の
高
さ
を
挙
げ
る
の
が
常
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、
パ
リ
の
東
洋
語
学
校
で
日
本
語
を
学
ん
だ
通
訳
官
が

既
に
輩
出
さ
れ
て
い
る
現
在
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
替
え
て
、
彼
ら
を
積
極
的
に
登

用
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
今
ま
で
実
現

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
日
本
に
赴
任
し
た
通
訳
官
が
来
日
間
も
な
い
う
ち
に
転

出
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
公
使
館
に
お
け
る
教
会
の
影
響
力
が
失
わ
れ
る
こ

と
を
恐
れ
た
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
、
自
分
の
地
位
を
脅
か
す
通
訳
官
の
追
い
出
し
を

常
に
図
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
ミ
シ
ョ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

外
交
官
が
有
力
会
員
に
な
っ
て
い
る
「
日
本
ア
ジ
ア
協
会A

siatic S
ociety of 

Japan

」
の
よ
う
な
優
れ
た
日
本
研
究
団
体
が
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
中
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ

ン
ス
の
日
本
研
究
の
遅
れ
も
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
よ
る
通
訳
職
の
独
占
が
妨
げ
に

な
っ
て
、
日
本
通
の
外
交
官
が
育
た
な
い
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
彼
に
は
考
え

ら
れ
た
（
93
）。

　

現
実
に
は
、
一
通
訳
官
に
過
ぎ
な
い
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
こ
の
よ
う
な
権
勢
を
持

ち
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
わ
け
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人

の
目
に
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
悪
漢
と
し
て
映
り
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
が
、
す
で
に
来
日
前
、
彼
ら
の
中
に
強

固
に
抱
か
れ
て
い
た
か
ら
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
ミ

シ
ョ
ー
が
し
ば
し
ば
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
指
し
て
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
」
と
呼
ん
で
い
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ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

る
こ
と
で
あ
る
。
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
所
属
す
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
一
般
に
著
名

な
組
織
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
会
の
宣
教
師
は
、
日
本
で
イ
エ
ズ
ス

会
の
宣
教
師
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
（
94
）。

し
か
し
、
ミ
シ
ョ
ー
や
ビ
ゴ

ー
が
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
」
と
呼
ん
で
批
判
し
て
い
た
時
、
そ

れ
は
、
彼
ら
の
無
知
か
ら
き
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
十
九
世
紀
フ
ラ

ン
ス
の
反
教
権
主
義
者
の
間
で
風
靡
し
て
い
た
「
イ
エ
ズ
ス
会
神
話
（
伝
説
）」

の
影
響
の
も
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
名
を
語
っ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
適
切
で
あ

ろ
う
。
こ
の
「
イ
エ
ズ
ス
会
神
話
」
と
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
目
的
の
た
め
に

手
段
を
選
ば
な
い
詭
弁
家
と
み
な
し
た
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
様
々
な
謀
略
的
手

段
を
弄
し
て
、
政
治
や
社
会
に
害
を
な
す
国
際
的
な
秘
密
結
社
と
み
な
す
、
反

イ
エ
ズ
ス
会
的
な
言
説
・
思
想
を
さ
す
も
の
で
あ
る
（
95
）。

　

ミ
シ
ョ
ー
が
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
を
イ
エ
ズ
ス
会
系
学
校
の
出
身

者
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
い
る
の
も
、「
イ
エ
ズ
ス
会
士
」
の
エ
ヴ
ラ

ー
ル
が
公
使
館
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
彼
ら
の
陰
謀
論
的
な
理
解
の
も
と
で

批
判
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ

ワ
ー
ズ
』
で
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
し
ば
し
ば
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
機
密

を
盗
む
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ス
パ
イ
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
。

　
「
東
京
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
、
こ
こ
十
年
来
と
同
様
、
一
人
の

宣
教
師
の
指
導
下
に
あ
る
外
務
省
の
反
動
家
ど
も
の
巣
窟
で
あ
り
続
け
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宣
教
師
は
、
本
国
の
外
務
大
臣
が
代
理
公
使
の
み

に
許
し
た
と
考
え
て
い
る
外
交
上
の
秘
密
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
」（「
日
本
か
ら
の
手
紙
」『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
一

八
九
二
年
二
月
十
六
日
）

　
「
宣
教
師
は
、
全
能
の
存
在
で
あ
る
。
彼
は
金
を
握
り
、
教
育
を
手
中

に
収
め
て
い
る
。（
中
略
）
日
本
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
商
人
は
、
宣
教
師

ほ
ど
執
拗
な
敵
を
相
手
に
持
た
な
い
。
宣
教
師
は
ど
こ
に
で
も
侵
入
す
る
、

外
交
業
務
に
ま
で
も
。
現
地
語
に
通
暁
し
て
い
る
の
で
、
通
訳
官
の
服
を

纏
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
父
が
、
役
人
の
服
装
を
着
用
し
た
厭
悪

す
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
宣
教
師
は
、
二
つ
の
方
面
か

ら
金
を
受
け
取
る
。
共
和
国
政
府
は
通
訳
と
し
て
彼
に
支
給
し
、
宣
教
師

団
は
ス
パ
イ
と
し
て
彼
に
支
給
す
る
」（
同
前
、
一
八
九
二
年
四
月
九
日
）

　
『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
匿
名
記
事
に
よ
る
攻
撃
が

続
い
て
い
る
さ
な
か
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
外
交
通
訳
職
の
罷
免
を
求
め
る
在
日
フ

ラ
ン
ス
人
の
請
願
書
（
一
八
九
二
年
五
月
九
日
付
）
が
本
国
の
国
民
議
会
に
向

け
て
提
出
さ
れ
て
い
る
（
96
）。
こ
の
請
願
の
内
容
は
、
ミ
シ
ョ
ー
の
匿
名
通
信
文
で

展
開
さ
れ
て
い
た
批
判
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
請
願
運
動
の
中
心
に

ミ
シ
ョ
ー
や
ビ
ゴ
ー
が
い
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
当
時
、
横
浜
と
東
京
に

は
彼
ら
を
中
心
と
す
る
反
教
権
主
義
的
な
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、
ビ
ゴ
ー
は
、

ミ
シ
ョ
ー
の
通
信
文
や
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
交
わ
さ
れ
た
意
見
を
参
考
に
し



56

な
が
ら
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
諷
刺
画
を
作
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ビ
ゴ
ー
は
、『
ト
バ
エ
』
の
廃
刊
時
（
一
八
七
九
年
十
二
月
）、
彼
の
諷
刺
画

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
か
ら
抗
議
が
殺
到
し
て
い
る
こ
と
を
廃
刊
の
理
由
に

挙
げ
て
い
た
（
97
）。
実
際
、
マ
リ
ア
会
に
対
す
る
彼
の
諷
刺
画
の
事
例
か
ら
考
え
て

も
、
彼
が
読
者
か
ら
直
接
抗
議
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く

は
な
い
。
た
だ
、
ビ
ゴ
ー
が
『
ト
バ
エ
』
の
廃
刊
後
に
も
外
国
人
居
留
者
を
対

象
に
し
た
諷
刺
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
一
方
で
彼
の
活

動
を
支
持
す
る
人
々
が
少
な
か
ら
ず
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
八
九
一
年
の
三

月
、『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』
は
、
横
浜
在
住
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
通

信
文
（
同
年
二
月
二
十
一
日
付
）
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
匿
名
の
筆
者
は

ビ
ゴ
ー
の
『
ポ
タ
ン
・
ド
・
ヨ
コ
』Potins de Yoko
の
第
五
号
が
出
版
予
定
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
ト
ン
キ
ン
に
住
む
あ
な
た
方
は
、
恐
ら
く
、

『
ポ
タ
ン
・
ド
・
ヨ
コ
』
を
御
存
じ
で
し
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
ビ
ゴ
ー
は
、

活
気
と
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
こ
の
作
品
で
、
日
本
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
を
才
気
煥

発
に
か
ら
か
い
、
諷
刺
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
空
想
の
犠
牲
者
（
？
）

が
第
一
に
喜
ぶ
者
で
あ
る
の
は
、
そ
の
冗
談
が
善
意
の
あ
る
も
の
で
、
決
し
て

良
識
の
域
を
外
れ
な
い
か
ら
で
す
」
と
好
意
的
に
語
っ
て
い
る
（
98
）。

ま
た
、
ミ
シ

ョ
ー
は
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
通
信
文
で
、
エ
ヴ

ラ
ー
ル
を
批
判
し
た
『
ル
・
ポ
タ
ン
』（
第
二
期
、
第
二
号
）
に
触
れ
、
ビ
ゴ
ー

を
「
ユ
ー
モ
ア
と
日
本
趣
味
に
満
ち
た
、
才
能
あ
る
芸
術
家
」
と
紹
介
し
て
い

た
（
99
）。

　

一
八
八
〇
年
前
後
の
『
ク
ー
リ
エ
・
ド
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
』
の
記
事
や
一
八
九

〇
年
代
初
頭
の
『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
に
掲
載
さ
れ
た

匿
名
通
信
文
、
ま
た
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
な
ど
は
、
十
九
世

紀
末
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
の
間
に
反
聖
職
者
感
情
が
潜
在
し
て
お
り
、
折

に
触
れ
て
噴
出
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向

は
、
同
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
本
国
に
お
け
る
反
教
権
主
義
の
高
ま
り
と
無
縁
で
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
当
時
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社

会
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
反
教
権
主
義
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
基
盤
を
も
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
居
留
民
に
関
す
る
資
料
の
不
足
か
ら
、
実
証
主
義
的
に
十
分
な

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
が
、
ミ
シ
ョ
ー
や
ビ
ゴ
ー
の
主
張
内
容
か

ら
判
断
す
る
限
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
好
意
的
な
人
々
は
、
公
使
館
員
や
大

学
教
授
な
ど
の
居
留
民
の
中
の
エ
リ
ー
ト
層
で
あ
り
、
教
会
と
対
立
し
て
い
る

人
々
は
、
居
留
地
の
大
部
分
を
占
め
る
商
人
層
や
自
由
職
業
の
人
々
が
中
心
に

含
ま
れ
、
後
者
は
前
者
に
対
し
て
階
級
的
な
敵
意
を
抱
い
て
い
た
と
ひ
と
ま
ず

類
型
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
反
教
権

主
義
者
は
、
後
者
の
中
に
自
分
達
の
主
張
の
共
鳴
者
を
獲
得
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

ミ
シ
ョ
ー
や
ビ
ゴ
ー
は
、
来
日
前
か
ら
す
で
に
反
教
権
主
義
の
信
念
の
持
ち

主
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
反
聖
職
者
感
情
を
抱
い
て
い
た

人
々
は
一
様
で
は
な
く
、
皆
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
次
元
で
反
教
権
主
義
を
抱
い
て



57

ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
反
教
権
主
義
者
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
威
信
の
維
持
や
フ
ラ
ン
ス
人
居
留
民
の
生
活
の
保
障
と
い
っ
た
現
実
的
次
元

の
問
題
に
争
点
化
し
て
主
張
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
反
教
権
主
義

が
居
留
民
の
生
活
感
情
と
結
び
つ
い
て
い
た
一
面
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

も
し
、
居
留
地
に
反
教
権
主
義
が
醸
成
さ
れ
る
土
壌
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
宣
教
師
と
居
留
民
の
間
に
心
理
的
距
離
感
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
手

伝
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
商
人
層
に
も
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
多
数
い
た
で
あ
ろ

う
か
ら
、
一
概
に
彼
ら
を
反
教
権
主
義
の
共
感
者
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
に

し
て
も
、
当
時
の
宣
教
師
が
財
産
獲
得
に
余
念
の
な
い
外
国
人
商
人
層
に
対
し

て
し
ば
し
ば
嫌
悪
の
言
葉
を
漏
ら
し
て
い
る
の
を
考
え
る
と
、
両
者
の
間
に
は
、

時
に
は
対
立
感
情
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
100
）。

　

ま
た
、
宣
教
師
と
商
人
層
の
間
に
は
、
不
平
等
条
約
の
改
正
問
題
に
関
す
る

両
者
の
反
応
に
端
的
に
現
れ
て
い
た
よ
う
に
、
現
実
的
な
利
害
関
係
に
お
い
て

も
対
立
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
外
国
人
商
人
層
は
、
領
事
裁
判
権
が
失
わ
れ

る
こ
と
を
望
ま
ず
、
条
約
改
正
に
強
く
反
対
し
て
い
た
が
、
一
方
、
キ
リ
ス
ト

教
の
宣
教
師
側
は
、
条
約
改
正
に
よ
っ
て
日
本
国
内
に
お
け
る
移
動
と
居
住
の

権
利
を
得
て
、
布
教
活
動
の
自
由
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
（
101
）。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
、
駐
日
公
使
時
代
の
日
記
（
一
八
九
五
年
十

月
二
十
一
日
）
に
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
条
約
改
正
を
日
本
人
の
希
望
通
り
一
八
八

二
年
の
時
点
で
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
こ
と
を
書
い
て
い

る
（
102
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー

ズ
』
の
通
信
文
で
条
約
改
正
に
反
対
し
、
こ
れ
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
コ
ラ

ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
を
揶
揄
し
て
い
た
（
103
）。

日
本
の
官
憲
か
ら
そ
の
諷
刺
活
動

の
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
ビ
ゴ
ー
も
、
一
八
九
九
年
、
条
約
改
正
に
よ
っ

て
治
外
法
権
の
特
権
が
な
く
な
る
こ
と
を
嫌
っ
て
日
本
か
ら
離
れ
た
人
物
で
あ

り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
彼
ら
は
宣
教
師
と
全
く
の
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。

３　

在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
反
教
権
主
義
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
対
応

　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
在
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
を
攻
撃
す
る
反
教
権
主
義
者
の
一
連

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
し
て
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
が
本
国
外
務
省
に

報
告
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
彼
は
、
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
本
国
に
帰
国
中
で
あ
っ
た
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
公
使
と
も
こ
の
件
で
情

報
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
存
在
を
栄
進
の
妨
げ
と
み
な
し
て

煙
た
く
思
う
公
使
館
の
元
フ
ラ
ン
ス
人
通
訳
者
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
ー
ト
ル
メ
ー

ル
（Joseph D

autrem
er

）
や
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ダ
ン
（Jules A

dam
s

）
が
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
（
104
）。
彼
は
、
本
省

が
日
本
に
モ
ラ
ル
の
低
い
通
訳
官
ば
か
り
を
派
遣
し
て
く
る
こ
と
に
関
し
て
不

満
を
漏
ら
し
て
い
る
の
で
（
105
）、
ド
ー
ト
ル
メ
ー
ル
や
ア
ダ
ン
を
冷
遇
し
た
の
は
、

彼
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、
エ
ヴ
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ラ
ー
ル
が
画
策
し
て
彼
以
外
の
通
訳
官
を
追
い
出
し
た
と
批
判
し
て
い
た
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
そ
の
人
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
別
格
扱
い
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。

　

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
当
初
、
フ
ラ
ン
ス
の
横
浜
領
事
ア
ン
ト
ニ

ー
・
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
（A

ntony K
lobukow

ski

）
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
植
民
地

に
在
任
中
に
面
識
の
あ
っ
た
ミ
シ
ョ
ー
を
横
浜
に
呼
び
よ
せ
た
張
本
人
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
公
使
館
に
対
す
る
彼
の
攻
撃
を
放
置
し
て
、
情
報
を
何
も
公
使
館

に
報
告
し
て
こ
な
い
と
考
え
て
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
の
非
協
力
的
な
姿
勢
に

不
満
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
旨
を
本
省
宛
の
報
告
書
（
一
八
九
二

年
八
月
二
十
二
日
）
で
批
判
的
に
述
べ
て
い
た
（
106
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ェ
ン
キ

ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
宛
の
私
信
（
一
八
九
二
年
十
月
二

十
二
日
）
で
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
が
外
務
大
臣
に
こ
の
件
を
完
全
に
弁
明
し
た

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
107
）。

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
も
、
一
八
九
二
年
末
に

書
か
れ
た
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
に
関
す
る
報
告
書
で
は
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
に

対
す
る
以
前
の
否
定
的
評
価
を
改
め
て
お
り
、
彼
が
前
年
に
ビ
ゴ
ー
に
対
し
て

適
切
な
処
置
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
一
八
九
一
年
春
頃
、
ビ
ゴ
ー
か
ら
日
本
の
名
所
旧

跡
を
画
入
り
で
紹
介
す
る
著
作
の
製
作
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
助
成
金

を
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
斡
旋
の
依
頼
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
出
版
計
画
の
趣
旨

に
賛
同
し
た
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
ビ
ゴ
ー
を
こ
の
仕
事
の
適
任
者
で
あ
る

と
認
め
、
彼
が
経
済
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
本
国
の
官
庁
に
対
し
て
推

薦
を
し
て
い
た
（
108
）。
こ
の
時
の
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
の
書
簡
（
一
八
九
一
年
四
月

七
日
）
に
は
、
彼
に
宛
て
ら
れ
た
ビ
ゴ
ー
の
手
紙
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
で
ビ
ゴ
ー
は
、
自
分
の
計
画
に
関
し
て
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
従
来
か
ら
史
跡
保
存
の
活
動
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

史
跡
の
記
録
も
実
行
さ
れ
て
き
た
の
と
比
較
し
て
、
日
本
で
は
史
跡
保
存

に
関
す
る
配
慮
が
社
会
的
に
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
は
、
日
本

で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
っ
て
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
た
め
に
史
跡

が
破
壊
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
、
近
年
で
は
急
激
な
近
代
化
に
よ
っ
て
伝
統

的
な
景
観
が
損
な
わ
れ
る
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
大
変
、
嘆
か
わ

し
い
。
日
本
で
は
更
な
る
景
観
破
壊
が
進
行
し
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
だ
け

に
、
史
跡
が
損
な
わ
れ
る
前
に
、
古
き
日
本
の
遺
産
を
記
録
し
た
信
頼
し

う
る
著
作
が
書
か
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
日
本
歴
史

に
関
す
る
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
図
像
は
、
史
跡
の
主
だ
っ
た
箇
所
の
み
を

描
い
た
も
の
で
あ
り
、
対
象
の
全
体
像
や
そ
の
細
部
に
関
し
て
正
確
な
情

報
を
読
者
に
与
え
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
か
ら
尚
更
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
出
版
物
の
制
作
を
年
来
志
し
な
が
ら
も
、
資
産
の
な
い
自
分
は
、
生

活
の
資
を
得
る
た
め
に
、
実
入
り
の
早
い
諷
刺
画
を
出
版
せ
ざ
る
を
得
ず
、

念
願
の
仕
事
に
長
ら
く
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
企
図
の
実
現
に
は
、
少
な
く
と
も
二
、
三
年
の
間
、
他
の
仕
事
に
煩
わ
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さ
れ
る
こ
と
な
く
、
製
作
に
専
念
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス

政
府
か
ら
月
当
た
り
二
百
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　

こ
れ
は
助
成
金
を
求
め
る
書
簡
で
あ
る
だ
け
に
、
ビ
ゴ
ー
が
自
分
の
置
か
れ

た
状
況
を
誇
張
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
文
面

か
ら
は
、
ビ
ゴ
ー
が
、
自
分
の
著
作
の
計
画
に
相
当
の
自
信
を
も
ち
、
か
つ
そ

の
実
現
を
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
が
自
分
の
諷
刺
雑
誌
の
刊
行

を
生
計
獲
得
の
た
め
の
手
段
と
割
り
切
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
の
ビ
ゴ
ー
に
対
す
る
好
意
は
、『
ル
・
ポ
タ

ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
在
日
ス
ペ
イ
ン
公
使
に
対
す
る
諷
刺
画
が
、
当
の
公
使
を

不
愉
快
に
さ
せ
て
い
た
事
実
を
知
っ
た
後
に
失
わ
れ
、
彼
は
、
ビ
ゴ
ー
に
対
す

る
経
済
的
支
援
の
斡
旋
依
頼
を
と
り
下
げ
る
書
簡
（
一
八
九
一
年
八
月
八
日
）

を
本
省
に
送
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
（
109
）。
こ
の
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
が
引
き
起
こ
し

た
事
態
に
関
し
て
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
た
シ
ェ
ン
キ
ヴ

ィ
ッ
チ
は
、
同
国
人
の
仕
出
か
し
た
不
始
末
を
謝
罪
す
る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
公

使
の
元
へ
伺
う
こ
と
を
彼
に
薦
め
て
い
る
（
110
）。
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
が
、
こ
の
一

連
の
経
緯
を
ビ
ゴ
ー
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
（
111
）、
ビ

ゴ
ー
が
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
批
判
す
る
諷
刺
画
を
製
作
す
る
の
は
そ
の
後
約
一
年

に
も
満
た
な
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
彼
は
、
内
心
、
通
訳
官
エ
ヴ
ラ
ー

ル
の
画
策
に
よ
っ
て
、
彼
の
助
成
金
の
受
給
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
後
の
外
交
報

告
書
（
一
八
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
）
で
、
こ
の
出
来
事
以
降
、
経
済
的
に
不

安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
ビ
ゴ
ー
が
公
使
館
に
対
す
る
敵
意
を
募
ら
せ
た

と
み
な
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
ビ
ゴ
ー
は
、
た
と
え
公
使
館
員
を
諷
刺
に
採

り
上
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
一
定
の
節
度
を
超
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
（
112
）。

　

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
文
章
に
ビ
ゴ
ー
の
名
前
が
初
め
て
現
れ
る
の

は
、
一
八
九
二
年
九
月
十
日
の
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
宛
の
書
簡
で
あ
る
が
（
113
）、

『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
同
年
六
月
八
日
号
に
掲
載
さ

れ
た
通
信
文
に
は
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
が
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
第
二

期
、
第
二
号
（
ビ
ゴ
ー
に
よ
る
最
初
の
エ
ヴ
ラ
ー
ル
批
判
の
諷
刺
画
が
掲
載
さ
れ
た

号
）
の
発
刊
を
阻
止
し
よ
う
と
働
き
か
け
た
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
し

こ
れ
が
事
実
な
ら
、
彼
は
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
の
発
刊
前
に
そ
の
動
き
を
察
知
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
（
114
）。
た
だ
、
こ
の
九
月
十
日
の
書
簡
で
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ

ラ
ン
シ
ー
は
、
ミ
シ
ョ
ー
の
通
信
文
と
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
の
内
容
の
共
通
点
の

多
さ
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
そ
の
一
致
を
不
審
に
思
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で

は
彼
は
ビ
ゴ
ー
の
活
動
を
特
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恐

ら
く
、
彼
は
、
こ
の
時
期
ま
で
、
日
本
国
内
の
少
数
者
に
し
か
読
ま
れ
る
可
能

性
の
な
い
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
よ
り
も
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ

る
ミ
シ
ョ
ー
の
記
事
が
引
き
起
こ
す
反
響
を
よ
り
重
く
懸
念
し
て
お
り
、
ビ
ゴ

ー
の
諷
刺
画
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
向
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
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一
八
九
二
年
の
秋
頃
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ

チ
の
指
摘
を
受
け
て
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
の
ビ
ゴ
ー
に
対
す
る
過
去
の
対
応

を
知
る
機
会
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ビ
ゴ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
の
外
交

官
に
怨
恨
感
情
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
コ

ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
同
年
十
一
月
に
、
ビ
ゴ
ー
か
ら
抗
議
の
手
紙
を

直
接
受
け
取
り
、
彼
を
反
教
権
主
義
者
の
中
心
人
物
の
一
人
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
す
で
に
こ
の
時
期
、
ミ
シ
ョ
ー
は
日
本
か
ら
離
れ
て
お
り
、『
ア
ン

デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
に
よ
る
公
使
館
攻
撃
が
止
ん
で
三
ヶ
月

以
上
が
過
ぎ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

　

ビ
ゴ
ー
が
手
紙
（
一
八
九
二
年
十
一
月
四
日
）
を
送
っ
た
動
機
は
、
彼
が
、

一
八
九
二
年
の
天
長
節
（
十
一
月
三
日
）
当
日
に
催
さ
れ
る
舞
踏
会
に
（
115
）、

当
初
、

日
本
政
府
か
ら
招
待
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
際
は
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
反
対
の
た
め
に
自

分
が
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
憤
慨
し
た
た
め
で
あ
る
（
116
）。

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
非
難
は
事
実
無
根
で
あ
り
、
公

使
館
は
そ
も
そ
も
日
本
政
府
が
ビ
ゴ
ー
を
舞
踏
会
に
招
待
し
た
と
い
う
事
実
を

関
知
し
て
い
な
い
と
返
答
（
十
一
月
六
日
）
し
た
が
、
ビ
ゴ
ー
は
こ
の
答
え
を

信
用
せ
ず
、
再
度
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
に
手
紙
（
十
一
月
十
日
）
を

送
っ
て
、
公
使
館
の
不
実
を
詰
問
し
て
い
る
。
こ
の
私
信
で
、
公
使
館
が
エ
ヴ

ラ
ー
ル
の
影
響
下
に
あ
る
た
め
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
の
だ
と
批
判
し
つ
つ
、
彼
が
、「
自
分
は
、
公
使
館
の
お

偉
い
方
々
と
は
日
頃
の
お
付
き
合
い
は
な
い
」
が
、
日
本
の
上
流
社
会
の
人
々

に
親
し
い
人
物
の
い
る
こ
と
を
述
べ
て
そ
の
人
脈
を
誇
っ
て
い
る
の
は
、
彼
の

公
使
館
へ
の
強
い
反
感
と
負
け
ん
気
の
強
い
彼
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
後
に
ビ
ゴ
ー
が
『
ル
・
ポ
タ
ン
』（
第
二
期
、

第
六
号
）
で
こ
の
件
を
取
り
上
げ
た
事
を
知
っ
た
が
、
同
様
の
批
判
が
『
ク
ー

リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』（
一
八
九
二
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
七
日
）
の
匿
名
通

信
文
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
記
事
の
筆
者
を
ビ
ゴ
ー
と

特
定
し
て
い
る
（
117
）。

　

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
ビ
ゴ
ー
の
画
才
を
全
く
認
め
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
と
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
対
す
る
諷
刺
画
集
の
発

行
を
公
使
館
に
対
す
る
極
め
て
悪
質
な
誹
謗
と
み
な
し
、
一
八
九
二
年
末
の
外

交
報
告
書
で
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
に
関
し
て
批
判
を
行
っ
て
い
る
（
118
）。

次
節
で

は
、
こ
こ
で
行
わ
れ
た
報
告
を
参
照
し
な
が
ら
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
に
お
け
る

反
教
権
的
諷
刺
画
の
内
容
を
考
察
し
て
い
こ
う
。

４　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
批
判

　

①　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』

　

管
見
で
は
、
ビ
ゴ
ー
が
初
め
て
諷
刺
画
で
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
を
取

り
上
げ
た
の
は
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』（
第
一
期
、
第
四
号
、
一
八
九
一
年
）
の
「
築

地
で
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
」
と
題
す
る
一
枚
の
絵
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が

和
服
姿
の
日
本
人
女
性
と
路
上
で
出
会
っ
た
場
面
を
描
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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当
時
、
築
地
居
留
地
に
は
、
司
教
座
教
会
で
あ
る
築
地
教
会
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
教
会
の
司
祭
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
（
119
）。

ま
た
、
一
八

九
二
年
刊
行
の
英
文
詩
画
集
『
横
浜
バ
ラ
ー
ド
』Yokoham

a B
allads （120

）で
は
、

彼
は
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
、
英
字
新
聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ

ト
』T

he Japan G
azette

の
編
集
者
の
ペ
ン
先
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
を
突

き
刺
し
て
い
る
画
を
描
い
て
い
る
（
121
）。

　

こ
の
よ
う
に
ビ
ゴ
ー
は
単
発
的
に
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
を
取
り
上
げ
て
描
く

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
反
教
権
的
主
張
が
徹
底
的
に
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た

の
が
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
を
標
的
に
し
た
『
ル
・
ポ
タ
ン
』（
第
二
期
）
で
あ

っ
た
。
こ
の
諷
刺
攻
撃
は
、
第
二
号
か
ら
六
号
ま
で
連
続
し
て
計
五
回
に
亘
っ

た
も
の
で
、
ビ
ゴ
ー
の
作
品
中
、
一
人
の
人
物
を
対
象
に
こ
れ
ほ
ど
集
中
的
に

攻
撃
を
加
え
た
も
の
は
他
に
例
を
み
な
い
（
以
下
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
に
関
す
る

言
及
は
、
全
て
第
二
期
の
も
の
で
あ
る
。
各
諷
刺
画
に
言
及
す
る
に
当
た
っ
て
、
例

え
ば
、
第
二
号
の
五
頁
の
諷
刺
画
を
示
す
の
に
、
Ⅱ
│

５
と
い
う
よ
う
に
表
記
す
る
。

頁
は
雑
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
表
紙
を
頁
数
に
含
め
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

る
）。

　

発
行
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
五
冊
の
諷
刺
画
は
一
八
九
二
年
の

初
夏
か
ら
年
末
に
か
け
て
不
定
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
122
）。
販
売

は
、
横
浜
居
留
地
と
京
都
や
神
戸
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
が
（
123
）、
部
数
は
わ

か
ら
な
い
。
読
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
人
に
ほ
ぼ
限
ら
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
こ
の
作
品
の
日
本
人
読
者
が
い
た
と
し
て
も
、
反

教
権
的
な
主
題
に
加
え
て
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
地
口
や
フ
ラ
ン

ス
の
流
行
歌
の
替
え
歌
（
124
）な

ど
が
多
用
さ
れ
、
内
容
を
理
解
で
き
る
者
は
少
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

各
号
は
、
表
紙
を
含
め
、
十
頁
か
ら
二
十
頁
ほ
ど
の
枚
数
で
あ
る
（
125
）。

各
号
の

内
容
は
独
立
し
て
お
り
、
第
二
号
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
エ
ヴ
ラ
ー

ル
、
第
三
号
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
と
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
関
係
、
第
五
号
は
、

『
仏
文
雑
誌
』
と
エ
ヴ
ラ
ー
ル
、
第
六
号
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
と
エ
ヴ
ラ
ー

ル
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
主
題
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
四
号
だ
け
は
、
様
々
な

場
所
に
お
け
る
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
特
に
主
題
の
よ
う
な
も
の

は
見
当
た
ら
な
い
。
一
部
に
は
エ
ヴ
ラ
ー
ル
批
判
と
は
関
連
の
み
ら
れ
な
い
画

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
表
紙
絵
は
全
て
共
通
で
、
ピ
エ
ロ
が
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
（
Ⅵ
│

１
、
図
６
）。
各
号
と
も
二
頁
目
の
扉
絵
が
、
そ
の
号
の
内
容
を
お

お
よ
そ
予
告
も
し
く
は
象
徴
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
連
作
の
第
一
作
に
あ

た
る
第
二
号
で
は
、
扉
絵
に
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
が
墓
場
の
中
に
立
つ
画
が
載
せ

ら
れ
、「
僧
院
の
な
か
の
秘
蹟
劇
、
ま
た
は
通
訳
の
最
後
の
者
」（L

es M
ystères 

du C
ouvent ou les dernières des Interprètes

）
と
い
う
表
題
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
関

す
る
一
連
の
劇
が
始
ま
る
こ
と
を
予
告
し
て
い
る
（
Ⅱ
│

２
、
図
７
）。
こ
の
画

に
は
屍
の
傍
に
立
つ
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
非
聖
職

者
の
フ
ラ
ン
ス
人
通
訳
官
を
犠
牲
に
し
て
公
使
館
の
通
訳
を
長
ら
く
独
占
し
て

き
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
126
）。
こ
の
連
作
で
、
神
父
は
、
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「
エ
ラ
ー
ルE

rard

」
と
ほ
ぼ
実
名
に
近
い
名
前
で
登
場
し
、
ま
た
、
各
所
（
Ⅱ

│

２
、
16
、
Ⅳ
│

４
）
で
通
訳
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
画
中
の
姿

も
エ
ヴ
ラ
ー
ル
本
人
に
似
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
彼
を
知
る
読
者

は
諷
刺
対
象
を
見
ま
が
え
よ
う
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
以
下
の
論
述
で
、
ビ

ゴ
ー
の
描
い
た
作
中
の
神
父
に
触
れ
る
場
合
、「
エ
ラ
ー
ル
」
と
表
記
す
る
）。

　

ビ
ゴ
ー
の
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
対
す
る
諷
刺
画
は
、
ミ
シ
ョ
ー
に
よ
る
批
判
と
同

様
、
通
訳
者
と
し
て
の
資
格
で
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
に
関
わ
っ
た
エ
ヴ
ラ

ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
面
従
腹
背
の
態
度
を
と
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
外

交
官
を
陰
で
操
る
腹
黒
い
人
物
で
あ
る
と
読
者
に
印
象
づ
け
る
こ
と
を
狙
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
の
作
品
は
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
や
『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』
で
展
開
さ
れ
て
い

た
ミ
シ
ョ
ー
の
一
連
の
匿
名
通
信
の
批
判
記
事
を
図
像
化
し
た
と
い
う
性
格
を

も
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
滞
日
期
間
の
長
く
な
か
っ
た
ミ
シ
ョ
ー
は
、
通
信

文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
ビ
ゴ
ー
な
ど
か
ら
情
報
を
提
供
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
ビ
ゴ
ー
が
ミ
シ
ョ
ー
の
一
方
的
な
影
響
下
に
諷
刺
画
を
製
作
し
て

い
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
者
の
批
判
は
大
部

分
共
通
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ミ
シ
ョ
ー
の
通
信
文
は
、
同
一
趣
旨
の
批
判
が

繰
り
返
さ
れ
て
、
単
調
な
反
復
感
を
免
れ
て
い
な
い
の
に
反
し
、
ビ
ゴ
ー
の
諷

刺
画
で
は
、
彼
の
反
教
権
的
想
像
力
が
赴
く
ま
ま
に
物
語
が
奔
放
に
展
開
さ
れ

て
い
た
。
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②　

ベ
ル
ヴ
ィ
ル
と
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル

　

ビ
ゴ
ー
は
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
連
作
の
冒
頭
、
フ
リ
ジ
ア
帽
を
被
り
、
サ

ン
・
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
姿
を
し
た
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
が
、
ラ
イ
フ
ル
と
火
薬
を
持
ち

な
が
ら
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
訪
問
す
る
と
い
う
現
実
離
れ
し
た
導
入

部
を
設
定
し
て
い
る
（
Ⅱ
│

３（127
））。

連
作
を
締
め
く
く
る
第
六
号
の
終
幕
で
、

「
エ
ラ
ー
ル
」
が
仲
間
と
共
に
処
刑
さ
れ
る
場
面
（
Ⅵ
│

19
）
に
、
こ
の
コ
ミ

ュ
ナ
ー
ル
が
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
人
物
は
「
エ
ラ
ー
ル
」
と
常
に

る
彼
の
基
本
的
主
張
が
打
ち
出
さ
れ
た
重
要
な
箇
所
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下

そ
の
論
点
を
詳
し
く
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

こ
の
未
知
の
訪
問
者
が
教
会
に
突
然
現
れ
た
時
、「
エ
ラ
ー
ル
神
父
」
は
、

「
あ
な
た
は
、
国
家
と
教
会
を
分
離
さ
せ
る
た
め
に
来
た
の
で
す
か
」
と
質
問

を
し
、
こ
の
人
物
は
、
そ
の
通
り
と
答
え
る
（
Ⅱ
│

４
、
図
８
）。
こ
の
場
面
は
、

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
臨
時
政
府
が
、
一
八
七
一
年
四
月
、
政
教
分
離
政
策
の
実

施
を
宣
言
し
た
史
実
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
ビ
ゴ
ー
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ナ

ー
ル
を
通
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
政
治
や
教
育
に
関
わ
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
共
和
主
義
者
と
し
て
の
自
己
の
主
張
を
表
し
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
訪
問
者
の
返
答
に
驚
愕
し
た
「
エ
ラ
ー
ル
」
は
、
彼
に
そ
の
信
条
の
帰

属
（「
ラ
リ
マ
ン
」R

alliem
ent

）
を
問
い
質
す
と
、
彼
は
、「
共
和
国
と
ベ
ル
ヴ

ィ
ル
」（R

épublique et B
elleville

）
と
答
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
神
父
は
、「
教

皇
と
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
」（Pape et V

augirard

）
で
あ
る
と
答
え
て
（
Ⅱ
│

６
）、

周
囲
の
聖
職
者
に
命
じ
て
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
を
捕
縛
す
る
。

　

こ
こ
で
「
ラ
リ
マ
ン
」
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
八
九
一
年
に

教
皇
レ
オ
十
三
世
が
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
政
を
容
認
す
る
政
策
（「
ラ
リ
マ
ン
」）

を
と
っ
た
こ
と
を
諷
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
教
皇
庁
の
政
策
転
換
に
よ

っ
て
、
一
時
的
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
間
に
小
康
状
態
が
生

ま
れ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
反
教
権
主
義
者
は
、
こ
れ
を
教
皇
庁
の
策
略
と
受
け

と
め
て
い
た
（
128
）。
ビ
ゴ
ー
も
、
こ
の
教
皇
庁
の
新
方
針
を
疑
い
の
目
で
み
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、「
エ
ラ
ー
ル
」
に
共
和
主
義
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
共

対
立
す
る
人
物
と

し
て
描
か
れ
て
い

る
。
ビ
ゴ
ー
に
当

初
『
ル
・
ポ
タ

ン
』
を
連
作
化
し

て
い
く
意
思
が
あ

っ
た
の
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、

第
二
号
に
お
け
る

「
エ
ラ
ー
ル
」
と

コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
の

対
立
関
係
の
描
写

は
、
次
号
以
下
の

諷
刺
全
般
に
関
わ
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存
を
明
確
に
否
定
さ
せ
る
セ
リ
フ
を
吐
か
せ
て
い
る
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

側
が
共
和
政
に
対
し
て
あ
く
ま
で
も
異
質
で
敵
対
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示

す
た
め
で
あ
る
。

　

ビ
ゴ
ー
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」
と
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
の
対
立
関
係
を
、
そ
れ
ぞ
れ

「
教
皇
と
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
」
の
組
と
、「
共
和
国
と
べ
ル
ヴ
ィ
ル
」
の
組
の
間
の

対
立
図
式
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ヴ
ォ
ジ
ラ

ー
ル
と
、
共
和
主
義
は
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
リ
市
内
の
特
定
の

地
域
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

移
民
の
集
ま
る
パ
リ
左
岸
の
下
町
地
区
と
し
て
知
ら
れ
る
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
は
、

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
時
、
最
後
の
市
街
戦
が
行
わ
れ
た
場
所
で
、
十
九
世
紀
末
、

パ
リ
に
お
け
る
社
会
主
義
の
温
床
と
な
っ
た
左
派
色
の
強
い
地
域
で
あ
っ
た
（
129
）。

ビ
ゴ
ー
は
、
作
中
で
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
を
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
（
フ
ラ
ン
ス
共
和
政
を

象
徴
す
る
女
性
）
を
支
持
す
る
側
に
立
つ
人
物
と
し
て
行
動
さ
せ
、「
社
会
主
義

の
勝
利
」
と
い
う
旗
を
掲
げ
さ
せ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
彼
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ナ

ー
ル
を
急
進
的
共
和
主
義
者
と
し
て
自
身
の
政
治
的
立
場
を
具
現
す
る
人
物
と

し
て
描
い
て
い
る
。（
Ⅱ
│

13
）。
一
方
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
外

交
報
告
書
で
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
を
「
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
は
穏
健
共
和
主
義
者
の
立
場
か
ら
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
対
し
て
否
定

的
な
彼
の
心
情
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
130
）。
こ
の
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
に
対
す
る
両
者

の
評
価
の
対
極
的
な
分
裂
に
、
彼
ら
の
政
治
観
の
相
違
が
集
約
的
に
現
れ
た
と

い
え
よ
う
。

　

ビ
ゴ
ー
に
と
っ
て
、
共
和
主
義
は
、
決
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
相
い
れ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
第
二
号
で
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」
は
、
表
向
き
は
、
普
通
の
教
会

の
司
祭
で
あ
る
が
、
陰
で
は
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
を
拷
問
す
る
こ
と
を
辞
さ
な
い
異

端
審
問
官
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
Ⅱ
│

９
、
図
９（131
））。
ま
た
、
第
四
号
で
、
コ

ミ
ュ
ー
ン
派
の
活
動
家
が
眠
る
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
の
門
前
に
、
礼
服

を
着
用
し
た
「
エ
ラ
ー
ル
」
が
立
っ
て
い
る
場
面
（
Ⅳ
│

４
）
を
描
い
て
い
る

の
も
、
民
衆
的
な
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
と
対
照
づ
け
る
意
図
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
共
和
主
義
」
と
結
ば
れ
て
い
る
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
地
区
に
対
し
、

パ
リ
左
岸
の
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
名
の
選
択
は
、
当
時
、
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
通
り
に
マ
リ
ス
ト
会
が
創
設
し

た
寄
宿
学
校
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
（
132
）。

　

第
二
号
で
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」
の
教
会
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
た
時
に
、
彼
が

各
所
に
援
助
を
請
う
電
報
を
打
つ
場
面
（
Ⅱ
│

10
）
が
あ
る
。
そ
の
連
絡
先
は
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
団
」「
マ
リ
ア
会　

ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
通
り
」「
イ
エ
ズ
ス

会　

セ
ー
ブ
ル
通
り
」「
カ
ル
メ
ル
会
」「
シ
ャ
ル
ト
ル
会
」「
救
世
軍
」「
消
防

隊
（
133
）」

で
あ
る
。
こ
の
打
電
の
連
絡
先
に
お
い
て
、
パ
リ
左
岸
の
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル

は
、「
マ
リ
ア
会
」
の
住
所
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
打
電
の
第
一
の
連
絡
先
で
あ
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
団
」
は
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
後
続
の
「
マ
リ
ア
会
」
と
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ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

「
イ
エ
ズ
ス
会
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
在
先
が
附
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

こ
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
団
」
に
は
、
所
在
の
場
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

本
来
、
こ
こ
で
は
、
同
会
の
名
称
と
所
在
地
で
あ
る
「
バ
ッ
ク
通
りR

ue du 

B
ac

」
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対
す
る
知
識

不
足
か
ら
、
ビ
ゴ
ー
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
団
」
と
し
か
書
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
134
）。

プ
ラ
ン
シ
ー
の
出
身
校
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
系
学
校
が
、「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
」

と
い
う
通
称
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ミ

シ
ョ
ー
は
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
匿
名
通
信
文
で
、

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
母
校
を
通
称
の
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
」
の
名
で
言

及
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
情
報
は
ビ
ゴ
ー
も
共
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
（
135
）。

恐
ら
く
、
上
記
の
理
由
か
ら
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
連
作
で
、
ヴ

ォ
ジ
ラ
ー
ル
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
象
徴
す
る
名
称
と
し
て
ビ
ゴ
ー
に
採
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

③　
『
仏
文
雑
誌
』

　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
第
四
号
と
第
五
号
で
は
、『
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
雑
誌
』

R
evue de Vaugirard

と
い
う
定
期
刊
行
物
が
「
エ
ラ
ー
ル
」
の
関
わ
る
雑
誌
と

し
て
諷
刺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
雑
誌
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

の
は
、
一
八
九
二
年
、
法
学
者
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
エ
ミ
ー
ル
・
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

（G
ustave E

m
ile B

oissonade de Fontarabie

）
を
編
集
者
・
発
行
責
任
者
に
し
て

発
刊
さ
れ
た
学
術
雑
誌
『
仏
文
雑
誌
』R

evue française du Japon

で
あ
る
（
136
）。

こ
の
雑
誌
は
、
仏
学
会
（L

a S
ociété de langue française

）
の
機
関
誌
と
し
て
、

一
時
の
休
刊
を
挟
み
な
が
ら
一
八
九
七
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
日
本
社
会
や
文
化
を
論
じ
た
最
初
の
専
門
雑
誌
と
し
て
現
在
で
も

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

た
だ
、
刊
行
当
時
、『
仏
文
雑
誌
』
は
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
す
べ
て
か
ら

　
「
マ
リ
ア
会
」

の
所
在
地
で
あ

る
「
ヴ
ォ
ジ
ラ

ー
ル
」
が
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と

関
連
す
る
地
名

と
し
て
選
ば
れ

た
背
景
に
は
、

ビ
ゴ
ー
が
パ
リ

外
国
宣
教
会
の

所
在
地
を
知
ら

な
か
っ
た
と
い

う
消
極
的
な
事

情
と
は
別
に
、

コ
ラ
ン
・
ド
・
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好
意
を
も
た
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ

フ
ォ
ン
』
の
匿
名
記
事
（
一
八
九
一
年
五
月
二
十
六
日
）
で
、
同
誌
が
第
三
号
ま

で
刊
行
し
た
に
す
ぎ
な
い
段
階
で
、
す
で
に
題
材
を
探
す
の
に
困
っ
て
い
る
の

が
現
状
だ
と
そ
の
誌
面
の
貧
困
ぶ
り
を
揶
揄
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
は
、「
情

報
的
価
値
か
ら
い
う
と
取
る
に
値
い
し
な
い
こ
の
雑
誌
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
部

の
外
交
官
ら
が
、
一
般
人
を
犠
牲
に
し
て
宣
教
師
の
為
に
ば
か
り
働
き
、
日
本

か
ら
の
利
益
を
す
べ
て
宣
教
師
に
還
元
し
て
い
る
と
い
う
、
自
身
ら
に
向
け
ら

れ
た
批
判
に
応
え
る
た
め
に
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
137
）。

こ

の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、『
仏
文
雑
誌
』
の
刊
行
を
フ

ラ
ン
ス
公
使
館
が
宣
教
師
を
優
遇
し
て
ば
か
り
い
る
と
い
う
居
留
民
か
ら
の
批

判
を
か
わ
す
た
め
に
開
始
し
た
世
俗
的
事
業
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
先
に
見
た

よ
う
に
、
ミ
シ
ョ
ー
自
身
、
日
本
文
化
に
関
心
が
深
く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
新
聞

に
日
本
関
連
の
通
信
記
事
を
盛
ん
に
執
筆
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
批
判
は
、
こ
の
学
術
雑
誌
の
執
筆
陣
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
彼
の
羨
望

と
も
無
縁
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
ビ
ゴ
ー
は
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
で
、「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
」
と
い
う
形
容

を
雑
誌
に
附
け
た
こ
と
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
『
仏
文
雑
誌
』
を
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
機
関
誌
と
み
な
し
て
諷
刺
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
彼
が
別

の
箇
所
で
こ
の
雑
誌
を
『
黒
服
雑
誌
』R

evue N
oir

（
Ⅳ
│

７
）
と
呼
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
138
）。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
り
（
139
）、
自
由
思
想
を
嫌
っ
て
い
た
人

物
で
あ
る
が
（
140
）、『
仏
文
雑
誌
』
を
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
と
し
て
編
集
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
編
集
委
員
会
の
一
員
で
は
な
か
っ
た
と

は
い
え
（
141
）、
こ
の
雑
誌
の
編
集
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
彼
は
、
す
で
に
一
八
八

七
年
か
ら
『
仏
文
雑
誌
』
の
発
行
母
体
と
な
る
仏
学
会
の
一
員
で
あ
り
（
142
）、
総
会

に
も
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
人
有
力
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
参
加
し
て
い
る
（
143
）。『

ル
・

ポ
タ
ン
』
に
は
、「
東
洋
語
学
学
会L

a S
ociété des langues orientales

」
の

会
合
で
、
僧
服
姿
の
「
エ
ラ
ー
ル
」
が
発
表
を
し
て
い
る
場
面
（
Ⅳ
│

８
、
図

10
）
が
あ
る
が
、
こ
の
集
ま
り
に
は
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
ら
外
交
官
の

姿
も
見
え
る
こ
と
か
ら
も
、
仏
学
会
の
集
会
を
諷
刺
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

一
八
九
三
年
九
月
に
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
宣
教
会
か
ら
休
暇
を
も
ら
い
、
フ
ラ

ン
ス
に
一
時
帰
国
し
た
が
、
こ
の
時
、『
仏
文
雑
誌
』
の
時
評
（
無
署
名
で
あ
る

が
、
筆
者
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
は
、
彼
に
感
謝
の
辞
を
表

明
し
、「『
仏
文
雑
誌
』
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
の
貴
重
な
助
力
を
一
時
的
と
は

い
え
、
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
外
国
人
に
は
ま
れ
な
ほ
ど
学
術
的
な
日
本
語
に

も
精
通
し
た
神
父
の
お
か
げ
で
、
法
律
や
公
文
書
の
翻
訳
を
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
社
会
や
文
化

に
関
し
て
造
詣
の
深
い
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
の
査
読
も

引
き
受
け
て
い
た
（
144
）。「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
雑
誌
」
の
編
集
部
で
、「
エ
ラ
ー
ル
」

が
、
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
場
面
（
Ⅴ
│

３
、
図
11
）
が
あ
る

の
も
、『
仏
文
雑
誌
』
の
編
集
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
協
力
を



図11　「ヴォジラール雑誌」（『仏文雑誌』がモデル）の編集部

図10　東洋語学学会（「仏学会」がモデル）の集会で発表するエラール
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仰
い
で
い
た
事
情
を
承
知
し
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
（
145
）。

　

な
お
、
こ
の
『
仏
文
雑
誌
』
と
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
と
の
関
わ
り
は

少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、「
日
本
の
植
物
性
蠟
」（
第
一
三

号
、
一
八
九
三
年
）
と
「
近
代
以
前
の
日
本
に
お
け
る
部
落
民
」（
第
二
一
、
二

二
、
二
三
号
、
一
八
九
三
年
）
の
二
編
の
論
文
を
寄
稿
し
て
い
た
。
他
に
も
、

リ
ュ
シ
ヤ
ン
・
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
（L

ucien D
rouart de L

ezey

）
の

北
海
道
旅
行
記
（
第
一
一
、
一
二
号
、
一
八
九
二
年
）
や
、
ノ
エ
ル
・
ペ
リ

（N
oël Peri

）
の
能
に
関
す
る
論
文
（
無
署
名
）
と
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
146
）。

時
評
欄
に
は
、「
日
本
に
お
け
る
教
階
制
」（
第
三
号
、
一
八
九
二
年
）
や
、
大

阪
司
教
の
ミ
ド
ン
の
追
悼
記
事
（
第
一
六
号
、
一
八
九
三
年
）
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
暁
星
学
校
に
関
す
る
近
況
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
雑
誌
が
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
は
、
彼
の
論
文
「
日
本
に
お
け
る
公
的
扶
助
」（
第
一
九
・
二
〇
号
、
一

八
九
三
年
）
で
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
員
に
よ
る
御
殿
場
の
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
の



図12　「ヴォジラール学校」の校庭

図13　「ヴォジラール学校」の教育
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事
業
（
後
の
神
山
復
生
病
院
）
に
つ
い
て
賞
賛
し
て
い
る
。

　

④　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
フ
ラ
ン
ス
人
外
交
官

　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
で
は
、
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
の
地
名
は
、「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
学

校
」
と
い
う
名
称
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
」
が
、「
マ
リ
ア

会
」
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
学
校
は
、
暁
星
学
校

を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
章
で
み
た
『
ト
バ
エ
』
の
諷
刺
画

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
秘
書
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ド
・
ボ
ン
デ
ィ

（R
aphael de B

ondy

）
と
公
使
館
員
の
モ
ー
リ
ス
・
カ
ズ
ナ
ー
ヴ
（M

aurice 

C
azenave

）
の
こ
と
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
149
）。

　

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
系
学
校
を
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
を
『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
通
信
文
で
批
判
的
に
言

及
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
二
人
の
配
下
の
外
交
官
も
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校

の
出
身
者
で
あ
っ
た
（
150
）。
フ
ラ
ン
ス
人
外
交
官
が
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
で
カ
ト
リ

と
は
異
な
り
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
そ
れ
は
、
暁

星
学
校
そ
の
も
の
の
批
判
を
試
み
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
（
147
）。

　
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
学
校
」
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」
が

教
師
を
務
め
る
反
共
和
主
義
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
148
）（

Ⅲ
│

15
、
図
12
）。
こ

こ
で
彼
の
生
徒
と
し
て
描
か
れ
た
の
が
、
フ
ラ
ン

ス
公
使
館
の
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（「
ぺ

ル
シ
ー　

Percy

」
と
い
う
名
前
で
現
れ
る
）
と
そ
の

配
下
の
二
人
の
外
交
官
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
外

交
官
は
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
作
中
で
、「
ブ
ラ
ン
デ

ィB
randy

」（
Ⅴ
│

５
、
11
、
Ⅵ
│

11
、
19
）、

「
ラ
・
ド
・
カ
ー
ヴR

at de C
ave

（
倉
庫
に
い
る

ネ
ズ
ミ
）」（
Ⅲ
│

14
、
Ⅴ
│

２
、
４
、
12
、
Ⅵ
│

19
）



図14　『ル・ポタン』第６号扉絵
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ッ
ク
学
校
の
生
徒
と
し
て
描
か
れ
た
の
は
、
彼
ら
が
現
実
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学

校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
が
ビ
ゴ
ー
の
念
頭
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
ま

た
、
彼
ら
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
指
導
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
と
い
う
舞
台
が
格
好
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
学
校
」
を
描
い
た
場
面
に
は
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
胸
像

に
腰
掛
け
た
「
エ
ラ
ー
ル
」
が
、
教
室
で
外
交
官
の
生
徒
た
ち
に
「
日
本
に
は
、

何
人
の
大
司
教
と
司
教
が
い
ま
す
か
」
と
質
問
を
す
る
画
が
あ
る
（
Ⅲ
│

14
、

図
13
）。
生
徒
た
ち
は
、「
神
父
様
、
大
司
教
が
一
人
、
司
教
が
三
人
で
す
」
と

答
え
て
い
る
。
戯
画
化
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
こ
の
場
面
は
、
一
八
九
一
年

に
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
教
階
制
が
成
立
し
、
東
京
に
大
司
教

区
、
函
館
、
大
阪
、
長
崎
に
中
心
を
置
く
各
司
教
区
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
こ

と
に
関
し
て
触
れ
た
も
の
で
あ
る
（
151
）。

　

ビ
ゴ
ー
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
現
実
政
治
に
関
わ
っ
た
聖
職
者
と
し
て
描
こ
う

と
様
々
な
試
み
を
し
て
い
る
。
彼
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」
を
、「
ジ
ョ
セ
フ
神
父

P
ère Joseph

」、「
黒
色
の
卿
下E

m
inence noire

」
と
呼
ん
で
い
る
（
Ⅱ
│

９
、

15
、
16
、
17
）
が
、
こ
れ
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
枢
機
卿
の
腹
心
の
友
人
で
あ
っ
た

カ
プ
チ
ン
会
の
ジ
ョ
セ
フ
神
父
、
異
名
が
「
灰
色
の
卿
下
＝
黒
幕E

m
inence 

grise

」
と
し
て
知
ら
れ
る
聖
職
者
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
第
六
号
の
扉

絵
（
Ⅵ
│

２
、
図
14
）
で
、「
千
夜
一
夜
物
語
」
風
の
宮
廷
で
、
後
方
か
ら
無
能

な
王
（「
ぺ
ル
シ
ー
」）
を
う
か
が
う
黒
幕
ら
し
き
高
位
聖
職
者
と
し
て
「
エ
ラ

ー
ル
」
を
描
い
て
い
る
の
も
、
同
様
の
意
図
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第

四
号
の
扉
絵
（
Ⅳ
│

２
）
で
は
、「
新
し
い
タ
レ
ー
ラ
ン
＝
ペ
リ
ゴ
ー
ルL

e 

nouveau Talleyrand-P
érigord

」
と
し
て
、「
エ
ラ
ー
ル
」
を
タ
レ
ー
ラ
ン
に

擬
し
て
い
る
の
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
第
一
帝
政
期
を
潜
り
抜
け
て
復
古
王
政

の
確
立
に
大
き
な
働
き
を
し
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
が
、
元
々
は
聖
職
者

で
あ
り
、
策
略
を
め
ぐ
ら
す
人
物
と
し
て
ビ
ゴ
ー
の
意
識
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
エ
ラ
ー
ル
」
は
、
公
使
以
上
に
実
力
あ
る
人
物
と
し
て
各

所
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
者
の
前
者
に
対
す
る
従
属
関
係
を
直
接
公
使

館
を
舞
台
と
し
て
描
い
た
の
が
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
第
六
号
で
あ
る
。
前
節

で
み
た
よ
う
に
、
ビ
ゴ
ー
は
、
一
八
九
二
年
の
天
長
節
の
祝
賀
会
に
参
加
出
来

な
か
っ
た
原
因
を
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
画
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
コ
ラ



図15　エラールに跪くペルシー
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図16　マリアンヌから助成金を貰う
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で
表
象
さ
れ
て
い
る
が
（
152
）、

彼
女
は
、
常
に
「
エ
ラ
ー
ル
」
や
公
使
館
員
の
被
害

者
と
し
て
現
れ
る
。
例
え
ば
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
第
三
号
で
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」

及
び
彼
の
配
下
の
外
交
官
が
マ
リ
ア
ン
ヌ
に
忠
誠
を
装
っ
て
、
共
和
国
の
助
成

金
を
貰
い
受
け
て
い
る
が
（
Ⅲ
│

12
、
図
16
）、
そ
の
裏
で
彼
ら
は
彼
女
の
こ

と
を
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
Ⅲ
│

13
、
図
17
）。「
エ
ラ
ー
ル
」
が
、
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
将
軍
（
一
八
八
〇
年
代
末
に
フ
ラ
ン
ス
共
和
政
を

揺
る
が
し
た
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
事
件
の
主
役
）
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
諷
刺
画
（
Ⅱ

│

11
）
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
彼
が
反
共
和
主
義
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
連
作
は
、
最
後
、「
エ
ラ
ー
ル
」
と
「
ぺ
ル
シ
ー
」
ら
公
使
館
員
が
壁

を
背
に
し
て
銃
殺
さ
れ
た
場
面
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か

ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
に
直
接
手
紙
を
送
り
つ
け
て
抗
議
し
て
い
た
。
こ
こ
で

彼
は
、
彼
個
人
に
と
っ
て
心
理
的
真
実
で
あ
っ
た
こ
の
「
事
件
」
を
題
材
に
取

り
上
げ
て
、
次
の
よ
う
に
物
語
化
し
て
い
る
。

　

日
本
政
府
の
使
者
が
、
天
長
節
の
祝
賀
会
に
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
を
招
待
す
る

た
め
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
打
ち
合
わ
せ
に
訪
れ
た
時
、
公
使
館
の
日
本
の
受

付
は
、
彼
に
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
は
「
お
笑
い
の
公
使　le M

inistre pour 

rire

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
名
目
上
の
公
使
と
、「
真
の
公
使　le vrai M

inistre

」

の
二
人
が
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
（
Ⅵ
│

９
）。
前
者
は
「
ぺ
ル
シ
ー
」
で
あ

り
、
公
使
館
の
実
権
を
握
る
後
者
は
「
エ
ラ
ー
ル
」
で
あ
る
。
使
者
は
、
無
論
、

打
ち
合
わ
せ
の
可
能
な
後
者
と
の
面
会
を
希
望
し
、
招
待
者
の
リ
ス
ト
を
求
め

る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
エ
ラ
ー
ル
」
は
、「
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
、
同
国
人

の
こ
と
を
決
し
て
気
に
か
け
な
い
」
の
で
、
関
知
し
て
い
な
い
と
述
べ
る
（
Ⅵ

│

10
）。
次
の
場
面
で
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」
に
呼
ば
れ
て
現
れ
た
「
ぺ
ル
シ
ー
」

が
、
僧
服
姿
の
「
エ
ラ
ー
ル
」
に
跪
き
、
招
待
が
予
定
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

人
は
教
会
関
係
者
だ
け
で
あ
る
と
答
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
会
話
を
側
で
聞

い
て
い
る
日
本
政
府
の
使
者
は
仰
天
し
て
い
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
Ⅵ
│

11
、

図
15
）。

　

こ
の
よ
う
に
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
で
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
が
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職

者
の
指
導
下
に
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、

公
使
館
員
は
、「
エ
ラ
ー
ル
」
と
も
ど
も
、
本
国
の
共
和
政
政
府
に
対
し
て
不

実
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
は
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
姿



図17　マリアンヌをあざ笑うフランス人外交官たち

図18　公使館員らが銃殺される場面
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⑤　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』の
反
響

　

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、『
ル
・

ポ
タ
ン
』
の
解
釈
に
あ
た
り
重

要
と
思
わ
れ
る
諸
点
を
取
り
上

げ
て
き
た
。
こ
の
連
作
は
、
実

在
の
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
想
を
得
な

が
ら
も
、
ビ
ゴ
ー
が
、
ミ
シ
ョ

ー
と
協
働
し
な
が
ら
、
反
教
権

的
主
張
を
自
在
に
展
開
さ
せ
た

作
品
と
い
う
べ
き
で
、
そ
の
批

判
が
ど
れ
だ
け
神
父
の
実
像
に

即
し
て
い
る
か
を
問
う
の
は
あ

ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。

に
一
八
七
一
年
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
派
の
残
党
が
「
連
盟
兵
の
壁
」
で
銃
殺
刑
に
処

せ
ら
れ
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
Ⅵ
│

20
、
図

18
）。
こ
の
諷
刺
画
の
結
末
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
派
が
最
期
を
遂
げ
た
舞
台
の
設

定
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
進
的
共
和
派
と
し
て
の
ビ
ゴ
ー
が
、
約

二
十
年
前
、
子
供
時
代
に
目
の
当
た
り
に
し
た
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
敗
北
に

対
し
、
想
像
上
の
復
讐
を
果
た
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
153
）。

　

当
時
、
日
本
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
が
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

（
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
は
、
一
九
〇
八
年
）、
こ
の
作
品
に
イ
エ
ズ
ス
会
（
Ⅴ
│

８
）
や
創
立
者
の
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
（
Ⅴ
│

３
）
の
名
前
、
ま
た
、

A
M

D
G

（A
d m

ajorem
 D

ei gloriam

「
よ
り
大
い
な
る
神
の
栄
光
の
た
め
に
」）
と

い
う
イ
エ
ズ
ス
会
の
標
語
（
Ⅱ
│

12
、
17
、
Ⅲ
│

10
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
作
品
が
、「
イ
エ
ズ
ス
会
神
話
」
の
影
響
の
も
と
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
の
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あ
ら
わ
れ
で
あ
る
（
154
）。

マ
リ
ア
会
の
修
道
士
ら
が
、『
ト
バ
エ
』（
図
２
）
で
、
カ

ラ
ス
と
と
も
に
来
日
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る

が
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
に
も
カ
ラ
ス
は
、
各
所
に
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
教
会
関
係
者
を
「
ね
ず
みR

at

」（
Ｖ
│

11
）
や
「
ゴ
キ
ブ
リC

afard

」

（
Ⅲ
│

３
、
Ⅴ
│

５
、
11
、
19
）
に
例
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
フ
ラ

ン
ス
本
国
で
使
わ
れ
て
い
た
聖
職
者
批
判
の
コ
ー
ド
を
ビ
ゴ
ー
が
受
け
入
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
155
）。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
彼
の
諷
刺
画
が
当
時
の
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
の

実
態
を
リ
ア
ル
に
批
判
す
る
こ
と
を
試
み
た
作
品
と
い
う
よ
り
も
、
本
国
フ
ラ

ン
ス
の
反
教
権
的
諷
刺
画
の
影
響
下
に
ビ
ゴ
ー
が
空
想
を
め
ぐ
ら
せ
て
描
い
た

作
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
は
、

彼
の
反
教
権
主
義
が
先
立
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
敵
意
だ
け
が
目
立
っ
て

い
た
た
め
、
そ
の
作
品
を
歓
迎
し
て
い
た
も
の
は
、
ミ
シ
ョ
ー
な
ど
彼
と
同
様

の
意
見
を
も
つ
フ
ラ
ン
ス
人
に
限
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
八
九
三
年
に
エ

ヴ
ラ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
に
一
時
帰
国
を
し
た
時
、
多
く
の
知
人
が
見
送
り
に
訪

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
（
156
）、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
が
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
信
用
を
落
と
す

こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
彼
を
直
接
知
る
者
に
は
、

そ
れ
ら
は
根
拠
の
な
い
中
傷
と
し
て
し
か
受
け
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
諷
刺
し
た
ビ
ゴ
ー
の
作
品
が
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
ど

の
よ
う
な
反
響
を
呼
ん
で
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
す
で
に
『
ト
バ
エ
』
に

お
い
て
マ
リ
ア
会
に
対
す
る
諷
刺
画
が
発
表
さ
れ
た
後
、
彼
が
教
会
関
係
者
か

ら
要
注
意
人
物
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル

に
対
す
る
諷
刺
活
動
も
当
初
か
ら
注
視
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
東
京
大
司
教

区
か
ら
パ
リ
外
国
宣
教
会
本
部
に
送
ら
れ
た
一
八
九
二
年
度
の
報
告
書
で
は
、

暁
星
学
校
が
「
宗
教
の
憎
悪
か
ら
こ
れ
を
害
し
よ
う
と
務
め
る
卑
劣
な
圧
力
」

を
蒙
っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
（
157
）、

こ
の
年
、
反
教
権
主
義
者
か
ら

執
拗
に
攻
撃
を
受
け
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
エ
ヴ
ラ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
報
告
書
の
こ
の
箇
所
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
対
す
る
批
判
に
関
し
て
直

接
的
な
言
及
を
避
け
る
た
め
、
暁
星
学
校
に
向
け
ら
れ
た
攻
撃
に
仮
託
し
て
言

及
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教
は
、
こ
の

一
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
や
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
と
深
く

関
わ
る
出
来
事
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
発
言
が
思
わ
ぬ
反
響
を

も
た
ら
す
こ
と
を
懸
念
し
て
、
外
部
に
知
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
本
部
へ
の
公

式
報
告
に
直
截
に
記
す
こ
と
を
憚
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

フ
ラ
ン
ス
公
使
館
で
は
、
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
公
使
や
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ

ン
シ
ー
代
理
公
使
が
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
活
動
を
敵
視
し
て
き
た
こ
と
は
す
で
に

見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
（
158
）、
特
に
後
者
は
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
に
関
す
る
外
交

報
告
書
を
作
成
し
、
ビ
ゴ
ー
を
イ
ン
ド
シ
ナ
の
裁
判
所
に
召
喚
し
て
、
公
使
館

へ
の
名
誉
毀
損
罪
で
訴
え
る
こ
と
を
外
務
大
臣
に
具
申
し
て
い
る
（
159
）。
こ
の
よ
う

な
措
置
は
、
結
局
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
、

『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
刊
行
後
に
も
、
ビ
ゴ
ー
の
動
向
に
関
心
を
失
う
こ
と
は
な
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か
っ
た
。
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
後
任
者
で
あ
る
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ル
マ
ン

（Jules H
arm

and

）
全
権
公
使
は
、
日
清
戦
争
時
の
ビ
ゴ
ー
の
取
材
記
者
と
し
て

の
中
国
大
陸
行
き
（
160
）や
彼
の
諷
刺
画
集
の
発
行
に
関
し
て
、
外
交
報
告
書
で
言
及

を
行
っ
て
い
る
が
、
後
者
に
関
す
る
報
告
（
一
八
九
五
年
）
で
は
、
ビ
ゴ
ー
に

つ
い
て
、「
外
務
省
内
で
は
そ
の
名
は
あ
ま
り
好
感
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
そ
の
芸
術
家
的
才
能
は
議
論
の
余
地
の
な
い
」
人
物
と
記
し
て
い
る
（
161
）。

お
わ
り
に

　

本
論
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
に
対
す
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ

ゴ
ー
の
諷
刺
活
動
を
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
の
中
の
反
教
権
的
動
向
の
中
で
捉

え
、
そ
の
作
品
の
内
容
と
反
響
を
一
瞥
し
て
き
た
。
ビ
ゴ
ー
は
、
現
在
、
明
治

日
本
の
社
会
や
風
俗
の
鋭
い
観
察
者
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
、
彼
の
諷
刺
画
は
、

自
由
民
権
運
動
に
対
す
る
彼
の
共
感
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
由
と
平
等
を

重
視
す
る
共
和
主
義
的
理
念
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
き
た
点
が
評
価
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
彼
の
政
治
的
立
場
は
、
同
時
代
の
本
国
フ
ラ
ン
ス
の
共
和
主
義

者
と
同
様
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
批
判
的
な
も
の
で
あ
り
、
同
国
人
の
聖
職

者
に
対
す
る
敵
意
に
満
ち
た
諷
刺
活
動
も
彼
の
一
面
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

ビ
ゴ
ー
の
反
教
権
的
諷
刺
画
は
、
彼
の
才
気
を
十
二
分
に
示
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
現
実
に
即
し
た
批
判
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
一
人
合
点
な
諷
刺
と
し

て
批
評
性
を
失
い
、
自
己
完
結
し
て
い
る
面
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

彼
の
作
品
の
批
判
対
象
に
な
っ
た
側
が
、
彼
の
無
理
解
を
指
摘
し
、
作
者
に
軽

侮
の
念
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

彼
の
作
品
が
、
反
感
を
抱
い
た
読
者
に
対
し
て
も
強
い
印
象
を
与
え
て
い
た
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
こ
に
諷
刺
画
家
と
し
て
の
彼
の
優
れ
た
力
量
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ビ
ゴ
ー
ら
反
教
権
主
義
者
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
達
を
反
共
和
主
義
的
、

反
フ
ラ
ン
ス
的
存
在
と
み
な
し
て
非
難
し
て
い
た
が
、
一
方
、
在
日
フ
ラ
ン
ス

公
使
館
は
彼
ら
を
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
普
及
者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
。
こ

の
評
価
の
対
立
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
同
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
で

あ
る
と
い
う
宣
教
師
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
二
重
性
ゆ
え
の
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
期
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
反
教
権
主
義
批
判
は
、
宣
教
師
の
「
フ

ラ
ン
ス
人
」
と
し
て
の
国
民
性
が
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
に
お
い
て
問
題
化

し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。

謝
辞

　
　

本
論
は
、
筆
者
が
フ
ラ
ン
ス
で
発
表
し
た
二
つ
の
小
論
を
土
台
に
、
大
幅
な

加
筆
及
び
訂
正
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
発
表
の
場
を
い
た

だ
い
た
「
学
際
的
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
（
E　
I　
R　
I　
S
）」
の
コ
ロ

ッ
ク
（
二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
三
日
）
と
、「
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
・
文
化
変
容

に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
C　
R　
E　
D　
I　
C
）」
の
コ
ロ
ッ
ク
（
二

〇
〇
八
年
八
月
三
十
日
）
の
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

A
tsushi, Y

am
anashi, “G

eorges B
igot et les caricatures anticléricales contre 
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la S
ociété de M

arie,” R
idiculosa, n° 15, 2008, pp. 373–383. Id., “L

es 

caricatures anticléricales de G
eorges B

igot contre le P
ère E

vrard (M
issions 

É
trangères de P

aris) à la fin du X
IX

èm
e siècle au Japon,” Im

ages et 

diffusion du christianism
e. Im

ages et expressions graphiques en contexte 

m
issionnaire, Paris: K

arthala (à paraître).

　
　

本
論
は
、
ビ
ゴ
ー
研
究
者
の
方
々
の
先
行
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
ビ

ゴ
ー
作
品
の
調
査
は
、
横
浜
開
港
資
料
館
と
伊
丹
市
立
美
術
館
で
行
わ
せ
て
頂

い
た
。
本
論
に
掲
載
し
た
図
版
に
関
し
て
は
、『
ト
バ
エ
』
第
四
一
号
は
マ
リ

ア
会
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
原
書
を
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』（
第
二
期
）
の
第
二
号

か
ら
第
五
号
ま
で
は
横
浜
開
港
資
料
館
の
複
製
資
料
を
、
第
六
号
に
関
し
て
は

伊
丹
市
立
美
術
館
の
原
書
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
い
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
コ
ン
ブ
を

描
い
た
ビ
ゴ
ー
の
作
品
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
諷
刺
画
研
究
者
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
ワ
ジ

ー
（G

uillaum
e D

oizy

）
氏
の
個
人
所
蔵
の
も
の
で
あ
り
、
本
論
で
の
掲
載
に

あ
た
っ
て
は
同
氏
の
御
厚
意
に
与
っ
た
。

　
　

フ
ェ
リ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ

ー
の
肖
像
写
真
は
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
リ
外
国
宣
教
会
文
書
室
と
フ
ラ
ン
ス
外
務
省

史
料
館
の
所
蔵
の
も
の
を
使
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

注（
１
）　

東
京
都
写
真
美
術
館
、
東
京
新
聞
企
画
・
構
成
・
カ
タ
ロ
グ
編
集
『
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
展
：
碧
眼
の
浮
世
絵
師
が
斬
る
明
治
』
東
京
新
聞
、
二
〇
〇

九
年
、
一
一
二
頁
。

（
２
）　

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
対
立
関

係
に
関
し
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
谷
川
稔
『
十
字
架
と
三
色
旗

│
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
ク
ロ
ー

ド
・
ラ
ン
グ
ロ
ワ
（
谷
川
稔
訳
）「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
反
教
権
＝
世
俗
派
」

ピ
エ
ー
ル
・
ノ
ラ
編
『
記
憶
の
場
│
フ
ラ
ン
ス
国
民
意
識
の
文
化
＝
社
会
史
』

第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

（
３
）　

C
ornevin, H

élène., “D
e la gravure à la caricature: le Japon de M

eiji vu 

par G
eorges B

igot,” E
thnographie, vol. 86, n° 108, 1990, pp. 187–188.

な
お
、

こ
の
論
文
の
邦
訳
版
（
下
記
）
は
完
訳
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
諷

刺
に
関
し
て
言
及
さ
れ
た
箇
所
は
、
省
略
さ
れ
て
い
る
。
エ
レ
ー
ヌ
・
コ
ル
ヌ

ヴ
ァ
ン
（
橋
爪
正
子
訳
）「
版
画
か
ら
漫
画
ま
で
│
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
の

見
た
明
治
の
日
本
」
清
水
勲
編
『
続
ビ
ゴ
ー
日
本
素
描
集
』
岩
波
書
店
（
岩
波

文
庫
）、
一
九
九
二
年
。

（
４
）　

第
三
共
和
政
期
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
に
お
け
る
反
教
権
主
義
の
多
様
な
展

開
を
扱
っ
た
近
年
の
研
究
に
、
下
記
の
も
の
が
あ
る
。D

elisle, P
hilippe (sous 

la dir.), L’A
nticléricalism

e dans les colonies françaises sous la Troisièm
e 

R
épublique, Paris: les Indes savantes, 2009.

（
５
）　

海
老
沢
有
道
「
明
治
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
史
的
比
較
」『
維
新
変
革
期
と

キ
リ
ス
ト
教
』
新
生
社
、
一
九
六
八
年
、
四
七
一
頁
。

（
６
）　

明
治
時
代
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
著

名
な
人
物
に
は
、
森
鷗
外
（
小
倉
教
会
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ベ
ル
ト
ラ
ン
神
父
）、

島
崎
藤
村
（
仙
台
元
寺
小
路
教
会
の
ク
ロ
ー
ド
・
ジ
ャ
ッ
ケ
神
父
）、
大
川
周

明
（
鶴
岡
天
主
公
教
会
の
ル
イ
・
マ
ト
ン
神
父
）
な
ど
が
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
）。
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（
７
）　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
も
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
普
及
者
と
し
て
自
己

の
果
た
し
て
い
る
役
割
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。R

olland, E
dm

ond., “L
e 

F
rançais au Japon,” B

ulletin de l’A
lliance F

rançaise, n° 127, 15 janvier 

1912, pp. 5–6.

（
８
）　

来
日
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
大
部
分
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ

っ
た
が
、
ベ
ル
ギ
ー
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
出
身
者
も
少
数
存
在
し
て
い

た
。

（
９
）　

澤
護
『
横
浜
居
留
地
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
』
敬
愛
大
学
経
済
文
化
研
究
所
、

一
九
九
八
年
、
九
五
│
一
〇
七
頁
。
な
お
、
同
書
（
五
頁
）
に
よ
る
と
、
一
八

八
〇
年
の
横
浜
居
留
地
の
フ
ラ
ン
ス
人
数
は
、
一
〇
二
名
で
あ
る
（
イ
ギ
リ
ス

人
は
五
六
七
名
、
ア
メ
リ
カ
人
は
二
五
〇
名
）。

（
10
）　

蛯
原
八
郎
『
日
本
欧
字
新
聞
雑
誌
史
』
大
誠
堂
、
一
九
三
四
年
、
八
七
│

九
一
頁
。
蛯
原
は
、『
エ
コ
ー
』
紙
が
日
本
政
府
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
っ
た

と
同
紙
の
穏
健
的
な
論
調
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
11
）　
『
エ
コ
ー
』
や
『
ク
ー
リ
エ
』
を
滞
日
中
に
目
に
す
る
機
会
を
も
っ
て
い

た
フ
ラ
ン
ス
人
旅
行
者
の
著
書
に
下
記
の
も
の
が
あ
る
。
エ
ド
モ
ン
・
コ
ト
ー

（
幸
田
礼
雅
訳
）『
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ャ
ポ
ン
：
青
い
目
の
見
た
文
明
開
化
』

新
評
論
、
一
九
九
二
年
、
六
七
頁
。V

erschuur, G
errit., A

ux colonies d’A
sie 

et dans l’O
céan Indien, Paris: H

achette, 1900, p. 104. M
ichel, E

rnest., L
e 

To
u

r d
u

 m
o

n
d

e en
 2

4
0

 jo
u

rs: C
a

n
a

d
a

, E
ta

ts-U
n

is, Ja
p

o
n

, C
h

in
e et 

H
indoustan, Tom

e I, N
ice: librairie du patronage de S

aint-P
ierre, 1882, p. 

201.

（
12
）　

L’E
cho du Japon, n° 2987, 18 décem

bre 1879, pp. 1–2.

（
13
）　

マ
ラ
ン
と
親
し
か
っ
た
あ
る
日
本
人
信
者
は
、
後
年
の
回
想
で
、
マ
ラ
ン

が
普
仏
戦
争
の
勝
者
で
あ
る
ド
イ
ツ
に
対
し
て
反
感
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
人
に
対
し
て
敵
対
的
な
行
為
を
取
る
よ
う
な
偏

狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
が
身
よ
り
の
な
い

ド
イ
ツ
人
の
老
聖
職
者
を
養
っ
て
い
た
人
格
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

廣
田
星
橋
「
昔
の
教
会
と
マ
ラ
ン
師
」『
子
羊
』
第
四
巻
、
第
十
号
、
一
九
二

六
年
、
三
〇
│
三
一
頁
。

（
14
）　

ド
・
ロ
神
父
に
関
し
て
は
、
片
岡
弥
吉
の
評
伝
（『
あ
る
明
治
の
福
祉

像
：
ド
・
ロ
神
父
の
生
涯
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
）
や
原
聖
氏

の
研
究
（「
ド
ロ
神
父
の
絵
解
き
」『
女
子
美
術
大
学
紀
要
』
第
二
六
号
、
一
九

九
六
年
）
が
存
在
す
る
。

（
15
）　

L’E
cho du Japon ﹇E

dition de la M
alle

﹈,  7 février 1880, p. 4.

（
16
）　

あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
旅
行
者
は
、
滞
日
中
、『
エ
コ
ー
』
紙
の
経
営
者
が
彼

の
為
に
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
の
下
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
た
日
本
人
を
旅

行
案
内
人
に
雇
っ
て
く
れ
た
と
旅
行
記
に
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
『
エ
コ
ー
』
紙
の
関
係
者
が
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。C

habrand, E
m

ile., D
e B

arcelonnette au M
exique: 

Inde-B
irm

anie-C
hine-Japon-É

tats-U
nis, P

aris: E
. P

lon, N
ourrit et cie., 

1892, p. 194.

（
17
）　

E
v

rard, F
élix

., C
o

u
rs d

e la
n

g
u

e ja
p

o
n

a
ise en

 so
ixa

n
te leço

n
s, 

Y
okoham

a: Im
pr. de “l’E

cho du Japon,” 1874.

（
18
）　

著
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
こ
の
マ
ラ
ン
の
旅
行
記
は
、『
北
日
本
旅
行
記　

V
oyages dans le N

ord du Japon

』
と
い
う
書
名
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
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B
eillevaire, P

atrick., L
e Japon en langue française: ouvrages et articles 

publiés de 1850 à 1945, Paris: E
d. K

im
é, 1993, pp. 18–19. 

澤
護
、
前
掲
書
、

一
〇
三
頁
。
こ
の
旅
行
記
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』

誌
に
一
八
七
四
年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、「
函
館
か
ら
横
浜
ま
で
│
Ｊ
・

Ｍ
・
マ
ラ
ン
の
旅
日
記
」
と
い
う
題
で
連
載
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
語
版
の
同
紙

（D
ie K

atholischen M
issionen

）
に
翻
訳
さ
れ
た
独
訳
版
か
ら
の
邦
訳
が
存
在

す
る
。
Ｊ
・
Ｍ
・
マ
ラ
ン
（
Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
訳
）「
東
北
紀
行
（
明
治
五
年
）

│
函
館
よ
り
江
戸
へ
」『
宣
教
師
の
見
た
明
治
の
頃
』
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究

会
、
一
九
六
八
年
。

（
19
）　

M
issions étrangères de P

aris, B
ibliographie: m

issions étrangères &
 

langues orientales: contribution de la Société des m
issions étrangères à la 

connaissance de 60 langues d’A
sie, Paris: L’H

arm
attan, 1997, p. 58. C

f. L
es 

M
issions C

atholique, n° 612, 25 février 1881, p. 96.

（
20
）　

L’E
cho du Japon ﹇E

dition de la M
alle

﹈, 10 janvier; 24 Janvier 1880.

（
21
）　

こ
の
『
ク
ー
リ
エ
』
に
よ
る
マ
ラ
ン
神
父
批
判
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
反

教
権
主
義
の
雑
誌
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。“C

hronique,” L’A
nti-clérical, n°

106, 2 novem
bre 1880, p. 698.

（
22
）　

L’E
cho du Japon, n° 3218, 21 septem

bre 1880; n° 3221, 24 septem
bre 

1880; n° 3226, 30 septem
bre 1880.

（
23
）　

Ibid., n° 3221, 24 septem
bre 1880. 

あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
旅
行
者
は
、
ジ
ュ

ス
ラ
ン
横
浜
領
事
の
こ
と
を
「
共
和
主
義
者
で
は
あ
る
が
、
常
に
国
家
的
な
栄

光
で
あ
る
宣
教
師
を
保
護
し
て
き
た
」
人
物
と
評
し
て
い
る
。M

ichel, E
rnest., 

op.cit., p. 277.

（
24
）　

A
rchives de la S

ociété des M
issions E

trangères de P
aris (A

S
M

E
P

), 

C
arton 573, F

élix M
idon à H

enri A
rm

bruster, Y
okoham

a, 26 août 1880. 

P
ierre M

arie O
souf à la S

upérieur G
énéral de la S

ociété, T
ôkyô, 19 

novem
bre 1880. 

マ
ラ
ン
が
横
浜
の
教
会
の
説
教
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
対
教
会

政
策
を
批
判
し
た
と
い
う
話
が
本
国
に
伝
わ
り
、
海
軍
大
臣
が
パ
リ
の
宣
教
会

本
部
に
マ
ラ
ン
の
更
迭
を
求
め
た
と
い
う
事
情
が
、
彼
の
異
動
の
背
景
に
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。A

S
M

E
P, Fiche individuelle (notice biographique), Jean-

M
arie M

arin.

（
25
）　

U
n prêtre des M

issions E
trangères de Paris, m

issionnaire à Tokyo, “L
a 

M
ission de Tokyo,” L

es M
issions C

atholiques, n° 2692, 14 janvier 1921, p. 

20. 

こ
の
匿
名
論
文
の
筆
者
は
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ド
ラ
エ
神
父
（
パ
リ
外
国
宣

教
会
）
で
あ
る
。

（
26
）　

B
astide, L

ouis., M
on prem

ier séjour au Japon (1880–1882): M
ém

oires 

d’un vice-consul, D
ijon: Im

pr. de E
. Jacquot, 1911, p. 66.

（
27
）　

H
.B

ouvet

と
い
う
横
浜
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
『
エ
コ
ー
』
へ
の
投
稿
文
。

L’E
cho du Japon ﹇E

dition de la M
alle

﹈, 7 février 1880, p. 4.

（
28
）　

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
参
加
し
た
廉
で
国
外
追
放
に
な
っ
た
あ
る
元
コ
ミ

ュ
ナ
ー
ル
（
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ピ
サ
ー
ル
）
が
、
明
治
政
府
（
工
部

省
）
で
御
雇
外
国
人
と
し
て
働
い
て
い
た
と
い
う
例
も
あ
っ
た
。
木
下
賢
一

「
お
雇
い
外
国
人
に
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
」『
駿
台
史
學
』
第
七
九
号
、
一
九

九
〇
年
。

（
29
）　

R
onsay, Jeanne., “U

n peintre F
rançais au Japon: G

eorges B
igot,” 

F
rance-Japon, n° 9, 1935, p. 199. C

ornevin, H
élène., “G

eorges B
igot (1860
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–1927),” H
o

m
m

es et d
estin

es, T
om

e V
I (A

sie), P
aris: A

cadém
ie des 

sciences d’outre-m
er, 1985, p. 37.

（
30
）　

L
eroy, M

ichel., L
e m

ythe jésuite de B
éranger à M

ichelet, Paris: P
resses 

universitaires de France, 1992, pp. 331–334. 

林
田
遼
右
『
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
と
い

う
詩
人
が
い
た
：
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ブ
ル
ボ
ン
復
古
王
朝
ま
で
』
新
潮
社
、

一
九
九
四
年
、
一
三
八
│
一
四
六
頁
。

（
31
）　

清
水
勲
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
「
ビ
ゴ
ー
小
伝
」
清
水
勲
編
『
ビ

ゴ
ー
日
本
素
描
集
』
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）、
一
九
八
六
年
、
一
五
〇
頁
。

以
下
、
本
論
で
は
ビ
ゴ
ー
の
伝
記
的
事
実
に
関
し
て
同
書
に
多
く
を
負
っ
て
い

る
。

（
32
）　

な
お
、
ビ
ゴ
ー
は
、『
ト
バ
エ
』
で
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
士
も
取

り
上
げ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
だ
け
が
、
キ
リ
ス
ト
教

関
係
で
彼
の
諷
刺
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
清
水
勲
『
ビ
ゴ
ー

が
見
た
明
治
職
業
事
情
』
講
談
社
（
講
談
社
学
術
文
庫
）、
二
〇
〇
九
年
、
一

八
│
一
九
頁
。

（
33
）　

一
八
八
七
年
に
刊
行
を
開
始
し
た
『
ト
バ
エ
』（
第
二
期
）
で
、
ビ
ゴ
ー

は
日
本
社
会
の
世
相
を
鋭
く
諷
刺
し
て
い
た
が
、
エ
レ
ー
ヌ
・
コ
ル
ヌ
ヴ
ァ
ン

は
、
マ
リ
ア
会
の
批
判
の
掲
載
さ
れ
た
第
四
一
号
か
ら
、「『
ト
バ
エ
』
は
む
し

ろ
外
国
人
居
留
地
に
ぬ
く
ぬ
く
と
暮
ら
す
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
を
標
的
と
す
る
よ

う
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
エ
レ
ー
ヌ
・
コ
ル
ヌ
ヴ
ァ
ン
、
前
掲
論
文
、

二
二
一
頁
。
た
だ
、
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
に
関
し
て
い
え
ば
、
彼
ら
は
来
日
当

初
か
ら
質
素
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
は
、
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
34
）　

マ
リ
ア
会
に
関
し
て
は
、
下
記
の
文
献
を
参
照
。
マ
リ
ア
会
日
本
管
区
本

部
編
『
マ
リ
ア
会
日
本
渡
来
八
十
年
』
マ
リ
ア
会
出
版
部
、
一
九
六
八
年
。
マ

リ
ア
会
日
本
管
区
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
マ
リ
ア
会
日
本
管
区
一
〇
〇

年
の
あ
ゆ
み
：
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
│
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年

（
歴
史
編
）』
燦
葉
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
35
）　

C
f. L

equeux, M
., “N

ote sur l’enseignem
ent du français au Japon,” 

B
ulletin de l’A

lliance F
rançaise, n° 26, 1888, p. 200. 

ビ
ゴ
ー
は
、
ア
リ
ア
ン

ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
会
員
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
会
報
の
記
事
を
読
ん
で
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
降
の
同
会
の
会
報
記
事
で
は
、
マ
リ
ア
会

の
修
道
士
を
指
す
の
に
「M

arianiste

」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

（
36
）　

ビ
ゴ
ー
は
、
こ
こ
で
「
到
着
」
を
表
す
フ
ラ
ン
ス
語
に
「A

rrivage

」
の

語
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
名
詞
は
、
通
常
、
荷
物
の
「
到
着
」

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ビ
ゴ
ー
が
マ
リ
ア
会
の
来
日
に
対
し
て
こ

の
語
を
使
用
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
同
会
へ
の
侮
蔑
を
表
し
た
も
の
と
い
え

る
。

（
37
）　

L
alouette, Jacqueline., L

a R
épublique anticléricale, X

IX
e–X

X
e siècles, 

Pari: S
euil, 2002, pp. 318–320.

（
38
）　

D
ixm

ier, M
ichel., L

alouette, Jacqueline., et P
asam

onik, D
idier., L

a 

R
épublique et l’É

glise: Im
ages d’une querelle, Paris: L

a M
artinière, 2005, 

p. 9. 

第
三
共
和
政
期
フ
ラ
ン
ス
の
反
教
権
主
義
的
諷
刺
画
に
関
す
る
近
年
の
研

究
に
は
、
こ
の
研
究
書
の
他
に
下
記
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。D

oizy, 

G
uillaum

e., À
 bas la calotte !: la caricature anticléricale et la séparation 

des É
glises et de l’E

tat, Paris: E
ditions A

lternatives, 2005. C
f. S

aint-M
artin, 
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Isabelle., “L
a C

aricature anticléricale sous la IIIe R
épublique,” A

rchives des 

Sciences Sociales des R
eligions, n° 134, 2006.

（
39
）　

清
水
勲
「
解
題
」
芳
賀
徹
他
編
『
ビ
ゴ
ー
素
描
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
明
治
の

世
相
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
四
四
頁
。

（
40
）　

ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
創
立
期
を
扱
っ
た
研
究
に
関
し
て
は
、

以
下
の
文
献
が
あ
る
。
西
山
教
行
「
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
成
立
に
つ

い
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
考
察
」E

tudes didactiques du F
L

E
 au Japon, n°8, 

1999. C
haubet, François., L

a politique culturelle française et la diplom
atie 

de la langue: L’A
lliance F

rançaise (1883–1940), Paris: L’H
arm

attan, 2006.

（
41
）　

B
ulletin de l’A

lliance F
rançaise, n° 11–12, 1886, p. 150. Ibid., n° 18–

19, 1887, p. 197.

（
42
）　

Ibid., n° 42, 1892, p. 124; n° 43, 1893, p. 39.

（
43
）　

Ibid., n° 20, 1887, p. 292.

（
44
）　

A
m

brogio, A
lbano (ed.), L

e centenaire de l’arrivée des M
arianistes au 

Japon 1887–1987: L
ettres et docum

ents des A
G

M
A

R
, 1885–1889, R

om
e: 

A
rchives G

énérales M
arianistes, 1985, pp. 162–163.

（
45
）　

一
八
八
五
年
、
ピ
エ
ー
ル
・
マ
リ
・
オ
ズ
ー
フ
司
教
が
、
教
皇
レ
オ
十
三

世
の
親
書
を
明
治
天
皇
に
捧
呈
す
る
た
め
、
皇
居
に
参
内
し
た
時
、
シ
ェ
ン
キ

ヴ
ィ
ッ
チ
が
同
行
し
て
い
る
。
高
木
一
雄
『
日
本
・
ヴ
ァ
チ
カ
ン
外
交
史
』
聖

母
の
騎
士
社
、
一
九
八
四
年
、
二
六
五
│
二
七
一
頁
。

（
46
）　

A
rch

iv
es d

u
 m

in
istère d

es A
ffaires étran

g
ères (A

M
A

E
), 

C
orrespondance Politique (C

P
), Japon, V

ol. 32, D
irection Politique (D

P
) n°

6, J. A
. S

ienkiew
icz au M

inistre des A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 17 octobre 

1886. 

松
村
菅
和
、
女
子
カ
ル
メ
ル
修
道
会
共
訳
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報

告
』
第
一
巻
、
聖
母
の
騎
士
社
、
一
九
九
六
年
、
一
四
四
頁
。

（
47
）　

エ
レ
ー
ヌ
・
コ
ル
ヌ
ヴ
ァ
ン
、
前
掲
論
文
、
三
八
頁
。
清
水
勲
「『
ト
バ

エ
』
の
全
体
像
」
清
水
勲
編
『
明
治
の
面
影
：
フ
ラ
ン
ス
人
画
家　

ビ
ゴ
ー
の

世
界
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
六
四
頁
。

（
48
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon, V

ol. 35, D
P

 n° 185, Joseph A
dam

 S
ienkiew

icz au 

M
inistre des A

ffaires étrangères, T
ôkyô, 4 septem

bre 1891.

（
49
）　

L
ebon, P

ierre., “L’Œ
uvre pédagogique des M

arianistes F
rançais au 

Japon”, B
ulletin de la Société franco-japonaise de Paris, n° 11, 1908, p. 21. 

ル
ボ
ン
は
、
マ
リ
ア
会
本
部
で
会
報
の
編
集
な
ど
を
行
っ
て
い
た
修
道
士
で
滞

日
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
本
部
に
資
料
と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
『
ト

バ
エ
』
を
見
る
機
会
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ル
ボ
ン
は
、
教
会

関
係
者
を
前
に
行
っ
た
講
演
で
も
、
暁
星
学
校
が
創
設
間
も
な
い
時
期
に
「
あ

か
ら
さ
ま
な
反
宗
教
的
な
敵
意
」
に
出
会
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。Id., “L’

A
postolat par l’éducation au Japon,” R

evue du clergé français, n° 315, 

1908, p. 475.

（
50
）　

C
om

pagnon, P
ierre., “L

es collèges des M
arianistes au Japon,” A

nnales 

des M
issions E

trangères de Paris, n° 64, 1908, pp. 207–208.　

な
お
、
コ
ン

パ
ニ
ョ
ン
は
、
一
八
八
五
年
に
来
日
し
、
一
八
八
九
年
に
宣
教
会
の
本
部
勤
務

を
命
じ
ら
れ
て
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
宣
教
師
で
あ
り
、
マ
リ
ア
会
を
諷
刺
し

た
『
ト
バ
エ
』
の
発
行
を
同
時
代
に
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
51
）　
「
暁
星
学
校
が
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
に
専
心
す
る
学
校
な
ら
、
父
兄
は
学
校

に
子
供
を
送
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
や
英
語
を
教
え
る
学
校
で
あ
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る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
画
は
、
学
校
に
と
っ
て
い
い
宣
伝
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
」。C

lavery, E
douard., E

xtrêm
e-O

rient 1940, Paris: L
es 

P
resses m

oderne palais-royale, 1940, pp. 47–48.

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
の
触
れ
た

ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
の
著
書
は
、L

e G
rand D

ram
e de l’A

sie (Paris, 

F
lam

m
arion, 1938)

で
あ
る
。

（
52
）　

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
一
九
三
五
年
に
日
本
版
画
に
関
す
る
著
書
（L’A

rt 

d
es esta

m
p

es ja
p

o
n

a
ises en

 co
u

leu
rs, 1

6
8

0
–

1
9

3
5, P

aris: les P
resses 

m
odernes, 1935

）
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
で
は
ビ
ゴ
ー
の
作
品
に
触
れ

て
い
な
い
。

（
53
）　
「
ポ
タ
ン
」
は
、
噂
話
、
ゴ
シ
ッ
プ
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
。

（
54
）　

芳
賀
徹
他
編
『
ワ
ー
グ
マ
ン
素
描
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
幕
末
維
新
事
件
帖
ほ

か
』
下
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
二
八
、
三
〇
、
一
〇
二
頁
。

（
55
）　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
項
目
に
取
り
上
げ
て
い
る
事
典
に
は
、
下
記
の
も
の
な
ど

が
あ
る
。
青
山
玄
「
エ
ヴ
ラ
ー
ル
」『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文

館
、
一
九
八
八
年
、
一
八
八
│
一
八
九
頁
。
本
井
康
博
「
エ
ブ
ラ
ー
ル
」『
新

潟
県
大
百
科
事
典
』
別
巻
、
新
潟
日
報
事
業
社
、
一
九
七
七
年
、
四
九
頁
。

（
56
）　

山
本
四
郎
『
評
伝
原
敬
』
上
巻
、
東
京
創
元
社
、
一
九
九
七
年
、
三
六
│

四
〇
頁
。
前
田
蓮
山
『
原
敬
伝
』
上
巻
、
高
山
書
店
、
一
九
四
三
年
、
一
四
五

│
一
五
五
頁
。
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
原
敬
の
上
海
滞
在
時
、
彼
に
手
紙
（
一
八
八

四
年
四
月
三
十
日
）
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
文
面
は
原
を
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

と
し
て
気
遣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
原
敬
文
書
研
究
会
編
『
原
敬
関
係
文
書
』
第

三
巻
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
五
年
、
五
四
三
頁
。
な
お
、
原
が
明
治

初
年
に
一
時
期
学
ん
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
「
マ
リ
ン
塾
」
は
、
後
に
『
ク
ー
リ

エ
・
ド
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
』
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
・
マ

ラ
ン
神
父
（
本
論
第
一
章
）
が
開
い
て
い
た
私
塾
で
あ
る
。

（
57
）　

ヴ
ィ
リ
オ
ン
が
、
一
八
八
九
年
、
上
長
の
ミ
ド
ン
に
命
じ
ら
れ
て
、
京
都

か
ら
山
口
に
転
任
し
た
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。V

illion, A
im

é., C
inquante ans 

d’apostolat au Japon, H
ong K

ong: Im
prim

erie de la S
ociété des M

issions 

É
trangères, 1923, pp. 341–342. 

池
田
敏
雄
『
ビ
リ
オ
ン
神
父
：
現
代
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
の
柱
石
：
慶
応
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
史
を
背
景
に
』
中
央
出
版
社
、

一
九
六
五
年
、
三
一
一
│
三
一
二
頁
。

（
58
）　

一
九
〇
八
年
に
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
ア
ン
リ
・
ブ

シ
ェ
ー
も
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
死
去
し
た
時
、
ラ
テ
ン
語
の
日
記
（
一
九
一
九
年

五
月
四
日
）
に
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。「
エ
ヴ
ラ
ー
ル
師
死
去
。

修
道
者
の
友
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
多
く
の
修
道
会
が
日
本
に
く
る
よ
う
努
力
し

た
。
ま
た
長
年
の
あ
い
だ
大マ

マ
使
館
の
通
訳
を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
事
を
理
解
し
、

多
く
の
友
人
が
あ
っ
た
。
神
の
人
と
い
え
る
」
上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員

会
編
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
上
智
大
学
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
八

頁
。

（
59
）　

須
長
泰
一
「
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
見
た
明
治
初
期
の
日
本
│
私
立
新
潟
病

院
初
代
外
国
人
医
学
教
師
ヴ
ィ
ダ
ル
の
旅
行
記
『
新
潟
か
ら
江
戸
へ
（
日

本
）』」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
九
巻
、
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
、
五
〇
六

頁
。

（
60
）　

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
（
菅
沼
竜
太
郎
訳
）『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
上
巻
、
岩
波

書
店
（
岩
波
文
庫
）、
一
九
七
九
年
、
三
六
五
頁
。

（
61
）　

楠
家
重
敏
『
ネ
ズ
ミ
は
ま
だ
生
き
て
い
る
│
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
伝
記
』
雄
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ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

松
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
、
二
九
九
│
三
〇
〇
頁
。
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
一
八
八

六
年
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
共
に
羅
馬
字
学
会
の
委
員
に
立
候
補
し
て
お
り
、
こ

の
時
期
す
で
に
彼
と
の
交
友
関
係
は
結
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。「
羅
馬
字
会
の
事
務
委
員
候
補
者
」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
八
八
六
年
二
月

十
四
日
（『
新
聞
集
成　

明
治
編
年
史
』
第
六
巻
、
本
邦
書
籍
、
一
九
八
二
年
、

二
四
一
頁
）。

（
62
）　

長
岡
祥
三
訳
『
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
公
使
日
記
』
１
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
九
年
、
九
七
、
一
四
四
│
一
四
五
、
一
九
九
頁
。
長
岡
祥
三
、
福
永
郁

雄
共
訳
、
同
上
、
２
、
一
九
九
一
年
、
一
六
六
頁
。

（
63
）　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、
一
八
九
七
年
、『
国
民
之
友
』
の
英
語
版
『
フ
ァ
ー
・

イ
ー
ス
ト
』
に
日
本
社
会
の
現
況
に
関
す
る
仏
文
の
記
事
を
寄
稿
し
て
い
る
。

E
vrard, F

élix., “C
oup d’œ

il rétrospectif sur la situation im
périale jusqu’à 

nos jours,” T
he Far E

ast, V
ol. II, n° 9, septem

ber 1897, pp. 403–413; n° 10, 

october 1897, pp. 498–507.

（
64
）　
「
エ
フ
、
エ
ー
、
エ
ブ
ー
ラ
ル
氏
」
卯
九
会
編
『
内
地
雑
居
ニ
対
ス
ル
諸

大
家
之
意
見
』
後
編
、
広
益
図
書
、
一
八
九
九
年
（
稲
生
典
太
郎
編
『
内
地
雑

居
論
資
料
集
成
』
第
五
巻
〈
原
書
房
、
一
九
九
二
年
〉
に
収
録
）。

（
65
）　 

「
外
人
の
併
合
観
：
エ
ブ
ラ
ル
氏
談
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
三

十
日
。「
羅
馬
法
王
は
禱
ら
じ
」
同
上
、
一
九
一
一
年
十
月
十
四
日
。
な
お
、

『
読
売
新
聞
』
が
一
二
〇
〇
号
を
迎
え
る
時
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
同
新
聞
社
に
祝

辞
を
送
っ
て
い
る
。
同
上
、
一
九
一
〇
年
十
月
四
日
。

（
66
）　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
訪
問
記
者
に
対
し
て
、
か
つ
て

年
に
数
回
宮
中
に
上
が
っ
て
明
治
天
皇
に
拝
謁
す
る
機
会
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
語
っ
て
い
る
。「
老
宣
教
師
の
感
嘆
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
八
月

一
日
。

（
67
）　

注
（
17
）
前
掲
書
。

（
68
）　

M
om

otarô ou le prem
ier-né de la P

êche, T
ôkyô: K

ôbunsha, 1886. 

石

澤
小
枝
子
『
ち
り
め
ん
本
の
す
べ
て
：
明
治
の
欧
文
挿
絵
本
』（
第
二
版
）、
三

弥
井
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
二
頁
。

（
69
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon, V

ol. 35, D
P

 n°185, J. A
. S

ienkiew
icz au M

inistre 

des A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 4 octobre 1891. C
P, Japon, V

ol. 37, D
P

 n° 

93, V
ictor C

ollin de P
lancy au M

inistre des A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 22 

août 1892.

（
70
）　

A
M

A
E

, P
ap

ier A
g

en
ts (PA

), V
.C

o
llin

 d
e P

lan
cy, V

o
l. 4

, J. A
. 

S
ienkiew

icz à V. C
ollin de P

lancy, Paris, 27 juin, 1892. C
P, Japon 37, D

P
 n°

93, V. C
ollin de P

lancy au M
inistre des A

ffaires étrangères, T
ôkyô, 22 août 

1892.　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
は
一
九
〇
〇
年
に
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
授
与
さ

れ
て
い
る
。

（
71
）　
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
一
〇
八
、
一
二
五
│
一
二
六

頁
（
な
お
、
こ
の
翻
訳
書
で
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
名
前
が
、「
エ
ヴ
ラ
ー
ル
」、

「
エ
ヴ
ラ
ー
」、「
エ
ヴ
ラ
ル
」
な
ど
一
定
し
て
い
な
い
）。『
読
売
新
聞
』（
一
八

九
〇
年
七
月
二
十
五
日
）
の
雑
報
は
、
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
公
使
の
避
暑
に
も

エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
同
行
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
72
）　

松
風
編
「
偉
人
エ
ヴ
ラ
ル
師
断
片
：
日
本
の
開
化
に
隠
れ
た
功
績
」『
声
』

第
七
八
九
号
、
一
九
四
一
年
十
一
月
、
四
二
頁
。

（
73
）　

フ
ラ
ン
ス
の
第
二
次
軍
事
顧
問
団
の
一
員
と
し
て
、
一
八
七
六
年
か
ら
七
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八
年
ま
で
滞
日
し
た
ル
イ
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
は
、
そ
の
日
記
（
一
八
七
七
年
十

二
月
五
日
）
に
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
で
エ
ヴ
ラ
ー
ル
や
オ
ズ
ー
フ
神
父
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
と
も
に
、
大
久
保
利
通
や
伊
藤
博
文
と
会
食
を
し
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。K

reitm
ann, L

ouis., D
eux ans au Japon (1876–1878), Tom

e 1, 

M
arseille: à com

pte d’auteur, 1995, p. 127.　

ヴ
ィ
リ
オ
ン
神
父
は
、
浦
上
四

番
崩
れ
の
殉
教
者
の
墓
と
追
悼
碑
（
一
八
九
二
年
に
建
立
）
を
萩
に
設
立
す
る

こ
と
を
計
画
し
た
時
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
に
対
し
て
、
井
上
馨
か
ら
県
知
事
あ
て
に

推
薦
書
翰
を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
斡
旋
を
依
頼
し
て
い
る
。V

illion, 

A
im

é., op.cit., p. 387. 

池
田
敏
雄
、
前
掲
書
、
三
六
一
頁
。

（
74
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon, V

ol. 35, D
P

 n° 185, J. A
. S

ienkiew
icz au M

inistre 

des A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 4 octobre 1891.

（
75
）　

海
老
沢
有
道
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
、
一
八
七
一
年
当
時
、
日
本
の
官
憲
に

対
し
て
自
身
の
国
籍
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
プ
ロ
シ
ア
に
変
更
し
て
申
告
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
政
上
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
郷
里
の
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
、

普
仏
戦
争
の
敗
北
に
よ
り
プ
ロ
シ
ア
に
割
譲
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ

た
と
は
い
え
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
の
愛
国
心
を
特

に
強
く
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
海
老
沢
有
道
「
脱
走
切
支
丹
市
郎
右
衛
門
一
件
」『
維
新
変
革
期
と
キ

リ
ス
ト
教
』
新
生
社
、
一
九
六
八
年
、
二
四
〇
│
二
四
一
頁
。

（
76
）　
「
日
本
か
ら
の
手
紙
」
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
関
連
の
事
項
を
扱
っ
た
も

の
は
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
下
記
の
号
で
あ
る
。

一
八
九
一
年
十
一
月
十
七
日
、
十
二
月
三
日
、
十
二
日
、
一
八
九
二
年
一
月
十

四
日
、
二
月
十
一
日
、
十
六
日
、
二
十
日
、
四
月
九
日
、
三
十
日
、
五
月
二
十

六
日
、
六
月
八
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日
、
二
十
八
日
、
七
月
二
十
三
日
。
こ

の
内
、
一
八
九
一
年
十
一
月
十
七
日
の
通
信
文
が
函
館
教
区
の
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

司
教
、
一
八
九
二
年
の
一
月
七
日
の
通
信
文
が
マ
リ
ア
会
を
扱
っ
て
い
る
他
は
、

す
べ
て
エ
ヴ
ラ
ー
ル
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
77
）　

C
éard, Jean., “C

ollin de P
lancy,” Jacques A

lbin S
im

on, L
aplanche, 

F
rançois (sous la dir.), L

es Sciences R
eligieuses: L

es X
IX

e siècle 1800–

1914, Paris: B
eauchesne, 1992, pp. 153–154. 

床
鍋
剛
彦
「
訳
者
あ
と
が
き
」

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（
床
鍋
剛
彦
訳
、
吉
田
八
岑
協
力
）『
地
獄
の
辞

典
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
、
三
三
二
│
三
三
四
頁
。
た
だ
、「
フ
ラ
ン
ス
使

節
団
の
通
訳
と
し
て
北
京
に
渡
っ
た
」
と
い
う
ジ
ャ
ッ
ク
・
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ

ラ
ン
シ
ー
に
関
す
る
床
鍋
氏
の
記
述
は
、
外
交
通
訳
官
と
し
て
北
京
に
赴
任
し

た
息
子
と
の
混
同
か
ら
き
た
誤
り
で
あ
る
。

（
78
）　

L
em

aire, E
lisab

eth
., “L

e C
o

llèg
e d

e l’Im
m

acu
lée C

o
n

cep
tio

n 

(1852-1908),” B
ulletin de la Société historique et archéologique du X

V
èm

e 

arrondissem
ent de Paris, n° 9, 1997.

（
79
）　

“M
. C

ollin de P
lancy, C

om
m

issaire du gouvernem
ent français. 

S
atisfactions accordées à la M

ission,” A
nnales de la propagation de la Foi, 

n° 379, 1891, pp. 423–424. Teissier du C
ros, R

èm
y, “V

ictor C
ollin de 

P
lancy à S

eoul 1888–1906,” C
ulture coréenne, n° 52, 1999, pp. 16–22.

（
80
）　

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
と
彼
の
晩
年
に
至
る
ま
で

手
紙
（
一
九
一
八
年
八
月
十
八
日
付
の
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
書
簡
が
最
後
の
も
の
で

あ
る
）
を
交
換
し
て
お
り
、
彼
ら
が
日
本
滞
在
中
に
深
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。A

M
A

E
, PA

, V. C
ollin de P

lancy, V
ol. 9.
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（
81
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P, n° 25, 93, 95, V
. C

ollin de P
lancy au 

M
inistre des A

ffaires étrangères, T
ôkyô, 27 janvier, 22, 25 août 1892.

（
82
）　

ミ
シ
ョ
ー
が
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
に
送
っ
た
手
紙
（
一
八
九
一
年

十
一
月
十
一
日
付
）
と
同
内
容
の
公
使
館
批
判
が
「
日
本
か
ら
の
手
紙
」『
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』（
一
八
九
一
年
十
二
月
三
日
）
に
も

表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
日
本
か
ら
の
手
紙
」
の
通
信
に
は
、
匿
名
に
交
じ

っ
て
彼
の
実
名
で
通
信
文
（
一
八
九
二
年
七
月
十
二
日
、
十
一
月
十
六
日
）
が

送
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ミ
シ
ョ
ー
は
一
八
九
二
年
の
夏
に
日
本
を
離
れ
て
仏
領

イ
ン
ド
シ
ナ
に
移
っ
て
い
る
が
、「
Ｘ
」
署
名
の
「
日
本
か
ら
の
手
紙
」
も
同

時
期
に
終
了
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
ミ
シ
ョ
ー
が
匿
名
通
信
文
の
筆
者
と
考

え
ら
れ
る
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ

ン
』
に
筆
名
（「V

accarim
asen

わ
か
り
ま
せ
ん
」）
で
連
載
さ
れ
て
い
た
日
本

文
化
論
で
も
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
批
判
さ
れ
て
い
る
が
（
一
八
九
二
年
五
月
二
十
六

日
）、
こ
の
筆
名
で
書
か
れ
た
別
の
通
信
文
（
一
八
九
二
年
七
月
二
十
四
日
）

に
は
、
筆
者
が
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り
、
北
斎

に
関
す
る
伝
記
的
情
報
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
匿
名
の

筆
者
が
ミ
シ
ョ
ー
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
以
上
か
ら
し
て
、
ミ
シ
ョ
ー

が
『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
と
『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ

ン
』
の
匿
名
通
信
文
の
筆
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
83
）　

ミ
シ
ョ
ー
と
同
じ
く
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
協
力
者
で
あ
っ
た

林
忠
正
は
、
ミ
シ
ョ
ー
の
提
供
し
た
北
斎
に
関
す
る
情
報
が
誤
り
の
多
い
も
の

と
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
木
々
康
子
『
林
忠
正
と
そ
の
時
代
：
世
紀
末
の
パ

リ
と
日
本
美
術
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
七
五
頁
。

（
84
）　

P
roschan, F

rank., ““S
yphilis, O

piom
ania, and Pederasty”: C

olonial 

C
onstructions of V

ietnam
ese (and French) S

ocial D
iseases,” Journal of the 

H
istory of Sexuality, V

olum
e 11, n° 4, O

ctober 2002, p. 610.

（
85
）　

M
ichaut, Paul., C

ontribution à l’étude des m
anifestations de l’hystérie 

chez l’hom
m

e, Paris: G
. S

teinheil, 1890.　

ミ
シ
ョ
ー
の
没
年
は
わ
か
ら
な
い

が
、
彼
の
名
前
は
、
一
九
一
七
年
ま
で
医
師
の
年
鑑
（G

uide R
osenw

ald

）
に

現
れ
る
。
た
だ
、
一
九
二
二
年
の
年
鑑
に
は
、
彼
の
名
前
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、

恐
ら
く
、
一
九
一
八
年
か
ら
二
一
年
の
間
に
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
以
上
の
ミ
シ
ョ
ー
の
伝
記
的
事
実
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
医

歯
学
系
大
学
間
図
書
館
（
B　
I　
U　
M
）
の
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
・
モ
リ
ト
ー
ル

（B
ernadette M

olitor

）
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ミ
シ
ョ
ー
と
日
本
と
の

関
わ
り
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
86
）　

ミ
シ
ョ
ー
の
名
前
は
、
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
日
記
』
に
八

回
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
記
の
博
士
論
文
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
送
ら
れ
た
彼

の
書
簡
を
紹
介
し
て
い
る
。Takeo, Y

am
am

oto., «L’art japonais du X
V

IIIe 

siécle», d’E
dm

ond de G
oncourt: genèse d’un projet interrom

pu (1888–

1896), T
hèse (U

niversité Paris IV
), 2007, pp. 107–118.

（
87
）　

も
っ
と
も
ミ
シ
ョ
ー
の
日
本
文
化
の
理
解
が
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
も
事
実
で
、『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ
ノ
ワ
ー
ズ
』
の
通
信

文
で
は
、『
古
事
記
』
の
創
世
神
話
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
仏
教
の
聖
典

で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。“L

ettre du Japon,” Indépendance Tonkinoise, n°

354, 16 avril 1892.

（
88
）　

な
お
、
こ
の
筆
名
の
冒
頭
に
「
Ｗ
」
で
は
な
く
、「
Ｖ
」
が
使
わ
れ
て
い
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る
の
は
、「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
「
ば
か
」
を
か
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
89
）　

一
八
九
一
年
の
十
月
頃
、
ミ
シ
ョ
ー
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
調
査
の
た
め
に
北

海
道
へ
旅
行
を
し
て
い
る
。 “Introduction,” R

efsing, K
irsten (ed.), E

arly 

E
uropean w

ritings on A
inu culture: travelogues and descriptions, V

ol. I, 

T
ôkyô: E

dition S
ynapse, 2000, pp. 61–62. “L

ettre du Japon,” Indépendance 

T onkinoise, n° 295, 26 novem
bre 1891.

（
90
）　

E
dm

ond de G
oncourt et Jules de G

oncourt, Journal: M
ém

oires de la 

vie littérature, V
ol.III, R

obert L
affont, 2004, p. 1292.　

ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記

（
一
八
九
六
年
六
月
三
日
）
に
は
、
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
旅
劇
団
が
来
日
公
演
を

し
た
時
、
ビ
ゴ
ー
が
通
訳
を
務
め
た
逸
話
を
ミ
シ
ョ
ー
が
話
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
ビ
ゴ
ー
も
来
日
前
（
一
八
八
〇
年
頃
）
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
と

知
り
合
っ
て
い
た
。
清
水
勲
「
ビ
ゴ
ー
年
譜
」、
一
六
七
頁
。

（
91
）　

Tuck, P
atrick J. N

., F
rench C

atholic m
issionaries and the politics of 

im
perialism

 in V
ietnam

, 1857–1914: a docum
entary survey, L

iverpool: 

L
iverpool university press, 1987, pp. 249–250.

（
92
）　

ミ
シ
ョ
ー
の
博
士
論
文
の
献
辞
に
よ
る
と
、
彼
の
兄
は
軍
人
で
、
イ
ン
ド

シ
ナ
植
民
地
に
赴
任
中
、
戦
死
し
た
ら
し
い
。
彼
が
、
長
く
は
な
い
仏
領
イ
ン

ド
シ
ナ
の
滞
在
時
に
、
当
地
の
新
聞
関
係
者
と
人
脈
を
つ
く
り
え
た
の
は
、
こ

の
亡
く
な
っ
た
兄
の
存
在
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
93
）　

V
acarim

asen, “U
n coin du Japon: L

e théâtre japonais,” L
e C

ourrier 

d’H
aiphong, 26 m

ai 1892.

（
94
）　

来
日
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
ロ
シ
ア
正
教
の
宣
教
師
に
は
、
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
を
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
誤
解
し
て
い
る
者
が
い
た
。

岡
部
一
興
編
、
有
地
美
子
訳
『
宣
教
師
ル
ー
ミ
ス
と
明
治
日
本
│
横
浜
か
ら
の

手
紙
』
有
隣
堂
（
有
隣
新
書
）、
二
〇
〇
〇
年
、
三
九
、
四
二
頁
。
中
村
健
之

介
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
明
治
日
本
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）、
一
九
九
六

年
、
五
七
│
五
八
頁
。

（
95
）　
「
イ
エ
ズ
ス
会
神
話
」
を
概
観
し
た
も
の
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ヨ
ゼ
フ
・

ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
「
伝
説
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
考
」（
ヨ
ゼ
フ
・
ロ
ゲ
ン
ド
ル

フ
編
『
イ
エ
ズ
ス
会
：
再
渡
来
五
十
周
年
を
迎
え
て
』
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一

九
五
八
年
、
一
〇
〇
│
一
三
五
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の

「
イ
エ
ズ
ス
会
神
話
」
を
扱
っ
た
研
究
に
は
、
下
記
の
も
の
が
あ
る
。
上
垣
豊

「
立
憲
王
政
下
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
神
話
：
モ
ン
ロ
ジ
エ
か
ら
ミ

シ
ュ
レ
ま
で
」『
史
林
』 

第
八
一
巻
、
第
三
号 

、
一
九
九
八
年
。C

ubitt, 

G
eoffrey., T

he Jesuit m
yth: conspiracy theory and politics in nineteenth-

century F
rance, O

xford: C
larendon P

ress, 1993. L
eroy, M

ichel., op.cit., 

Fabre, P
ierre-A

ntoine et M
aire, C

atherine (sous la dir.), L
es antijésuites: 

discours, figures et lieux de l’antijésuitism
e à l’époque m

oderne, R
ennes: 

P
resses universitaires de R

ennes, 2010.　

な
お
、『
パ
リ
燃
ゆ
』
に
お
い
て
、

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
共
感
的
に
描
い
た
大
佛
次
郎
は
、
未
完
に
終
わ
っ
た
晩

年
の
大
作
『
天
皇
の
世
紀
』
で
、
幕
末
フ
ラ
ン
ス
外
交
に
関
わ
っ
た
メ
ル
メ
・

カ
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
彼
を
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
と
誤
解
し
た
う
え

で
、
そ
の
性
格
を
「『
外
柔
内
残
』
で
、
俗
人
と
異
な
る
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
の
僧

侶
の
性
格
」
と
形
容
し
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、
栗
本
鋤
雲
の
メ
ル
メ
・
カ
シ

ョ
ン
評
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
の

特
性
を
み
る
の
は
大
佛
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
彼
は
、
何
ら
か
の
形
で
共
和
主
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義
者
の
流
布
し
て
い
た
「
イ
エ
ズ
ス
会
神
話
」
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
大
佛
次
郎
『
天
皇
の
世
紀
』
第
六
巻
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
七
〇
年
、
三
六
九
頁
。
な
お
、
こ
の
大
佛
の
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
に
関
す

る
厳
し
い
評
価
は
、
浦
上
四
番
崩
れ
を
扱
っ
た
同
書
「
旅
の
話
」
に
お
け
る
パ

リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
へ
の
高
い
評
価
と
興
味
深
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

（
96
）　

“L
ettre du Japon,” L’Indépendance Tonkinoise, n° 381, 26 m

ai 1892. 

『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』（
一
八
九
一
年
五
月
二
十
六
日
）。
な
お
、
こ
の

請
願
に
関
し
て
は
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
東
京
と
横
浜
に
在
住
の

フ
ラ
ン
ス
人
約
二
〇
〇
名
の
う
ち
、
わ
ず
か
二
十
名
し
か
請
願
に
署
名
し
て
い

な
い
と
述
べ
て
い
る
。A

M
A

E
, C

P, Japon 37, D
P

 n° 93, V. C
ollin de P

lancy 

à J. A
. S

ienkiew
icz , T

ôkyô, 22 août 1892. 

一
方
、
ビ
ゴ
ー
の
執
筆
と
思
わ
れ

る
『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』
の
匿
名
記
事
（
一
八
九
二
年
十
一
月
）
で
は
、

横
浜
居
留
地
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
五
十
一
名
中
、
四
十
五
名
の
署
名
を
集
め
た
後
、

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
を
通
し
て
本
国
の
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
何
の
音
沙
汰
も
な
い
ま
ま
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。A

M
A

E
, 

C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, A

nnexe (III) la copie d’un article anonym
e de 

B
igot dans L

e C
ourrier d’H

aiphong (20 et 27 novem
bre 1892).

（
97
）　

清
水
勲
「『
ト
バ
エ
』
の
全
体
像
」、
一
六
六
頁
。

（
98
）　

“L
ettre du Japon (Y

okoham
a, 21 février),” L

e C
ourrier d’H

aiphong, 

15 m
ars 1891.

（
99
）　

“L
ettre du Japon,” L’Indépendance Tonkinoise, n° 389, 8 juin 1892.

（
100
）　
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
二
巻
、
一
九
九
七
年
、
三
七
、
二
五

八
│
二
五
九
、
二
六
九
頁
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
信
者
の
商
人
に
対
し
て
も
、
日
本
に
来
る
と
き
に
彼
ら
は
信
仰
心
を

失
っ
て
し
ま
う
と
批
判
し
て
い
る
。

（
101
）　

横
浜
市
編
『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
下
、
横
浜
市
、
一
九
六
八
年
、
四
一
四

│
四
一
五
頁
。『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
二
巻
、
一
│
二
、
一
六
│

一
七
、
一
八
九
│
一
九
〇
頁
。

（
102
）　
『
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
公
使
日
記
』
１
、
六
二
頁
。

（
103
）　

“L
ettre du Japon,” L’Indépendance Tonkinoise, n° 385, 1er juin 1892.

（
104
）　

A
M

A
E

, PA
, V. C

ollin de P
lancy, V

ol. 4, J. A
. S

ienkiew
icz à V. C

ollin de 

P
lancy, Paris, 27 juin, 22 octobre 1892. 

シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
低
評
価
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
後
年
、
ド
ー
ト
ル
メ
ー
ル
は
パ
リ
東
洋
語
学
校
の
日
本
研
究
者

に
な
り
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ダ
ン
も
日
本
関
係
の
著
作
を
出
版
し
て
い
る
。
石
澤

小
枝
子
、
前
掲
書
、
一
〇
〇
│
一
〇
一
頁
。
な
お
、
ビ
ゴ
ー
は
『
ト
バ
エ
』
で

こ
の
二
人
を
取
り
あ
げ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
と
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違

い
が
な
い
。
清
水
勲
「『
ト
バ
エ
』
の
全
体
像
」、
一
六
四
頁
。

（
105
）　

A
M

A
E

, PA
, V. C

ollin de P
lancy, V

ol. 4, J. A
. S

ienkiew
icz à V. C

ollin de 

P
lancy, Paris, 24 décem

bre 1892.

（
106
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P
 n° 93, V. C

ollin de P
lancy au M

inistre des 

A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 22 août 1892. PA
, V. C

ollin de P
lancy, V

ol. 4, V. 

C
ollin de P

lancy à J. A
. S

ienkiew
icz, T

ôkyô, 10 septem
bre 1892. 

先
述
し
た

よ
う
に
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
宛
の
手
紙
で
、
日
本

美
術
へ
の
関
心
が
彼
を
日
本
に
赴
か
せ
た
と
語
っ
て
い
る
。
彼
が
ク
ロ
ブ
コ
ウ

ス
キ
ー
に
日
本
行
き
の
便
宜
を
図
っ
て
貰
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
は
年
来
、

来
日
の
動
機
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
が
彼
を
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日
本
に
呼
び
よ
せ
た
と
い
う
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
報
告
書
の
一
文
は
、

や
や
行
き
過
ぎ
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
107
）　

A
M

A
E

, PA
, C

ollin de P
lancy, V

ol. 4, L
ettre de J. A

. S
ienkiew

icz à V. 

C
ollin de P

lancy, Paris, 22 octobre 1892.

（
108
）　

A
M

A
E

, C
orrespondance consulaire et com

m
erciale, Y

okoham
a, V

ol. 4, 

A
. K

lobukow
ski au M

inistre des A
ffaires étrangères, Y

okoham
a, 7 avril 

1891. 

な
お
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
一
八
九
三
年
に
日
本
に
関
す
る
著
書

を
変
名
で
出
版
し
て
い
る
が
、
こ
の
著
書
か
ら
彼
が
日
本
の
伝
統
や
旧
跡
に
関

心
を
も
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。D

hasp, Jean., L
e 

Japon contem
porain (N

otes et im
pressions), P

aris: L
ibrairies-im

prim
eries 

réunies, 1893. 

な
お
、
一
八
九
〇
年
十
月
上
旬
、
ビ
ゴ
ー
と
親
し
か
っ
た
プ
ロ

ス
ペ
ル
・
フ
ー
ク
は
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
に
宛
て
た
書
簡
で
、
あ
る
フ
ラ
ン

ス
人
が
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
刊
行
前
に
、
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
諷
刺
画
を
見

た
い
と
ビ
ゴ
ー
に
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
翌
年
、
ク
ロ
ブ
コ

ウ
ス
キ
ー
は
、
ビ
ゴ
ー
の
出
版
計
画
の
助
成
依
頼
に
関
し
て
当
初
好
意
的
に
斡

旋
を
引
き
受
け
た
よ
う
に
、
彼
は
、
こ
の
時
期
ま
で
、
ビ
ゴ
ー
の
諷
刺
活
動
を

知
り
な
が
ら
も
、
特
に
問
題
視
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。A

M
A

E
, 

PA
, A

ntony K
lobukow

ski, C
orrespondance diverse 1. L

ettre de P. Fouque à 

A
.K

lobukow
ski, 13 octobre 1890.

（
109
）　

A
M

A
E

, C
orrespondance consulaire et com

m
erciale, Y

okoham
a, V

ol. 4, 

lettre de A
.K

lobukow
ski, Y

okoham
a, 8 août 1891. 

ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、

ビ
ゴ
ー
の
推
薦
を
取
り
消
し
た
書
簡
で
、
ス
ペ
イ
ン
公
使
に
対
す
る
ビ
ゴ
ー
の

諷
刺
画
に
つ
い
て
は
語
ら
ず
、
彼
の
芸
術
的
才
能
や
著
作
計
画
に
対
し
て
疑
義

の
多
い
こ
と
を
取
り
消
し
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

（
110
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, A

nnexe (I): les correspondances 

entre le consul de Y
okoham

a et le M
inistre de France en 1891.

（
111
）　

な
お
、
横
浜
領
事
の
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
ミ
シ
ョ
ー
や
ビ
ゴ
ー
に
よ

る
一
連
の
反
公
使
館
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
全
く
批
判
や
言
及
の
対
象
に
挙

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
が
横
浜
領
事
館
で
働
い
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
そ
の
言
及
の
不

在
は
や
や
奇
妙
な
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
が
、
一
八
九
〇

年
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
日
本
に
転
任
す
る
と
き
、『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ

ン
』（
一
八
九
〇
年
七
月
三
十
一
日
）
は
彼
の
こ
と
を
極
め
て
好
意
的
に
報
じ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
反
教
権
主
義
の
立
場
に
立
つ
も
の
の
間
で
、
彼
が
批
判

を
免
れ
て
い
る
事
実
は
、
彼
が
反
教
権
主
義
者
と
し
て
名
高
い
政
治
家
ポ
ー

ル
・
ベ
ー
ル
の
女
婿
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
会
員
で
も
あ
っ
た
。L

igou, 

D
aniel (sous la dir.)., D

ictionnaire de la franc-m
açonnerie, Paris: P

resses 

universitaires de France, 2004, p. 679. 

彼
は
、
後
の
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督

時
代
（
一
九
〇
八
│
一
九
一
〇
年
）、
世
俗
化
政
策
を
と
り
な
が
ら
も
、
統
治

上
の
現
実
的
利
害
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
協
力
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ

た
人
物
で
あ
り
、
心
情
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
好
意
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。D

aughton, Jam
es Patrick., A

n em
pire divided: 

R
eligion, republicanism

, and the m
aking of F

rench colonialism
, 1880–1914, 

N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity P

ress, 2006, pp. 109–114, 117. Tuck, Patrick 

J. N
., op.cit., pp. 286–289. 

ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
日
本
に
関
す
る
著
書
で
、
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ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
成
功
の
可
能
性
に
関
し
て
懐
疑
的
な
考
え

を
述
べ
て
い
る
の
で
、
横
浜
領
事
時
代
も
、
在
日
宣
教
師
の
活
動
に
対
し
て
特

に
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。D

hasp, Jean., op.cit., pp. 

274–279. 

た
だ
、
ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
一
外
交
官
と
し
て
、
自
己
の
信
条

は
別
に
し
て
、
日
本
の
宣
教
師
と
も
良
好
な
関
係
を
保
つ
よ
う
に
務
め
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
リ
ュ
レ
・
デ
・
ヴ
ァ
ラ
ン
ヌ
神
父
は
、

横
浜
領
事
が
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
に
対
し
て
常
に
大
変
丁
重
な
（courtois

）
な

態
度
を
取
っ
て
い
る
と
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。L

e Japon d’aujourd’hui. 

Journal intim
e d’un m

issionnaire apostolique au Japon septentrional, 

Tours: A
. M

am
e et fils, 1892, p. 362.

（
112
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, V. C

ollin de P
lancy au M

inistre des 

A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 31 décem
bre 1892.

（
113
）　

A
M

A
E

, PA
, C

ollin de P
lancy, V

ol. 4, L
ettre de V. C

ollin de P
lancy à J. 

A
. S

ienkiew
icz, T

ôkyô, 10 septem
bre 1892.

一
八
九
二
年
九
月
の
時
期
、

『
ル
・
ポ
タ
ン
』（
第
二
期
）
の
第
二
号
か
ら
五
号
ま
で
は
出
版
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

（
114
）　

“L
ettre du Japon”, L’Indépendance Tonkinoise, n° 389, 8 juin 1892.

（
115
）　

ク
ロ
ブ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
一
八
九
二
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
天
長

節
の
舞
踏
会
や
園
遊
会
に
招
待
さ
れ
て
お
り
、
著
書
で
こ
れ
ら
の
祝
賀
行
事
の

模
様
を
描
い
て
い
る
。D

hasp, Jean., op.cit., pp. 188–194.

（
116
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, A

nnexe (II) les correspondances 

entre B
igot et C

ollin de P
lancy en novem

bre 1892.

（
117
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, A

nnexe (III) la copie d’un article 

anonym
e de B

igot dans L
e C

ourrier d’H
aiphong (20 et 27 novem

bre 1892). 

ま
た
、『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』
に
は
、
他
に
も
一
八
九
二
年
後
半
期
に

公
使
館
を
批
判
し
た
匿
名
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ビ
ゴ
ー
の
筆
で
あ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。M

icrocoque, “L’influence français au Japon,” L
e 

C
ourrier d’H

aiphong, 14 août 1892. “L
ettre du Japon (Y

okoham
a, 15 

décem
bre 1892),” Ibid., 12 janvier 1893.

（
118
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, V. C

ollin de P
lancy au M

inistre des 

A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 31 décem
bre 1892.

（
119
）　 

こ
の
諷
刺
画
に
つ
い
て
、
清
水
勲
氏
は
、
外
国
人
神
父
の
日
本
人
女
性
に

対
す
る
男
性
的
興
味
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
て
い
る
。
清
水

勲
『
ビ
ゴ
ー
が
見
た
日
本
人
：
諷
刺
画
に
描
か
れ
た
明
治
』
講
談
社
（
講
談
社

学
術
文
庫
）、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
二
│
一
九
三
頁
。

（
120
）　
『
横
浜
バ
ラ
ー
ド
』
の
刊
行
年
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
っ
た
が
、
英
字
新

聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』T

he Japan W
eekly M

ail

の
一

八
九
二
年
十
一
月
五
日
の
記
事
に
こ
の
詩
画
集
の
出
版
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
一
八
九
二
年
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
121
）　

ビ
ゴ
ー
は
、『
ト
バ
エ
』
の
諷
刺
画
で
、『
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
と
同

じ
立
場
に
立
っ
て
日
本
政
府
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
同
紙
の
主
張
に

共
感
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
清
水
勲
「
解
題
」
芳
賀
徹
他
編
『
ビ
ゴ
ー

素
描
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
明
治
の
世
相
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、

一
四
〇
頁
。

（
122
）　

“L
ettre du Japon,” L’Indépendance Tonkinoise, n° 389, 8 juin 1892; n°

402, 23 juin 1892.
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（
123
）　

表
紙
に
記
載
さ
れ
た
販
売
場
所
は
、
第
二
号
で
は
、
横
浜
六
十
二
番
地
の

ア
ン
ド
レ
宅
、
神
戸
五
六
番
地
の
居
留
地
ホ
テ
ル
、
同
八
十
番
地
の
オ
リ
エ
ン

タ
ル
・
ホ
テ
ル
、
大
阪
の
ユ
ニ
オ
ン
ク
ラ
ブ
、
京
都
の
京
都
ホ
テ
ル
、
東
京
の

東
京
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
第
三
号
か
ら
六
号
ま
で
は
、
横
浜
五
十
一
番
地
の
カ
ル

テ
ィ
宅
、
同
一
三
三
番
地
の
サ
ル
デ
ー
ニ
ュ
宅
、
神
戸
五
六
番
地
の
オ
テ
ル
・

デ
・
コ
ロ
ニ
ー
（
居
留
地
ホ
テ
ル
）、
同
八
十
番
地
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
定
価
は
、
第
五
号
の
み
二
円
で
、
そ
れ
以
外
の
号
は
一
円

五
十
銭
で
あ
る
。

（
124
）　

エ
レ
ー
ヌ
・
コ
ル
ヌ
ヴ
ァ
ン“G

eorges B
igot: L’artiste aux deux 

visages ”

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
・
ふ
た
つ
の
顔
を
持
つ
画
家
」（
杉
村
浩
哉
、

前
堀
信
子
訳
）、
酒
井
忠
康
、
杉
村
浩
哉
、
小
松
崎
拓
男
編
集
『
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
ビ
ゴ
ー
展
：
明
治
日
本
を
生
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
』
読
売
新
聞
社
・
美

術
館
連
絡
協
議
会
、
一
九
八
七
年
、
二
六
、
三
一
頁
。

（
125
）　

第
二
号
は
一
七
頁
、
三
号
は
一
六
頁
、
四
号
は
一
六
頁
、
五
号
は
一
五
頁
、

六
号
が
二
〇
頁
で
あ
る
。
な
お
、
著
者
が
原
本
を
実
見
し
た
の
は
第
六
号
の
み

で
あ
る
が
、
こ
の
号
の
諷
刺
画
に
は
全
て
彩
色
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
126
）　

“L
ettre du Japon,” L’Indépendance Tonkinoise, n° 389, 8 juin 1892.　

「
エ
ラ
ー
ル
」
の
周
囲
に
屍
を
置
く
趣
向
は
、
同
号
の
他
の
頁
（
Ⅱ
│

16
）
で

も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
127
）　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
作
中
の
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
に
関
し
て
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ

ラ
ン
シ
ー
は
、
外
交
報
告
書
で
、「
ギ
ベ
ー
ル
」
と
い
う
人
物
を
モ
デ
ル
に
し

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
彼
に
関
し
て
具
体
的
な
説
明
を
行
っ
て
い
な
い
。

恐
ら
く
、
そ
れ
は
外
交
当
事
者
に
と
っ
て
説
明
の
必
要
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
当
時
、
在
日
公
使
館
に
は
同
名
の
通
訳
官
（
ア
メ

デ
・
ギ
ベ
ー
ル A

m
édée G

uibert

）
が
い
た
の
で
、
ビ
ゴ
ー
の
製
作
動
機
か
ら

考
え
て
、
こ
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ギ
ベ
ー
ル
の

名
前
は
、
一
八
九
二
年
度
の
東
京
在
住
フ
ラ
ン
ス
人
の
名
簿
に
確
認
で
き
る
。

A
M

A
E

, C
orrespondance consulaire et com

m
ercial, T

ôkyô, V
ol. 9, V. C

ollin 

de P
lancy au M

inistre des A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 27 janvier 1893.

（
128
）　

D
ixm

ier, M
ichel., L

alouette, Jacqueline., et P
asam

onik D
idier., L

a 

R
épublique et l’É

glise: Im
ages d’une querelle, Paris: L

a M
artinière, 2005, 

pp. 34–37.

（
129
）　

Jacquem
et, G

érard., B
elleville au X

IX
e siècle du faubourg à la ville, 

P
aris: E

ditions de l’E
cole des H

autes E
tudes en S

ciences S
ociales, 1984. 

C
h. V

III: U
n bastion du socialism

e.

（
130
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, V. C

ollin de P
lancy au M

inistre des 

A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 31 décem
bre 1892.

（
131
）　

こ
こ
で
ビ
ゴ
ー
に
作
品
を
参
照
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ン=

ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ

ン
ス
は
、
反
教
権
的
な
主
題
（
異
端
審
問
官
な
ど
）
を
好
ん
で
取
り
上
げ
る
フ

ラ
ン
ス
人
の
画
家
で
あ
っ
た
。Françoise, de V

ergnette., “Portrait de Jean-

P
aul L

aurens en hom
m

e exem
plaire,” Jean-P

aul L
aurens, 1838–1921; 

Peintre d’histoire, Paris: R
éunion des m

usées nationaux, 1997, pp. 66–67.

（
132
）　

な
お
、
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
通
り
の
近
辺
に
は
、
マ
リ
ア
会
の
経
営
す
る
名
門

校
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
学
園
が
あ
っ
た
。
ビ
ゴ
ー
は
、
マ
リ
ア
会
と
マ
リ
ス
ト
会
を

混
同
し
て
い
た
の
で
、
マ
リ
ス
ト
会
と
書
き
な
が
ら
も
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
学
園
を

念
頭
に
置
い
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ビ
ゴ
ー
の
読
ん
で
い
た
可
能
性
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ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

の
あ
る
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
会
報
は
、
暁
星
学
校
を
「
パ
リ
の
ス

タ
ニ
ス
ラ
ス
学
園
の
分
校
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。B

ulletin de l’A
lliance 

F
rançaise, n° 42, 1892, p. 124.

（
133
）　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
第
二
号
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
神
父
や
修
道
士

が
、
教
会
の
火
事
の
消
防
に
つ
と
め
る
場
面
（
Ⅱ
│

12
）
が
あ
る
。
普
仏
戦
争

時
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
母
校
で
あ
る
聖
母
マ
リ
ア
の
無
原
罪
学
園

の
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
達
は
、
救
急
隊
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ

を
諷
刺
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。L

em
aire, E

lisabeth., “L
e C

ollége de l’

Im
m

aculée C
onception pendant la guerre de 1870 et la C

om
m

une,” B
ulletin 

de  la Société historique et archéologique du X
V

èm
e arrondissem

ent de 

Paris, n° 10, 1997, pp. 28–29.　

ま
た
、
ビ
ゴ
ー
に
は
、
一
八
九
二
年
三
月
、

在
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
ぼ
や
騒
ぎ
の
際
、
マ
リ
ア
会
士
が
消
防
に
駆
け
付
け

た
こ
と
も
念
頭
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。“Fire at the French L

egation,” T
he 

Japan W
eekly M

ail, 26 M
arch 1892.

（
134
）　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
別
の
あ
る
場
面
で
も
、
登
場
人
物
（「
ぺ
ル
シ
ー
」）

が
、「
エ
ラ
ー
ル
」
に
向
け
て
、「
あ
な
た
の
宣
教
師
団
と
マ
リ
ア
会
」
と
語
る

箇
所
が
あ
り
、
ビ
ゴ
ー
が
「
パ
リ
外
国
宣
教
会
」
の
名
称
を
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
（
Ⅵ
│

11
）。
な
お
、
ビ
ゴ
ー
も
署
名
し
た
と
思
わ
れ
る
エ

ヴ
ラ
ー
ル
の
外
交
通
訳
官
の
罷
免
を
求
め
る
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
請
願
書
（
一

八
九
二
年
五
月
九
日
）
に
は
、「
外
国
宣
教
会　

M
issions étrangères

」
の
一

文
が
見
え
る
の
で
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
全
く
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
名
前
を

知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
135
）　

“L
ettre du Japon,” L’Indépendance Tonkinoise, n° 389, juin 1892.

（
136
）　
『
仏
文
雑
誌
』
に
関
す
る
研
究
論
文
に
は
、
下
記
の
も
の
が
あ
る
。
白
鳥

義
彦
「
明
治
期
の
日
仏
関
係
と
『
佛
文
雑
誌
』」『
日
仏
教
育
学
会
年
報
』
第
二

八
号
、
一
九
九
九
年
。Jûro, Iw

atani., “L
a publication de la R

evue française 

du Japon (1892–1897): l’infructueuse tentative d’un juriste français, 

conseiller auprès du gouvernem
ent japonais,” Japon P

luriel 3, A
rles: 

É
ditions P

hilippe P
icquier, 1999. 

な
お
、
雄
松
堂
か
ら
同
誌
の
復
刻
版
（
二

〇
〇
七
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
137
）　

た
だ
、
ミ
シ
ョ
ー
は
、『
仏
文
雑
誌
』
に
触
れ
た
こ
の
記
事
で
、
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
に
対
し
て
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。『
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
ス
・
ト
ン
キ

ノ
ワ
ー
ズ
』
の
匿
名
通
信
文
（
一
八
九
二
年
六
月
二
十
八
日
）
で
、
彼
は
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
の
編
纂
し
た
民
法
典
が
帝
国
議
会
で
受
け
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
嘆
い
て
い
る
。
恐
ら
く
ミ
シ
ョ
ー
は
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
中
で
日
本
政

府
に
対
し
て
最
も
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
対
し
て
、
敬
意
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
ク
ー
リ
エ
・
ダ
イ
フ
ォ
ン
』
は
、
一
八

九
三
年
一
月
五
日
に
も
、『
仏
文
雑
誌
』（
第
十
一
号
、
一
八
九
二
年
十
二
月
）

に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
植
民
地
関
連
の
記
事
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
て
い

る
。“L

es F
rançais en Indochine par un officier français,” L

e C
ourrier 

d’H
aiphong, 5 janvier 1893.

（
138
）　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
で
は
、「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
雑
誌
」
の
購
読
予
約
者
に
は
、

特
典
と
し
て
ル
ル
ド
の
水
を
入
れ
た
瓶
が
進
呈
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
諧
謔
も

行
わ
れ
て
い
る
（
Ⅳ
│

７
）。
こ
の
よ
う
な
趣
向
が
取
ら
れ
て
い
た
た
め
、
蛯

原
八
郎
の
よ
う
に
、
ビ
ゴ
ー
が
当
時
横
浜
で
発
行
さ
れ
て
い
た
欧
文
の
カ
ト
リ

ッ
ク
新
聞
を
諷
刺
し
た
の
で
は
な
い
か
と
誤
っ
て
推
測
し
て
い
る
例
も
存
在
す
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る
。
蛯
原
八
郎
、
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。

（
139
）　 
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
聖
母
の
騎
士
社
、
一
九
九
六

年
、
一
九
七
頁
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
で
も
、『
仏
文
雑
誌
』

に
関
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
上
、
三
二
〇
頁
。
た
だ
、
同
書
の
翻
訳
で
は
、

仏
学
会
は
、「
日
仏
協
会
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
140
）　

M
ichel, E

rnest., op.cit., p. 267. 

一
八
九
一
年
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス
人

旅
行
者
は
、
東
京
仏
文
会
（
仏
学
会
の
前
身
）
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
自
由
思

想
を
批
判
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
擁
護
す
る
講
演
を
行
っ
た
こ
と
を
旅
行
記
に
書

い
て
い
る
。

（
141
）　

白
鳥
義
彦
、
前
掲
論
文
、
四
九
頁
。

（
142
）　

安
岡
昭
男
「
仏
学
会
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
（
Ⅱ
）
│
仏
学
会
の
活
動
／

会
員
名
簿
│
」『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
三
号
、
一
九
九
七
年
、
一
五

一
頁
。
こ
の
仏
学
会
に
は
、
マ
リ
ア
会
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
も
来
日
後
に
入
会
し
て

い
る
。
同
上
、
一
五
二
頁
。A

m
brogio, A

lbano (ed.), op.cit., pp. 124–125.

（
143
）　

C
om

pte rendu de la 5àm
e A

ssem
ble générale de la Société japonaise 

de L
angue F

rançaise (Séance du 18 N
ovem

bre 1891), 1892, pp. 1, 4.

（
144
）　

“C
hronique (l’abbé E

vrard)”, R
evue française du Japon, n° 21, 1893, 

pp. 321–323.

『
仏
文
雑
誌
』
に
無
署
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
法
律
や
法
令
の
翻

訳
は
、
大
部
分
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン

シ
ス
ク
・
マ
ル
ナ
ス
も
、
著
書
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
復
活
史
』（
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
五
年
）
の
緒
言
で
、
エ
ヴ
ラ
ー
ル
か
ら
日
本
の
法
令
の
仏
訳
で
協
力
を

受
け
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
述
べ
て
い
る
。

（
145
）　

ビ
ゴ
ー
は
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
第
五
号
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
し

た
民
法
典
が
帝
国
議
会
に
通
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
（
Ⅴ
│

９
、
10
）、
こ
の
諷
刺
が
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
の
間
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
こ
と
を
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
外
務
省
に
報
告
し
て
い
る
。A

M
A

E
, 

C
P, Japon 37, D

P
 n° 129, V

. C
ollin de P

lancy au M
inistre des A

ffaires 

étrangères, T
ôkyô, 31 décem

bre 1892. 

こ
の
箇
所
の
画
（
Ⅴ
│

10
）
は
、
横

浜
開
港
資
料
館
の
「
来
日
一
〇
〇
年
記
念　

ビ
ゴ
ー
展
」（
一
九
八
二
年
）
の

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
（
非
売
品
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ビ
ゴ
ー
は
、

『
仏
文
雑
誌
』（
第
四
巻
、
第
三
号
、
一
八
九
五
年
三
月
）
に
挿
絵
を
三
葉
寄
せ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
後
の
こ
と
で
あ

る
。

（
146
）　

C
laude, M

aitre., “U
n japonologue français: N

oël P
éri” Japon et 

E
xtrêm

e-O
rient, n° 4, 1924, pp. 294–295.

（
147
）　
『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
諷
刺
画
に
現
れ
る
神
父
た
ち
の
服
装
に
注
意
す
る
と
、

「
エ
ラ
ー
ル
」
に
率
い
ら
れ
る
修
道
士
が
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
姿
で
描
か
れ
て
い

る
の
が
目
に
付
く
（
Ⅱ
│

６
、
12
）
が
、
彼
ら
は
、
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
を
表

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
ト
バ
エ
』
の
画
で
、
マ
リ
ア
会
士
が
ス
ー
タ
ン
姿

で
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
を
見

る
限
り
、
こ
の
時
期
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
マ
リ
ア
会
士
が
一

般
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
日
本
の
マ
リ
ア
会
士
が
フ
ロ
ッ
ク

コ
ー
ト
を
常
用
し
は
じ
め
た
時
期
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
っ
て
定
か
で
は
な
い
。

C
f. L

ebon, P
ierre., “L’apostolat par l’éducation au Japon,” L’A

postolat 

m
issionnaire de la F

rance, II° série, P
aris: P

ierre Tequis, 1926, p. 213.　

Ｊ
・
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
『
日
本
マ
リ
ア
会
史　

一
八
八
七
年
│
一
九
三
七
年
』
マ
リ



91

ジョルジュ・ビゴーと明治中期のカトリック教会

ア
会
、
一
九
八
七
年
、
四
九
頁
。

（
148
）　
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
学
校
」
の
内
壁
に
は
「
く
た
ば
れ
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
」

（A
 bas R

.F
）、「
ア
ン
リ
四
世
万
歳
」
な
ど
の
落
書
き
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
149
）　

“L
ettre du Japon”, L’Indépendance Tonkinoise, n° 389, 8 juin 1892. 

前

掲
注
（
127
）
の
東
京
在
住
フ
ラ
ン
ス
人
名
簿
に
よ
る
。

（
150
）　

“L
ettre du Japon,” Ibid., n° 389, 8 juin 1892.

（
151
）　

先
述
し
た
よ
う
に
、『
仏
文
雑
誌
』
は
、
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
教
階
制
の
成
立
に
つ
い
て
、
第
三
号
（
一
八
九
二
年
五
月
）
で
取
り
上
げ

て
い
た
。“L

a hiérarchie épiscopal au Japon,” R
evue française du Japon, n°

3, 1892, pp. 87–88.

（
152
）　
『
ト
バ
エ
』（
第
四
八
号
、
一
八
八
九
年
二
月
一
日
）
で
は
、
マ
リ
ア
ン
ヌ

が
、
日
本
（
日
本
人
の
子
供
で
表
さ
れ
て
い
る
）
を
導
い
て
い
る
画
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。 

清
水
勲
「『
ト
バ
エ
』
の
全
体
像
」、
一
五
八
頁
。

（
153
）　

及
川
茂
氏
は
、
ビ
ゴ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
帰
国
後
に
多
数
の
エ
ピ
ナ
ー
ル
版
画

を
製
作
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
時
期
の
彼
の
作
品
に
は
キ

リ
ス
ト
教
に
関
し
た
物
語
を
題
材
に
し
た
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
及
川
茂
『
フ

ラ
ン
ス
の
浮
世
絵
師
ビ
ゴ
ー
：
ビ
ゴ
ー
と
エ
ピ
ナ
ー
ル
版
画
』
木
魂
社
、
一
九

九
八
年
、
一
二
四
、
一
三
一
、
一
四
八
頁
。
こ
の
民
衆
向
け
の
版
画
に
関
わ
っ

て
い
た
時
期
（
一
九
〇
六
│
一
九
一
六
年
）、
ビ
ゴ
ー
が
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意

的
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
も
し
く
は
反
教
権
的
な
感
情
を
も
ち
な
が
ら
も
生
計

の
た
め
に
割
り
き
っ
て
製
作
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。

（
154
）　

他
に
もIgnorant brothers &

 com
 （

Ⅰ
│

10
）
と
い
うIgnatius B

rother

を
皮
肉
っ
た
よ
う
な
字
句
も
み
ら
れ
る
。

（
155
）　

L
alouette, Jacqueline., L

a R
épublique anticléricale X

IX
e–X

X
e siècles, 

Paris: S
euil, 2002, pp. 311, 347–348.

（
156
）　

エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
一
時
帰
国
の
際
、『
仏
文
雑
誌
』
の
時
評
は
、
エ
ヴ
ラ
ー

ル
の
送
別
の
見
送
り
に
フ
ラ
ン
ス
公
使
一
家
や
同
僚
の
宣
教
師
た
ち
を
は
じ
め
、

欧
米
人
や
日
本
人
の
多
く
の
知
友
が
集
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
、
そ
れ
を
彼

の
人
柄
の
洗
練
さ
れ
た
社
交
性
（urbanité

）
に
帰
し
て
い
る
。“C

hronique”, 

R
evue française du Japon, n° 21, 1893, pp. 321–322.

（
157
）　
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
二
七
三
頁
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
神
父
（
彼
は
、
一
八
八
九
年
、

『
ル
・
ポ
タ
ン
』
の
発
刊
前
の
時
期
に
、
パ
リ
に
帰
国
し
て
い
る
）
が
、
一
九

〇
八
年
、
ビ
ゴ
ー
の
マ
リ
ア
会
に
対
す
る
諷
刺
画
に
言
及
し
た
際
、
そ
れ
が

『
ト
バ
エ
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
ル
・
ポ
タ
ン
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
と
誤
解
し
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
彼
の
記
憶
の
中
で
マ
リ
ア
会

へ
の
諷
刺
と
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
へ
の
諷
刺
と
が
混
同
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
宣
教
会
本
部
に
も
こ
の
出
来
事
の
情
報
は
何
ら
か
の
形
で
伝
わ

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
158
）　

清
水
勲
氏
は
、
現
存
し
て
い
る
ビ
ゴ
ー
の
雑
誌
に
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
蔵

書
印
の
押
さ
れ
た
も
の
の
確
認
で
き
る
こ
と
や
、『
ト
バ
エ
』
に
シ
ェ
ン
キ
ヴ

ィ
ッ
チ
公
使
を
描
い
た
画
の
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ゴ
ー
が
公
使
館
と
密
接

な
協
力
関
係
に
あ
っ
て
、
公
使
館
が
彼
の
諷
刺
活
動
を
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
的
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
評
価
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
、『
ト
バ
エ
』
の
刊
行

に
際
し
て
、
ビ
ゴ
ー
は
公
使
館
か
ら
経
済
的
援
助
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。
清
水
勲
「『
ト
バ
エ
』
の
全
体
像
」、
一
六
〇
、
一
六
二
、
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一
六
六
頁
。
し
か
し
、
以
上
の
論
述
で
わ
れ
わ
れ
が
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、

ビ
ゴ
ー
は
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
や
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
か
ら
要
注
意
人

物
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
が
実
情
で
あ
り
、
公
使
館
が
彼
の
刊
行
物
を
所
蔵
し

て
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
ビ
ゴ
ー
が
監
視
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
た
め
に
彼

の
諷
刺
画
が
集
め
ら
れ
て
い
た
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
159
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 38, D

P
 n° 7, L

ettre à J. A
. S

ienkiew
icz, P

aris, 18 

m
ars 1893. 

ビ
ゴ
ー
を
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
裁
判
所
に
召
喚
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
意
見
に
対
し
て
、
あ
る
本
省
職
員
の
所
見

（
無
署
名
）
が
シ
ェ
ン
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
送
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
ビ
ゴ

ー
の
処
分
と
し
て
こ
の
措
置
は
適
切
で
は
な
く
、
む
し
ろ
日
本
か
ら
彼
を
放
逐

す
る
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
160
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 40, D

P
 n° 50, Jules H

arm
an au M

inistre des 

A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 30 octobre 1894. 

こ
の
外
交
報
告
で
は
、
ビ
ゴ
ー

が
『
ザ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
誌
の
特
派
員
と
し
て
、『
タ
ン
』
誌
の
特
派
員
の

ヴ
ィ
ル
タ
ー
ル
・
ド
・
ラ
ゲ
リ
ー
と
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
紙
の
特
派
員
の
フ
ェ
ル
ナ

ン
・
ガ
ネ
ス
コ
と
共
に
中
国
に
行
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
・
オ
・
ジ
ャ
ポ
ン Shocking au Japon

』
の
著
者
で
あ
る
ガ
ネ
ス
コ
に

関
し
て
は
、
同
書
の
絵
を
描
い
た
ビ
ゴ
ー
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
説
が
唱

え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
山
口
順
子
「
ビ
ゴ
ー
研
究
の
流
れ
│
研
究
書
目
補

遺
と
と
も
に
」『
郷
土
よ
こ
は
ま
』
第
一
〇
一
号
、
一
九
八
四
年
、
四
頁
）
が
、

ガ
ネ
ス
コ
と
ビ
ゴ
ー
の
動
向
に
関
し
て
彼
ら
の
名
前
を
挙
げ
て
報
告
し
て
い
る

こ
の
外
交
文
書
は
、
両
者
が
別
人
で
あ
る
こ
と
を
公
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
161
）　

A
M

A
E

, C
P, Japon 44, D

P
 n° 175, Jules H

arm
an au M

inistre des 

A
ffaires étrangères, T

ôkyô, 9 août 1895. 

こ
の
外
交
報
告
で
は
、
書
名
は
挙

げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ビ
ゴ
ー
が
『
極
東
に
お
け
る
古
き
英
国
』O

ld E
ngland 

in the Far E
ast

（
一
八
九
五
年
）
を
出
版
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。


